









































痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。３
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





　本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『週末冒険者』（著：るうせん）お試し版が収録されています。
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プロローグ　防御特化と大失敗。









　理り沙さに誘われて『NewWorld Online』を始め、防御力に極振りすることで圧倒的な防御力を得た楓かえでは、メイプルというキャラクター名で第一回イベントで結果を残し、ゲーム内で注目されるようになった。そして、昨日行われた第二回イベントでも、理沙のキャラクターのサリーとともに、その防御力を生かし、銀メダル十枚という目標を達成して強力なスキルを二つ手に入れたのである。




　そしてその翌朝。

　楓はベッドからむくりと起き上がった。

「あんまり眠れなかった……」

　体感七日ぶりのベッドに楓はむずむずして眠れなかったのだ。

　楓は眠そうに目元をこすりながらベッドを出ると、一つ一つ身支度を済ませ学校へと向かって歩き出した。

「今日は結構暑いなぁ」

　楓は汗をかかない程度に急いで学校への道を進んだ。




　教室に入ると既に理沙がいた。

　二人はいつも通り早くに登校しているので教室には二人しかいない。

「おはよう楓」

「おはよう理沙！」

　楓は自分の席に荷物を置くと理沙の元へ近づいていった。

「何だか学校に来るの、久しぶりな気がするよー！」

「確かに。まあ、七日も中にいればね……ああそうだ、楓も今日は気を付けた方がいいと思うよ」

「え？　な、何に？」

　気を付けた方がいいと言われても、楓には何に気を付ければいいのかが分からなかった。

「ゲーム内ではいつもモンスターやプレイヤーを警戒してたでしょ？　ついついあっちでの習慣が出ちゃうかもしれないってこと」

　理沙が言っているのはメイプルやサリーとしての行動が、気を抜いた時に出てくるかもしれないということだった。

「でも、もう結構プレイして来たけど今までそんなことなかったよ？」

「まあ、念のためね？　楓は今までに七日も連続してログインすることなんてなかったでしょ？」

「確かに……うん、分かった！　気を付けておくね」

　そうして話しているうちにチラホラと他の生徒が教室に入ってくる。

　楓は授業の始まる五分前には話を切り上げて自分の席に戻った。




　その日の帰り道。

　フラフラとした足取りで自室に辿たどり着ついた楓は枕に顔を埋めると叫んだ。

「……今日をなかったことにしたいいいいいっ！」

　楓は今日一日を振り返る。




　一限目。

「……すぅ……すぅ」

　昨日むずむずしてよく眠れなかった楓は珍しく居眠りをしてしまっていた。

　窓に近い席のため、程よく日の当たる環境も眠気を誘う原因となった。

　そして、居眠りすることが珍しい人は起こされるのだ。

　理沙は既に起こされないタイプの人間である。

　楓の隣の席の女子が教師に言われて楓をつついて起こす。

「ん……ん？　……ふぁ……もう見張り交代？　……あれ？」

　伸びをしつつ中々に大きな声でそう言う。

　楓の発言に教室がざわっとした。

　楓は自分が今どこにいるのか思い出したが、既に遅かった。

「だから気を付けろって言ったのに」

　理沙が小声で呟つぶやいて楓の方を見る。

「……授業に集中するように」

「は、はい……ごめんなさい」

　これがやらかしたことその一である。




　次は三限目終了後の休み時間だった。

　トイレから教室に帰る途中の廊下。

　移動教室のクラスがあったのか廊下の人通りは多かった。

　その時たまたま、楓の後ろを歩いていた女子が他の生徒とすれ違う際にぶつかってしまい、手に持っていた教科書や筆箱を落としてしまったのだ。

　当然、地面に落ちた際には音が鳴る。

「……っ！」

　楓はそれはもう綺き麗れいにターンを決めて、左手を突き出して右手を腰に持っていく。

　理沙に言われて何度も繰り返し練習してきた動きだった。

　場所が場所なら完かん璧ぺきな反応だっただろう。

　ただ、大盾も短刀もここにはない。

「え？　えっ？」

　急に目の前でポーズをとった楓を見て女子生徒が固まる。
















　楓はゆっくりと腕を引くとぎこちない笑みを浮かべて誤魔化し足早にその場を後にした。

　もうこの時点で楓のメンタルはボロボロである。

　流石に人前で二回も大失敗をすれば誰だってテンションが下がるだろう。




　楓はもう失敗しないようにと自分の言動に気を付ける。

　ただ、二度ある事は三度ある。

　失敗しないようにしようと思えば思うほど、失敗してしまうというのはよくあることである。




　昼食後、体育。

　体育館でのドッジボールだ。

　楓と理沙は同じチームになった。

　この時点で楓のチームの全滅はなくなった。

　誰がどう頑張っても理沙にはボールが当たらないのだ。

　相手チームが執しつ拗ように理沙を狙っているものの当たらない。

　ゲーム内とは違い、ギリギリで避ける必要もないのだから当たる筈はずもない。

「相変わらず凄すごいなぁ……」

　この時点で理沙を見るのを止めていれば、この後の本日最大の失敗は起こらなかったかもしれなかった。

「……楓！」

　理沙ばかり狙っていた相手チームが急に狙いを変えたなら、仕留められる確率は上がるだろう。

　今回、狙いを変えた先にいたのは楓だった。

　楓は理沙の方を見ていたため対応が遅れてしまった。

　理沙の声に反応してボールの方を見た時には、既にボールは楓に向かって真っ直ぐ飛んできていた。

　以前の楓なら咄とつ嗟さにしゃがむなり横に跳ぶなりしたことだろう。

　ただ、ここ最近の飛んでくる何かに対する楓の回避方法はそうではなかった。

「【カバームー……あっ！」

　ギリギリで気付いて両手で咄嗟に口を塞ふさいだものの、その状態ではボールを避けることも受け止めることも出来なかった。

　顔面セーフは適用されなかった。

「楓!?　大丈夫？」

「大丈夫……」

　楓にとって、急に楓が何かを叫んだことについて皆が話していることを除けば問題なかった。

　ここにいる女子達が理沙を除いて誰一人として『NewWorld Online』をプレイしていなかったため、楓が何と言ったかよく分かっていなかったことは不幸中の幸いだった。

「ちょっと休んでおく……」

「それがいいよ」

　楓は壁に背中を預けて項垂れた。




　これが今日の失敗の全てである。




「……ちょっとの間だけゲームは止めておこう」

　ここから三日間、楓は念のため一度もログインしなかった。

　その成果が出たのか、それとも決意したことが効いたのか。

　三日後には楓が失敗することはなくなった。











一章　防御特化と新要素。









　メイプルが三日ぶりにログインして広場でサリーを待つ。イベント前と比べれば人は少ないものの、何やらざわざわと賑にぎわっている。メイプルは普段とは少し違うその様子を眺めていた。

　しばらく待っているとサリーがやってきた。

「ごめん、待った？」

「ううん、そんなに待ってないよ。今日はどうする？」

「うーん……そうだなぁ。メイプルはこの三日間にあったことをどれくらい知ってる？」

「え？　……全く知らないよ？　ゲームから完全に離れてたから」

　メイプルはここ三日間にこのゲーム内で何があったのかを知らない。

　ログインはしなかった上に、ゲームに関する情報すらシャットアウトしていた。

「じゃあ、一つずつ説明していくよ」

「うん、お願いします」

「まず一つ目は大盾のスキルが新しく追加された。貫通攻撃に対抗するスキルだったよ」

「おお！」

　メイプルとしてはとても嬉うれしいことだった。

　サリー曰いわく、取得方法も運営によって知らされているとのことだ。

　スキルはメイプルが後で見ておくことにして、サリーが続きを話す。

「それでこれが重要なんだけど……メイプルのいないうちにイベントっていうか……新要素？　とにかくそれが追加された」

「新要素？」

「【光虫】っていう金色の虫がフィールドのどこかに出るようになったんだよ」

　サリー曰く、様々な種類の金色の虫がフィールドに現れ、それを倒すと【光虫の証】を確定でドロップするとのことだ。

「その証は何に使うの？」

「新要素【ギルドホーム】を買うのに必要なんだよ」

「ギルド……ホーム？」

「この町ってさ、入れない建物がいっぱいあるよね」

「うん」

　メイプルが周りを見回すだけでそれらしきものがいくつも見える。

　この広い町にあるほとんどは入れない建物だった。

　ＮＰＣの店や、プレイヤーがＮＰＣにお金を払うことにより借りている鍛冶かじ屋やなどを除けば全てこれにあたる。

「証一つにつき、あれを一つ買える。虫の種類によって買える【ギルドホーム】のランクも違うんだよ。で、各階層に拠点として【ギルドホーム】を持てる」

「ふむふむなるほど」

　サリーが【ギルドホーム】の良さとして、今後【ギルドホーム】専用アイテムによってステータスアップの恩恵を受けられるようになっていくことを話し、その後に【光虫】の数について話し始める。

「【光虫】の数には今のところ限りがあって……建物の数しかいない」

「ええ!?」

「運営は少しずつ建物の数を増やしていくつもりらしいけどね」

　しかしそれは今の【光虫】の数を増やすことには繫つながらない。

　つまりメイプルは乗り遅れたのだ。

「じ、じゃあ急いで探しにいこう！」

　メイプルとしては【ギルドホーム】というものを体験したかった。

　今回証を取得出来なければ、次はいつになるか分からない。

　ここでいつまでも話している訳にはいかなかった。

「メイプル」

「な、何？」

　サリーがさっと青い画面を操作してインベントリからアイテムを取り出す。

「もう取ってある。メイプルが欲しがると思ってね」

「お……おおお！　ありがとう！」

「ただ……これは【ギルドホーム】を買う権利を手に入れられるだけで、買うためにはお金も必要なんだ」

【ギルドホーム】がなくとも【ギルド】の設立はできるものの、その場合サリーの言っていたステータスアップの恩恵は受けられない。

「それ、どれくらい？」

「私が手に入れた一番低ランクなもので……五百万ゴールド」

「ごっ……!?　え？」

　メイプルはイズに【白雪】を作ってもらう際に貯めたのを大きく上回る金額に驚き、目を丸くして所持金を確認する。

　そしてメイプルは【白雪】を作ってもらう分しか稼いでいなかったのである。

　さらにポーションなどにも毎日少しずつ使っていたため、メイプルの所持金は五万ゴールドと少ししかなかった。

「じゃあ……今日はお金を稼ぎにいこうよ！　早く【ギルドホーム】欲しいし」

　そうしてメイプルが町の外へと歩き出そうとする。

「メイプル」

「な、何？」

　サリーがステータス画面を出しつつメイプルに近づく。

　その一部をちょんちょんと指差し、メイプルに見せる。

　サリーの所持金の欄には五が一つにゼロが六つ。

「既に用意してあるんだなぁこれが」

「す、凄いよ！　サリー凄い！」

「ふふふ……もっと褒めたまえー」

　メイプルの喜ぶ様子を見て、サリーが得意げな表情で笑みを浮かべる。

　これだけの金額を稼いだのは裏技でもなんでもなく、ただただ三日間全力でドロップアイテムを集めて売るのを繰り返しただけである。

　サリーはメイプルに褒められたあと、嬉しそうに、購入出来る家の方に向かおうと言い、メイプルもうんうんと頷うなずいてそれに賛成した。

　場所を知っているサリーの後をついていくようにしてメイプルも歩き出した。

「お金、また今度返すね？」

「うーん……別にいいよ？　そんなに必要としてないし。どうしても何か返したいなら私に合った装備品とかがいいかな？」

「……うん！　分かった、探してみる！」

「いつでもいいからね」




　町の端近くまで歩いた所でサリーが足を止める。

　中心の広場やＮＰＣの店などを利用するには不便なエリアだ。

「この辺りかな」

「結構歩いたね」

「もっといいランクの証なら町の中心の大きい【ギルドホーム】が買えるんだけど」

「手に入れてくれただけで十分十分！」

　メイプルは【ギルドホーム】の大きさなど気にしていなかった。

　メイプルの性格、思考からすればそう思うのは普通だった。




　メイプルはしばらく歩いているうちに一つの【ギルドホーム】を見つけた。歩いている途中でサリーが説明した、ギルドホームとして既に登録されている場合に扉に浮かぶ紋章もない。

「ここ……いいかも」

　人通りの無い道の奥。石造りの階段を降りた先、少しの装飾がなされた小さな木の扉。

　ひっそりと存在する、しかし見つけられないほどではない【ギルドホーム】は、ちょうどいいくらいの隠れ家的雰囲気をかもし出していた。

「確かに、メイプルが好きそう」

「ここでいい？」

「うん、いいんじゃないかな」

「いくよ？」

「おっけー！」

　メイプルに確認を取ると、サリーは【光虫の証】を取り出して扉に押し付けた。

　白い輝きが路地を埋め尽くし、扉に淡く光る紋章が浮かび扉はゆっくりと開いた。

　二人は順に【ギルドホーム】の中に入っていく。




「おー……結構広いね」

　ぱっと内装を確認したところ、落ち着いた色合いの木製の家具が中心だった。

　部屋の奥には青いパネルが壁に嵌はめ込まれており、そこに情報を入力することでギルドメンバーを登録できた。

　サリーが譲ったため、メイプルがギルドマスターである。

「これでもギルドホームの広さとかは最下級だけどね。それでもギルドメンバーは……五十人まで登録できるね」

「二階もあるけど……そんなに入る？」

「まあ、限界値だから快適ではないかもしれないけど……誰か誘ってみる？　急がないと皆他のギルドに入っちゃうよ？」

　サリーがメイプルにそう提案すると、メイプルは少し考えて、何かを思いついたようにひとつ頷いた。

「……カスミとカナデを誘ってみようかな！」

　カスミは第二回イベントの砂漠地下の洞どう窟くつを協力して脱出し、さらには偶然にも最終日をともに過ごし、二人が仲良くなったプレイヤーである。カナデもまたイベント中に、メイプルが海辺でオセロをして遊び仲良くなったプレイヤーだった。

「そう言うと思った。いいと思うよ」

　メイプルが二人にメッセージを送ると数分後に二人から返事がきた。

　結果として幸い二人ともまだギルドに所属していなかった。

　そして、メイプルの誘いに快く乗ってくれたのである。

「やった！　サリー！　ちょっと広場まで行ってくる！」

「うん、いってらっしゃい！」

　メイプルは扉を勢いよく開けて駆け出していった。




　メイプルが広場に着く。

　二人は中心にある噴水の縁に座っていたが、メイプルに気づくとそれぞれ近づいてきた。

　カナデとカスミが自己紹介をし合った所でメイプルが話し出す。

「二人ともありがとう！　嬉しいな！」

「僕も誘ってくれて嬉しいよ」

「ああ、すまないな」

　それぞれお礼を言い合って歩き始めようとした。

　その時。

「ん？　あれは……」

　メイプルがじっとその人物を見ていると、向こうもそれに気付いたようで近づいてきた。

「お、イベント振りだな」

「クロムさん！　久しぶりです」

　その人物とはクロムだった。

　クロムはメイプルがゲームを始めたばかりの頃、鍛冶師としてイズを紹介してメイプルと知り合った、第一回イベントでも好成績を残している大盾使いのプレイヤーである。メイプルは数少ない知り合いに会うことができて嬉うれしそうに笑顔を見せながら返事をする。

　メイプルとしてはクロムには雪山の頂上で会ったきりだった。

「メイプルはイベントはどうだった？　俺達の後で雪山のあれ入ったんだろ？」

　あれとはもちろん怪鳥の住処のことである。

「すっごい強かったですよー！　なんとか勝てましたけど」

　クロムとしてはメイプルが倒したのだと予想はしていたが、実際に本人の口から聞いたことで改めて驚きよう愕がくした。

　そう、『あれ』を倒したのかと。クロムは自分が戦い、ほんのわずかな時間で負けたボスを倒したメイプルの強さを再確認したのである。

「その強さならギルドにも入り放題だろうな、まぁ……条件をつけている所もあるが……」

「ギルド……そうだ！　良かったらクロムさんも私のギルドに入りませんか？　まだ予定がなければですけど」

　クロムは第二回イベントで他の人とパーティーを組んでいたため、無理だとメイプルは思っていた。

　そのためメッセージも送らなかったのだが、せっかく会えたのだからとりあえず誘ってみようと思ったのだ。

「いいのか？　メイプルがいいなら喜んで入るが……」

　クロム曰いわく、前回イベントのパーティーはその時限りのものだったとのことだ。

　つまり今の所はクロムはフリーである。

　それならばとメイプルはクロムも連れて四人で【ギルドホーム】へと向かった。

「ただいまー！」

「おかえり、あれ？　クロムさんも連れてきたんだね」

「偶然会って、入ってくれるって！」

「じゃあ全員登録しちゃおう」

　新たに入ってきた三人がそれぞれ部屋の奥にある青いパネルに入力を済ませていく。それが終わるとメイプルが口を開いた。

「えっと……じゃあ改めて、ギルドマスターのメイプルです。防御と毒攻撃には自信あります！」

　メイプルはよろしくお願いしますと頭を下げる。それぞれに得意分野があり、サリーは回避、クロムは大盾の使い方が上手く、カスミが近接、カナデは遠距離魔法とバランスも整ってきた。

「あとは……ギルドの名前を決めないとね」

「メイプルが決めてよ、ギルドマスターだし」

「私もそれがいいと思うぞ」

「そうだな、俺も賛成だ」

　四人から言われてメイプルが考える。

　しばらくしてメイプルがパネルに名前を入力した。




【楓かえでの木】




　メイプルが名付けたこのギルドは少人数のギルドとして活動していく。

　そして後に『人外魔境』や『魔界』などと呼ばれたりするようになるが、それはまだまだ先のことである。





◆□◆□◆□◆□◆






　メイプルはシロップの背中に乗ってフィールドを飛んでいた。第二回イベントで仲間にしたシロップを【巨大化】させ、空へと浮かべるのである。

　歩くよりも遥はるかに速いのだから仕方ないだろう。

「カナデ！　今日はよろしくね」

「任せといて！」

　カナデも乗っている理由は素材集めのためである。




　ギルド結成の次の日、イズが新たにギルドに加わった。イズはメイプルが【白雪】という盾を作ってもらった生産職のプレイヤーである。高い生産能力を持ち、今回メイプルのギルド加入の誘いに乗ってくれたのだった。

　今日は【ギルドホーム】内の工房に素材を溜ため込むために、鉱山へと向かっているのである。

　サリー、クロム、カスミの三人は木材と布のドロップアイテムを集めに別の場所に向かっている。

　イズは生産能力に全てを注ぎ込んでいるため戦闘はからっきしだめだ。

　攻撃スキルがほぼないため、まともに戦闘ができないとのことだ。

　その代わりに生産スキルのレベルは高い。

　武器、布製品、アクセサリー、家具。

　生産と名のつくことは何だってできるのである。




「私が護衛するから、【採掘】は頼んだ！」

「今回は【神界書庫アカシックレコード】が役に立ったからね。たまたま【採掘Ⅴ】が出たから」






【神界書庫アカシックレコード】




生産系スキル、戦闘系スキル、その他スキルからそれぞれ三つずつランダムで、合計九個のスキルを取得する。

スキルレベルは中またはⅤ固定。

使用後ゲーム内時間一日経過で取得スキルは消える。

既に取得済みのスキルは選ばれない。








　カナデは【神界書庫アカシックレコード】の効果によりたまたま【採掘Ⅴ】を持っているため今日に限って採掘ができる。そのためメイプルとともに鉱山へと向かうことになった。

　ピッケルで鉱石を掘るのである。

「鉱山にはゴーレムも出るんだよね。そっちはまかせて！」

「僕は杖つえ以外は使えないから、ほかの武器のスキルは取得しても無意味だし、戦闘ができるようになるかは運次第だけどね」

　カナデのレベルが上がり、このスキルなしでも戦えるほどの力をつけた時、このスキルは真価を発揮する。

　新たな戦略を生み出す鍵かぎになるのだ。

　カナデは毎日違うスキルを使うことができる。

　それは決め手とするスキルを自在に変えることができるということであり、対人戦においては恐ろしい効力を発揮するだろう。相手に次の手を読まれにくいことは大きなアドバンテージと言える。




「見えてきたよ！」

「よーし！　いこう！」

　途中でレアモンスターと間違われて何度か魔法や矢が飛んできたものの、その度にメイプルがプレイヤーの目の前に飛び降りて注意することで何とかなった。

　攻撃が止まったのはメイプルの注意が効いたからではなく、急に降ってきたメイプルに驚き戸惑っていたためだったが、そんなことはメイプルの知らないことだった。

「奥地まで行くから私の近くにいてね」

「了解！」

　二人は鉱山の中へと続く洞どう窟くつを進んでいく。

　カタツムリの洞窟のような綺き麗れいな水晶はないものの、所々に鉱石が露出しているので、見つけ次第カナデがピッケルを使い【採掘】する。

「どんどんいこう！」

「うん、そうしよう！」

　シロップは指輪の中に戻しているのでメイプルの守る対象はカナデだけだ。

　ゴーレムは大盾や【毒竜ヒドラ】を使い猛毒を撃ち出すまでもなく、弱い毒攻撃で倒すことが出来た。

　ゴーレムのドロップアイテムもきっちりと回収する。

　この鉱山には様々な種類の鉱石があるが、レアリティの高い鉱石はそうそう出てこない。

「鉄鉱石、灰結晶、石ころ……」

　カナデのピッケルの音が響く

　その度に鉱石が手に入るが、特筆すべき物はない。

　二人は分かれ道をどんどんと奥に進んでいき、最奥にある採掘ポイントからも採掘を終えた。

「まあ……質より量だよ量！」

　メイプルが言う。

「いや……流石にそれは……」

　カナデも流石に賛同しかねるようだった。

　鉱石ならば量より質だろう。

「あ、帰り道ってどうだっけ？　……適当に歩いても出れるかな？」

「道くらいなら全部覚えてるから大丈夫だよ？」

「おー！　やるなぁ、じゃあ……案内お願いするね」

　カナデは分かれ道の多い洞窟内を迷いなく進んでいき、二人は一度も道を間違うことなく外に出ることができた。




　一方、サリー達は森にいた。

　こちらは戦闘がメインで、ドロップアイテムを集めている。

「サリーちゃんもやばかったか……」

　クロムがボソッと呟つぶやく。

　クロムの目の前には攻撃をヒラリヒラリと躱かわすサリーがいる。木の姿のモンスターはサリーの足元から根を伸ばして攻撃をし、狼のモンスターは素早い動きで飛びかかっていく。

　今にも当たりそうなギリギリの回避に見えるが、それらはたったの一度も当たらない。

「おー……凄すごい……オーラが」

　そう呟くのはサリーだ。

　サリーの体からは青白いオーラが溢あふれ出ている。

　サリーはメイプルのためにモンスターを倒して、ドロップアイテムを売り払いゴールドを大量に用意した。

　その時にレベルが上がり、とあるスキルを手に入れた。






【剣ノ舞】




攻撃を躱す度にＳＴＲ１％上昇。

最大１００％。

ダメージを受けると上昇値は消える。








　取得条件はレベル25到達までノーダメージであることだった。

　青白いオーラはこのスキルによるものである。

　サリーを相手にする場合、倒すためには攻撃しなければならないが、攻撃すればするだけ不利になっていくという訳である。

「これでもメイプルは貫けないなぁ」

「ん……いや、メイプルのＶＩＴ値ってどれくらいなんだ？」

　それを聞いたカスミがふと疑問に思いサリーに尋ねる。

「メイプルに聞いてみたら？　多分教えてくれると思うよ？」

　そう言いつつサリーはクロムの方をチラッと見る。

　クロムの戦闘は一言で表すならば堅実といったところだろう。

　大盾できっちりと攻撃を受け止め、短刀で斬りつけることでダメージを与える。

　大盾の使い方が上手く、的確に攻撃を弾いていく。さらに、囲まれないように戦況を確認しつつ立ちまわっていた。

「あれが本来の大盾使いだぞ」

「そうだね……」

　メイプルのような派手さはないが、ＰＳプレイヤースキルは確実にメイプルを上回っていた。

　メイプルはクロムのように攻撃を大盾で受け止める必要がないため、大盾の使い方は上手くない。

　大盾よりも身体の方が硬いのだ。

　むしろ【悪食】を残すために大盾を下ろしている時の方が多い。【悪食】は触れたものを飲み込み大ダメージを与えるものの、回数制限があるためである。

「このギルドは『普通』の方が少数派だからな……」

　メイプル、サリー、カナデが異常枠。

　カスミ、クロムは普通枠だ。

　イズは生産の面で言えば異常枠に片足を突っ込みつつある。

　クロムも無事に戦闘を終えて三人で帰路につく。

「私も……このギルドにいる内に普通でなくなるのか？」

「俺も、そうなるかもな？」

「メイプル色に染まっていくかもね」

　それは素直に喜んでいいのか微妙なところだ。

　そして、今度はそれぞれが持ち帰った素材を使ってイズが力を発揮する番である。
















　二組は町の外で合流して、町の中へと入っていった。

　目立つ五人組である。

　メイプルは言わずもがな。クロムとカスミは第一回イベントの入賞者で、装備も豪華で目を引く。

　サリーを見て何人かが反射的に武器を抜こうとした。

　カナデは自身の杖であるルービックキューブを高速でガシャガシャと組んでは崩してを繰り返して暇を潰つぶしている。




　町の端に向かう五人の後をつける者がいたのも仕方ないことだろう。











二章　防御特化とクエスト。









　素材集めの翌日、メイプルは第二層の町を一人で歩き回っていた。

　他のメンバーとは時間帯が合わなかったため今日は単独行動である。

　メイプルは第二回イベントで機会を逃して、まだ第二層の町をまともに探索していないため、一人でいるうちにある程度探索してしまおうと思ったのだ。

「無理に付き合わせるのも悪いしね」

　それに、メイプルもたまには一人でのんびり探索しようと思ったのだ。

　第一目標はサリー用の装備探しである。

　続いて、自身の強化が可能なスキルや装備探しである。メイプルはまだ頭装備がないので狙うは頭装備だ。

　メイプルは見つけたＮＰＣに次々と話しかけていく。

　ただ、メイプルのステータスでは発生しないイベントもある。

　ＶＩＴ以外の数値が条件になる場合だ。

　一例としてサリーの【超加速】などがあり、その場合、鍵かぎとなるＮＰＣにメイプルが話しかけたところでイベントには繫つながらない。メイプルの極端なステータスのせいで、普通の大盾使いがこなすようなイベントはいくつもスルーされてしまっていた。

「端っこの方いってみようかな」

　中央から外れると人通りが少なくなる。

　見かける家もだいたいは【ギルドホーム】なので入ることができない。

　路地裏を歩き回っているといくつか入れる家を見つけることができたが空き家ばかりだった。




「お！　ここも入れる」

　メイプルがガチャリと扉を開ける。

　扉を開けた先。部屋は一つだけで、ボロボロのベッドに寝かされた少女が母親だろう女性に看病されているところだった。家の中には小さなテーブルと椅子が二つ。最低限の食器が置かれた食器棚などとても裕福には見えない内装だった。寝かされた少女は苦しそうに咳せきを繰り返している。

「あら？　お客さん？　ごめんなさいね」

「あっ、いえ」

「大丈夫？　……ごめんね、辛いわよね」

　メイプルはここに居づらくて仕方なかったので、こそこそと出て行こうとしたのだが、ちょうど女性が看病を終えてメイプルの方を向いた。

「あの……貴方は、騎士様ですか？」

「え？　うーん、ど、どうだろう？」

　メイプルの装備は魔法使いや剣士というよりは騎士といった方がいいかもしれない。

「騎士様！　お願いです！　娘を助けてやって下さい！　何もお返しできませんが……お願いします、どうか……どうか」

　メイプルの目の前に青色のパネルが浮き出てくる。メイプルがそれを確認するとそこには文字が浮かんでいた。




　クエスト【博愛の騎士】




　この表示の下にはＹｅｓ、Ｎｏの二つの表示があった。

　メイプルはＹｅｓを押す。

　メイプルには助けてやってくれと言われてＮｏを押すことはできなかった。

　報酬がなくても構わなかった。

「あ、ありがとうございます！　娘の薬が必要で……私一人では行けそうになくて……私が案内しますので、連れていって下さい」

「……分かった！　守ってみせるよ！」

　メイプルが胸を張ってそう言うと、女性がメイプルの近くまで来る。

　女性の頭上にはＨＰバーが浮かんでいる。適当に扱えば取り返しのつかないことになるだろう。

　ここで青いパネルが現れクエストの詳しい説明が出てくる。

　メイプルはそのうちの達成条件を見落としのないようにきっちりと読む。

　達成条件は女性を生き残らせたまま目的地にたどり着くことであり、時間制限はなかった。

「とりあえず、町の外に出ればいいのかな？」

　メイプルが町の外に出ると女性が話し始めた。

「【生命の樹】に向かいます。ここから東に真っ直ぐ行って下さい」

「分かった！」

　メイプルは指輪からシロップを呼び出すと【巨大化】させて、いつものように背に乗った。歩くよりも速いため、メイプルはシロップに乗って移動することが多くなっていたのである。

　女性はメイプルを中心とした半径二メートルの円の内部に立つように設定されていたので、メイプルがシロップの背中に乗ると、シロップの足を足場にしてジャンプして上って追いついてきた。

「本当は強かったりしない？　私よりは力ある……よね？」

「目指すは東です」

「あ、はい……【念力サイコキネシス】！」

　いつも通りシロップを浮かせると東に向かってふわふわと飛んでいった。





◆□◆□◆□◆□◆






「森が見えてきましたね。入り口があるのでそこから入って下さい」

「これは、飛んでいっちゃ駄目なのかな？」

　メイプルは森の前にシロップで下りてくるとシロップを撫なでてから指輪に戻した。

「また助けてもらうね」

　困ったときは呼ぶと指輪の中のシロップに声をかけると、メイプルは周りを確認し始めた。

「さあ、急ぎましょう！」

「うん！　ここ……でいいよね？」

　目の前には小道が続いている。

　女性もこの小道を指差しているので間違いないだろう。

　メイプルは小道を奥へ奥へと進んでいく。

【カバー】の範囲内に女性がいるため、守ることは簡単だった。

　本来は森に来るまでにも戦闘を重ねることになるのだが、メイプルは特殊な手段によってスルーできた。もちろん、シロップのことである。

「【パラライズシャウト】！」

　女性にはメイプルの攻撃は効果を発揮しないため、メイプルは囲まれても焦らずに、このスキルを発動させればいいだけだった。

「今は倒さなくてもいいもんねー」

　ただ、メイプルは通常のプレイヤーとは違いとにかく動きが遅い。

　それは襲撃される回数を増加させる。

　女性に案内されて、森の中央にくる頃には【悪食】を使い切ってしまっていた。

「えっと……水晶の盾に替えておこう」

　メイプルは第二回イベントで手に入れた、紫色に輝く結晶でできた大盾である【紫晶塊】に装備を替えて、女性の後をついていく。メイプルはこの大盾なら結晶の防壁を生み出す【水晶壁】のスキルで、女性を守ることができるかもしれないと思ったのである。

「あれです、あれが【生命の樹】です！」

　女性が駆け寄った木は周りの木と比べると半分程の大きさしかなかった。

「何か、思ってたのと違う……」

　メイプルは神秘的な光を放つ巨大樹を想像していた。

　そんなメイプルが女性の行動を見守っていると、女性がメイプルの方を振り返り話しかけてくる。

「この葉が病気に効くんですよ」

　女性は葉を数枚枝から取るとメイプルに見せる。

「へぇ……そうなんだ。私も取ってもいいのかな？」

　メイプルも取ってみようとしたが、見えない壁に阻まれて近づけなかった。

　どうやら、プレイヤーには手に入れられない、イベント限定のアイテムだったようである。

「もう大丈夫です」

「じゃあ、帰ろう！　帰りも任せてー！」

　メイプルはシロップを呼び出すとふわふわと浮き上がらせてから巨大化させた。

　森の中なためスペースがなかったのである。

「シロップー！　お願いー！」

　いつも通り咥くわえてもらうには少しシロップの位置が高すぎた。

　メイプルはしばらくどうしようか考えていたが、ついにいい案が思いついた。

　木に登る訳ではない。もちろん、ジャンプする訳でもない。

「【水晶壁】！」

　メイプルが叫ぶと足元から伸びた紫色の結晶がメイプルを勢いよく跳ね上げた。

　もちろん本来の使い方ではない。

「シロップー！」

　跳ね上がったメイプルの頭から胴体あたりまでをシロップが咥え込む。

　周りから見た時にはさぞショッキングな光景だろう。

　どう見ても空飛ぶ亀に捕食される図にしか見えない。

　そのまま背中に投げてもらいメイプルは定位置についた。

「あ……あの人どうしよう……？」

　メイプルが下にいるＮＰＣを見てみようとした時、彼女は木の上から跳躍してシロップの足に飛びついた所だった。

「えええええ!?」

「行きましょう。娘が待ってます」

「は、はい」

　メイプルは空を飛んでいく。

　その時にふと思ったことを呟つぶやく。

「絶対あの人一人でも来れるよね……」

　メイプルには女性の能力なら普通に森の奥に行けるように思えて仕方なかった。




　そうして飛んでいき森を抜けた時。

「はぁ……はぁ……守っていただきありがとうございます。あのままでは、私は死んでしまう所でした……」

「えっ!?　き、急にどうしたの!?」

　メイプルは特に何もしていない。ただ空を飛んでいただけである。

　いや、空を飛ぶこと自体が異常だったのだ。

　本来、帰り道で強力になったモンスター相手に、攻撃力に欠ける大盾装備のプレイヤーはボロボロにされるはずだった。

　女性の台詞は、それを乗り越えて初めて聞ける台詞だった。

　こんな突破の仕方となったため、不自然な台詞になってしまったのである。

「騎士様は……お優しいですね」

「えっ……と……何か、ごめんなさい」

　メイプルは何となく申し訳ない気分になって謝ったが、彼女が何か返事をすることはなかった。

　メイプルはこの空気に耐えられそうになかったため、急いで町に戻っていった。




「よし！　着いた！」

　メイプルが町の前でシロップから降り、指輪に戻す。

　目指すはこの女性の家だ。

「ありがとうございます！　私、急いで行ってきます！」

　女性は急いで走っていってしまった。

　メイプルには追いつけない速さである。

「……ゆっくり行こう」

　メイプルが辿たどり着つかなければ結局イベントは発生しないのだから、先に全てが終わってしまうということはない。ただし、一般的な大盾使いならともに走っていけるくらいである。

　しばらく歩いて、メイプルが女性の家に辿り着く。

　扉を開けると、丁度女性が少女に何かを飲ませているところであり、濃い緑色の液体が器に入っている。

　メイプルとしては、見るからに苦そうなそれは飲みたくないものだった。

　飲んだ少女も顔を顰しかめている。

「……どう？」

「けほっ、けほっ……うん……ちょっと楽になった……ゴホッ、ゴホッ」

「それでも、酷い咳せき……！　ああ！　どうしたら！」

　女性が嘆く。

　その時、メイプルの前に青いパネルが現れた。




　クエスト【博愛の騎士２】




　新たなクエストが発生した。

　当然メイプルはこれを受ける。




「騎士様！　まだ助けてくださるのですか？」

「え、うん……流石に放っておけないよ！」

　今もゴホゴホと咳をする少女は、容態が悪くなっているように見えた。

「では……【退魔の泉】に連れて行って下さい！　場所は町を出て北西です！」

「うん、分かった」

　そう言うと女性はまた先に町の外へと向かってしまった。

「ん？　……スキル取得してる」






【博愛の騎士】








　スキル名はスキル欄に確かに追加されているものの効果の説明が無い。

　あるのはスキル名だけだ。

「んー？　効果が無い？　……イベントがまだ終わってないから？」

　ならば尚更ここで投げ出す訳にはいかないと、メイプルは町の外へと向かった。




「北西ですよ！」

「おっけー。北西だね」

　メイプルはもはや当然になった、空飛ぶシロップという移動手段を使って北西へと向かう。

　町を出てすぐにシロップを空へと浮かべたのだから、目撃するプレイヤーは多い。その多くは何だあれはと驚き、噂に聞いていた者も目を丸くし、既にメイプルはそういうものだと思っている者は温かく見守っていた。

　非日常に出会い続けるうちにそれは日常の一部となる。

　プレイヤー達が、ああ今日もメイプルが飛んでいるなぁ、などと思うようになる日もそう遠くないかもしれない。




「２では終わらないよね……３もあるよね……」

　メイプルが呟く。

　メイプルは２というナンバリングで終わるのは中途半端過ぎるためないと思ったのである。

　クエストの内容も前回と大して変わっていないため、メイプルは今回で終わりそうにないと感じていた。そうして戦闘を避けて次はどうするかと考えていたメイプルは大事なことに気がついた。

「あっ!?　【悪食】回復してない！」

　メイプルはシロップの背中の上で気付くことができた。

　戦闘になってからでは危なかったかもしれない。

「うーん……敵が強そうだったら引き返すしかないかなぁ……」

　女性を死なせてしまっては意味がないのである。

　メイプルはとりあえず泉の辺りを上空から探索して、様子を見てから考えることにして指示された方向へと進んだ。
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　メイプルは眼下に泉を捉とらえていた。

　今回は女性が何も言わなかったため、そのまま真上までやってきたのだ。

　ゴツゴツとした岩が突き立っている場所の奥地にその泉はあった。

「とりあえず、近場に降りよう」

　泉の近くにシロップを降ろすと指輪に戻して、女性と共に泉に向かう。

　泉の周りはモンスターが出ないようで、何事もなく泉に辿り着けた。メイプルは何か出てくるかと周りを警戒していたが、そんなことをしているうちに女性は泉の水を汲くみ終わりメイプルの方を振り返った。

「騎士様！　ありがとうございます！」

　女性が頭を下げるとメイプルは困ったような表情をした。

「いや、本当に特に何もしてない……」

「急いで帰りましょう！」

「あ、うん。そうだね」

　メイプルはシロップから降りた場所に戻ると再びシロップを呼び出し宙に浮き上がった。

「な、何もない？　本当に？」

　メイプルは結局何一つ苦労することなく町まで戻ってきたのである。




　無事に町まで戻ると、同じように家まで帰った女性は少女にその水を与えた。

　メイプルはその光景をじっと見守る。

「どう？」

「だ、大丈夫……心配しないで……」

　少女はそう言うものの、顔色は悪く体は僅わずかに震えている。

　大丈夫そうには見えなかった。

　まだクリアとはいかないようで、メイプルの前に次のモニターが現れる。




　クエスト【博愛の騎士３】




「そうだよね。そうだと思った」

　メイプルの予想通り次のクエストが発生する。

　メイプルはスキル【博愛の騎士】を確認してみるものの、スキルは相変わらず名前しか表示されていない。

　メイプルは先程と同じようにそのクエストを受けることにした。

「騎士様！　ありがとうございます！」

「ここまできたら最後まで任せて！」

「遥はるか遠くに巨大な町があり、その辺りには、はめるだけで体を癒す指輪があるとの噂を聞いたことがあります……不確定な情報で申し訳ないのですが、それを持ってきていただけますか？」

「巨大な……町？　もしかして第一層の町のこと？」

　メイプルがこのゲームを始めた時に最初にいた町。

　メイプルには巨大な町はそれしか思いつかなかった。

「ってことは……指輪ってもしかして……」

　メイプルはインベントリから一つの指輪を取り出す。

　メイプルが最初期に手に入れたレアドロップ品である【フォレストクインビーの指輪】だ。

「騎士様！　持ってきて下さったのですね！　ああ、何とお礼を言っていいか……」

「あ……こ、これでいいの？　本当？」

　メイプルは最近は装備していなかったその指輪を女性に譲る。

　指輪はレアドロップだが、二度と手に入らない訳ではない。

　メイプルは装備品は今のままで十分だと思っていたのもあり、指輪を渡すことにした。

「今はめてあげるわ……」

　女性がメイプルから受け取った指輪を少女にはめる。

　それと同時にメイプルにクエストクリアの通知が来たため、これで正しかったことが証明された。

　指輪をはめると少女の咳はすうっと治まっていき顔色も少し良くなった。メイプルにも分かるくらいに少女の調子は良くなっていた。

「これで大丈夫かな？」

　メイプルは安心したようにほっと息を吐いた。

　しかし、少しすると少女は突然顔を歪ゆがめて今まで以上に苦しみ始めたのである。それを見てメイプルも不安そうに少女に近づく。




「う、ぐっ……ガ、」

「……大丈夫？　……苦しいの？」

「ぐっ……！」

　少女は苦痛で歪んだ顔をしていたが、急にベッドから飛び起きると扉を乱暴に開けて外に向かって走り出した。

「ま、待って！」

　女性もそれを追いかけていく。

　取り残されたメイプルの目の前に新たなクエスト発生の通知が浮かび上がる。




　クエスト【博愛の騎士４】




　メイプルは当然それを受ける。

「とりあえず……町の外に！」

　メイプルは出来るだけ急いで町の外へと向かった。




「いた！」

　町の外に出ると座り込んでいる女性の姿が目に入った。

　メイプルが近寄ると女性は話し始める。

「ううっ……騎士様……！　娘が……」

「どこに行ったの？　無事!?」

「娘は【常闇の神殿】に向かうと……あそこは危険なのに……！」

「……私が連れ戻すよ！」

「案内します……！　娘を放っておけませんから……」

　メイプルとしては守りきれるか分からない以上、一人で行きたい所だったが、置いていくことはできないようなので仕方なく連れていくことになった。




　メイプルはシロップに乗り、女性の案内に従って泉を越えて、さらに北西に進んだ場所まで来た。

　そこには所々崩れている古びた神殿があった。間違いなくこれが【常闇の神殿】だろうとメイプルは警戒する。

　メイプルは周りを確認しつつシロップを指輪に戻すと、神殿の中に入っていく。

　壁と天井に囲まれた広間が一つあるだけの簡素な造りのその最奥に少女は倒れていた。

　女性が駆け寄ろうとするが、その前に少女の体から漆黒の霧が噴き出る。

　それはみるみるうちに人型の大きさになると、そのまま凝固し、一切のパーツのない顔に鋭く大きい爪を持つ化物となった。化物はそのまま少女の体から離れて、女性に向かって襲いかかってきた。

「【カバームーブ】！　【カバー】！」

　女性に対して【カバームーブ】や【カバー】が出来ることは一回目のクエストで確認してあった。

　メイプルは二人の間に割り込むとその攻撃を大盾で受け止める。




「……！　【悪食】がっ……！」

　メイプルはポンポンと勢いよくクエストが進んだせいで【悪食】が回復していないことを忘れてしまっていた。

　攻撃が防がれたことを確認した化物はメイプルと距離を取る。

「【毒竜ヒドラ】の使いどころは考えないと……」

「グギ……ガガガガ」

「……あれは、良くないものだよね」

　メイプルは、口がないにも拘わらず不気味な声を上げる人型をモンスターとみなした。

「ギギギ……！」

「【カバー】！」

　飛びかかってくる動きは単調で、メイプルの技術でもしっかりと受け止めることが出来た。

　ただ、メイプルは攻撃手段が限られている。外すわけにはいかないため、慎重にタイミングを見計らう。

　そのため、当然戦闘が長期化する。

　そうしてしばらくメイプルが耐久していると、人型が急に頭を抱えて蹲うずくまり叫び始めた。

「グガアアアアッあアぁあア!!」

　顔のパーツが無いため表情は存在しないが、痛みに苦しんでいるかのようだった。

　化物の腕が変形し爪が一つにまとまって、槍やりの様に尖とがっていく。

「っ！　【カバー】」

　女性に襲いかかる人型から守るために咄とつ嗟さにかばったものの、尖った両腕での攻撃は見た目通り防御力貫通攻撃だった。

「くっ……う！」

　メイプルの技術では、両腕の攻撃をどちらも大盾で弾くのは不可能だった。

　メイプルのＨＰがガリガリと削られていくが、メイプルは【カバー】を止める訳にはいかなかった。

　女性が受ければ無事でいられないことは明白だったためである。

　メイプルがさらに何度か攻撃をまともに受けて、辛そうに盾に身を隠す。




「グガアアアアッ！　ガガ……グガ……」

「え……？」

　痛みに顔をしかめるメイプルを一心不乱に攻撃していた化物が、急に攻撃を止めるとメイプルから距離を取った。メイプルはポーションを急いで取り出しながら警戒を続ける。

「グギ……ググ……」

　頭を抱えて地面に蹲った人型は次第にぼやけていき、遂には消えてしまった。

「た、助かった……？」

　メイプルのＨＰバーは残り二割程になっていた。一発逆転のカウンターを狙っていたのだが、あのままでは危なかっただろう。

「きっと……【退魔の聖水】が効いたんですよ」

　守っていた女性がメイプルに言う。

「それって……さっきの泉の……？」

「娘には……悪魔が取とり憑ついていたのかもしれません」




　女性の言う通り、メイプルが攻撃せずとも倒せたのは【博愛の騎士２】を無事にクリアしていたためである。

　あのクエストは一度も女性またはプレイヤーが死亡せずに持ち帰ることができれば成功となり、一度死亡すれば失敗となるのだ。

　ただ、どちらでもクエストは次の段階に移る。

　しかし、泉のクエストをクリアせずに大盾装備のプレイヤーが人型と戦うのは厳しいものがある。

「あ……クエストクリアだ……」

　どうしようかと思っていた矢先にクリアの表示が出てしまいメイプルは意外そうな表情を見せる。

　今のクエストをクリアしたものの新たなクエストは発生していない。

　スキルもそのままである。

「娘の元に行きましょう！」

「あ、うん。そうだね！」

　メイプルと女性が少女の元に駆け寄り状態を確認する。

　少女は死んでいるかのように眠っていた。起こそうと揺さぶっても全く反応しない。

「とりあえず……家に連れて帰ります」

　そう言うと女性は少女をおぶって神殿から出ていった。

　それと同時にメイプルの前に青いパネルが現れる。




　クエスト【博愛の騎士５】発生。また、エクストラクエスト【身捧ささぐ慈愛】が発生しました。

　どちらかのルートを選択して下さい。




「んん？」

　予想外の事態にメイプルは首を捻ひねった。
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　メイプルがクエストをクリアしている頃。運営陣はいつもの業務をこなしていた。

　そんな時とあるモニターを見ていた者から声が上がる。

「【身捧ぐ慈愛】のクエストが発生しました！」

「お、やるな。あれは母親へのダメージをかなり抑えないと発生しなかったはずだが、いったい誰が……」

　そこまで言ったところであることに思い至ったのか男は額に手を当てて顔をしかめた。

「はい、メイプルです……空を、飛んでいきました」

　メイプルだと確認した男がそう報告すると、聞かされた方は一つ大きくため息を吐いた。ステージがどうなったのか察したのである。

「……まあ、そうだな。とりあえずこれは仕方ない。まだ大丈夫だ、問題ないはずだ」

「まずは三層ですね」

「ああ、空のことを考えろ。【身捧ぐ慈愛】がメイプルにいく分には分かりやすいさ！」

「『要よう塞さい』が『巨大要塞』になる程度ですもんね」

「ああそうだ！　問題あるか？」

「いえ、大丈夫です！」

「そうだよな」

「はい」

「「ははは……」」

　二人は顔を見合わせて乾いた笑いをこぼす。そして次第にその笑いは小さくなっていった。

「まずいな！」

「ですね！　どうしましょう！」

　そうして既に空を飛んでいることが多くのプレイヤーに知れ渡っている浮遊要塞をどうするか頭を抱えたのである。
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　メイプルはエクストラクエストのルートを選ぶと、神殿から出て女性の姿を探した。

　しかし、女性はどこにも見当たらなかった。

「先に帰ったっぽい……？」

　しばらく神殿の周りを探索した後で、メイプルもシロップに乗って町へと帰っていった。




　町に着いたメイプルは真っ先に女性の家に向かった。

「……どうなってるかな？」

　メイプルが女性の家の扉を静かに開く。

　少女は眠っているように見えた。

　今までの苦しそうな表情は消えて、穏やかな顔だった。

「騎士様……娘が……娘が起きないんです……」

　女性は目の前の出来事が信じられないというように震える声でこぼした。

　メイプルが少女に近寄って様子を見てみると、少女は息をしていなかったのである。

「えっ……う、噓？　あれ？」

「私は……娘のために林りん檎ごを買ってきますね……娘は林檎が好きだから……」

　女性はそう言うとフラフラとした足取りで外へと出ていった。

　現状を受け入れられていない様子で、正常な状態には見えなかった。

「え……えっ!?　く、クエスト進んでたよね!?」

　メイプルは現在受けているクエストを確認していたが、少しして少女の体が薄く光り輝き始めたことに気付いた。

　メイプルが少女に近づいて真横に立つ。

　何が起こっているのかと、観察していたメイプルはある事に気付いた。

「光が……文字に？」

　少女から溢あふれる黄色い光は空中に文字を形作った。

「三日後……【朽ち果てた教会】？」

　メイプルがその文字に目を通して少しすると少女から溢れる光は薄れて消えていった。

「そこに行けばいいのかな……？　でも、どこだろう……この町にはそんな教会はなかったはずだし、町の外かな？　図書館があったし……そこで調べてみようかな？」

　帰ってきた女性と入れ替わるようにしてメイプルは外へと出ていった。




　メイプルは予定通りに図書館にやってきていた。

「さてと……地図とかあるよね？」

　メイプルは第二層の地図が書かれた本を探す。ステータスなどが確認できるパネルにもマップはあるものの、ある程度の地形と現在地、名前の付けられている特殊なエリアの一部が載っているだけでその中に【朽ち果てた教会】はなかったのである。

　いくつか見つけたものの、詳しく書かれたものはなかった。

　せいぜい、地形が読み取れる程度だ。

「うーん……思ってたのと違う……」

　メイプルにはまだ時間があるため、今日のところはここでゲームを止めることにして調べ物を切り上げた。




　翌日。

　メイプルは調べ物を終えて図書館から出てきた。

「歴史の棚にあったかぁ……見逃してたなぁ……」

　メイプルはこのゲーム内の歴史について記されている本の隅に、小さく教会について書かれているのを発見したのだ。

「えっと、今日からだと二日後！　よし……何があるか分からないし、ポーションも多めに買っておこうかな」




　そうして準備を整えたメイプルは当日、忘れずに教会に向かった。今回もまたシロップに乗って空をふわふわと飛んでいる状態である。

「シロップのお陰で快適だよ！」

　シロップを褒めつつ南へと向かう。

　南に広がる森の入り口でシロップから降りると森の中へと入っていく。

「守る人がいなければ余裕だね」

　時折現れるモンスターが鎧よろいに体当たりをしてガシャンガシャンと音を立てる。

　それらはメイプルにダメージを与えることはできなかった。

　メイプルにとってはいないのと何ら変わらない。

　ただ、メイプルはシロップを使わなければ信じられない程移動速度が遅いため、森の入り口から教会に着くまでに二時間程かかってしまった。




「はぁ……最近は歩いてなかったからなぁ……」

　快適さの差に疲労したメイプルは、たまには歩いて探索しようと思ったくらいである。

　そんなメイプルだったが、ついにボロボロの教会にたどり着いた。

「よし、入ろう！」

　扉は既に外れてなくなってしまっており、内装も蔦つたや草木に侵食されてしまっている。

　メイプルは長椅子の並ぶ聖堂の中央を歩いていく。

　正面の壁には傾いた大きな十字架があり、古びてもなお存在感を放っている。

　メイプルはその真下の床にキラキラと輝く何かが落ちていることに気づいた。

「これ……？」

　光の正体は輝く気体の入った小瓶だった。

　メイプルはその小瓶の情報を見てみる。






『大天使の欠片』








「な、何だか凄すごそう……」

　メイプルはそれを大事にインベントリにしまいこむと、他に何もないことを丁寧に確認して、できる限り急いで少女の元に向かった。




　メイプルがそっと女性の家の扉を開けて中に入ると、母親が反応して話しかけてくる。

「騎士様……どうかしましたか？」

「ちょっと試したいことがあって」

　メイプルは眠っている少女の真横に立つと、インベントリから小瓶を取り出して蓋ふたを開けた。

　その瞬間、少女の体が眩まばゆく輝き始める。

「うわっ!?」

「騎士様！　どうかしましたか!?」

　母親は驚くメイプルの方を見て何があったのかと慌てた様子を見せる。

「え、み、見えてないの!?」

　少女から溢れる輝きは、以前文字を形作った時と同様に、今度は美しい女性の姿を形作ったのだ。

　メイプルが現れた女性をじっと見つめていると、彼女は話し始めた。

「ありがとう。この子の命を奪ってしまうところでした」

「は、はぁ……そ、そうでしたか」

「貴方には、私の力の一部を……これで私も帰ることが出来ます……」

　その言葉を最後に光は天に昇って消えていってしまった。

　それと同時に少女がむくりと起き上がる。

「あれ……お母さん……？」

「あ、あ……ああっ！」

　女性が少女を抱き締める。

　少女は状況が飲み込めていないようだった。

「一件落着……なのかな？」

　メイプルとしてはよく分からない終わり方だったが、クエストクリアの表示が出ていたため納得しておいた。




　メイプルはそっと外に出て手に入れたスキルを確認した。

「【身捧ささぐ慈愛】……うわっ……何これ」

　メイプルがスキルの詳細を確認しながら呟つぶやく。

　そして、何か思いついたのかギルドホームに向かって走り出した。




「イズさん！」

「……どうしたの？　そんなに急いで」

「装備を一式作って欲しいんですけど……できますか？」

「まあ……できなくはないけど、どんな装備がいいか知りたいところね……何かあったんじゃないの？」

「……私もよく分かってないので、ちょっとついてきてくれませんか？」

「本当……何があったの……？」

　メイプルはイズを連れてフィールドへと向かい、そこでメイプルは新しいスキルを使用した。




　その日から五日間。

　イズはログインしている時は工房で装備について考え、納得いくまで試作品を作り続けた。

「違う……『アレ』に合う装備はこんなのじゃない……！」

　そんなイズの声が工房に響いていた。





◆□◆□◆□◆□◆






　メイプルがイズに装備一式を頼んでから五日が過ぎた。

　メイプルがログインしてギルドホームに現れたのと同時、イズが工房から出てきた。

「メイプルちゃんの装備……完成したわ」

「本当ですか！」

「ええ、今見せてあげる」

　そう言ってイズがインベントリから取り出したのは、真っ白い全身鎧に大盾に短刀、そして、白銀のティアラだった。

　全ての装備に青い宝石がアクセントとして数箇所付けられている。

　イメージとしては、ティアラを除けば聖騎士といった感じである。

「本当に騎士様になっちゃった？」

　メイプルは、一式を装備すると装備の能力を確認する。






『大天使のティアラ・Ⅹ』




【ＨＰ＋２５０】




『大天使の白盾・Ⅸ』




【ＨＰ＋３００】




『大天使の聖刀・Ⅷ』




【ＨＰ＋２００】




『大天使の聖鎧・Ⅸ』




【ＨＰ＋３５０】








「この……ⅩとかⅨとかの数値は……？」

　メイプルが呟く。

「それは【鍛冶かじ】スキルで生産した装備にだけ出来る【強化】でついた数字ね。【鍛冶】の装備にはイベントの装備と違ってスキルは付けられないから、その代わりの利点よ」

「なるほど……」

「【強化】の成功率は【鍛冶】スキルのレベルで変わるけど……最大値のⅩに到達するのはかなり運が絡むわ、素材と代金はまたそのうちにね。強くなってくれればできることも増えるもの」

「はい！　でも、すぐ用意しますね！」

　メイプルは嬉うれしそうに言う。

　イズはほぼ妥協なしの最高級の装備を作り上げた。

　その後にボソッとクロムに作った装備より二段階は強いとこぼしたが、自分の装備を確認することに夢中なメイプルは気づかなかった。

　メイプルが装備を確認している内に、残りのギルドメンバー四人もギルドホームにやってきた。

「ん？　……おお！　それがイズの作ってた装備か。いいな、似合ってる。俺も新しい装備が欲しくなるな……」

「メイプルが装備を欲しがるとか、何があったか聞くのが怖い……」

「ああ、そうだな……今までの装備でも不足するのだろう？」

「メイプル、白も似合ってるよ！」

　クロム、サリー、カスミ、カナデが口々に話す。

「じゃあ……私が装備を作って貰もらった理由を説明するのを兼ねて、戦闘しにいかない？」

　それで何があったか分かるのならと全員が了承した。

　イズもその装備での『アレ』を見たいからとついていくことにした。




「この辺でいいかな？」

　メイプルはシロップに全員を乗せて飛んでいくと、モンスターが群れで発生することの多い地帯に降りた。

「じゃあ……いくよ！　【身捧ぐ慈愛】！」

　メイプルの体から赤いダメージエフェクトが弾ける。

　それが消えると同時、メイプルを中心として半径十メートルの範囲の地面が薄うつすらと輝く。

　それだけではない。

　メイプルの背中からは二つの真っ白い翼が伸び、頭の上には白く輝く輪が浮かんでいる。

　その髪は綺き麗れいな金に変わり、瞳ひとみは深い青色になった。

「「「「えっ……？」」」」

「私も最初はそう反応したわ」

「あはは……見た目変わっちゃうんだよねー……ああ、モンスターきちゃう」

　四人は一瞬思考が止まりかけたが、メイプルなら何だってありえると、思考を切り替えた。

　随分とメイプルに慣れたといえる。




「みんなー！　攻撃受けても大丈夫だよ！」

「私が受けるわ……皆はまだ分からないだろうしね……」

　イズがモンスターの前に自ら歩み出るとその攻撃を胴体に受けた。

　しかし、イズのＨＰバーは全く動かない。

「は？　どういうことだ？」

「メイプルちゃんのスキルよ……この光るエリアの中にいるパーティーメンバー全員に常に【カバー】が働く……らしいわ」

「最初にＨＰを一定値もっていかれちゃうけどね」




【身捧ぐ慈愛】は【毒竜ヒドラ】と同じ、いくつものスキルが内包されたスキルである。

　その内、今回使ったものは範囲内の味方に常に【カバー】が発動するといったものである。つまり【楓かえでの木】の誰かを倒すためにはまずメイプルを倒さなくてはならないということだ。

　そして【毒竜ヒドラ】が【パラライズシャウト】を含んでいるように、【身捧ぐ慈愛】にはまだ見せていない力があるのだ。

　ただ、その全てがＨＰコストを支払わなければならないものだった。

　メイプルの以前の装備では、そのスキル全てを運用するためのＨＰが足りなかった。そのためイズに装備を作ってもらったのである。

　実はこの【身捧ぐ慈愛】は、【博愛の騎士】の完全上位互換である。

　エクストラクエストは伊達だてではない。




「……つまり、全員がメイプルと同じ防御力になっているようなものってこと……か、うわぁ……」

　このエリア内にいる限り、メイプルを倒さなければ他のメンバーを倒すことが出来ない。

　だが、メイプルを倒すということの難しさは相当である。

　全員に貫通攻撃を繰り出さなければ勝負にすらならない。

　しかも、ちゃんと誰かに当てなければならないという鬼畜仕様だ。

　サリーには当たるわけはなく、クロムも大盾で弾くだろう、カスミも回避力がある。

　戦闘員なら当たるとしたらカナデくらいだ。




「でも、メイプルは装備を変えてるでしょ？　僕らへの攻撃を無効化できる程の防御力が無くなってたり……しない？」

「大丈夫！　何も装備してなくてもＶＩＴは１０００を超えてるから！」

「「ははっ……１０００？」」

　それはもう笑ってしまうほど、おかしいだろうと思ったカスミとクロムだった。

　二人はもういっそ、考えることを放棄してしまうことにした。




　シロップに乗って帰る途中、クロムが話し始めた。

「俺、掲示板でメイプルとサリーのこと話題にしてたんだが、止めた方がいいか？」

「うーん……私は別にいいかな。クロムさんに教えたことは知られてもいいことだし」

「私もサリーと同じ。だってさ……」

「「知られたところでやることは変わらないからね」」

　クロムが今知っていることを掲示板に流したとして、サリーの回避力は落ちないし、メイプルの防御力は下がらない。

　クロムはスキルの取得方法は知らないため、肝心な部分は書けない。

　二人にとってはたいした問題ではなかった。










１２６名前：名無しの大盾使い

やあ




１２７名前：名無しの槍使い

おう

メイプルちゃんのギルドに入るとは……

憎い！　羨うらやましい！




１２８名前：名無しの大剣使い

いいよなぁ

サリーちゃんに接触してみてくれと頼んだがそれ以上とか




１２９名前：名無しの弓使い

情報をくれ

何かしらあるだろ

でも話しちゃ駄目なことまでは求めないぞ




１３０名前：名無しの槍使い

身内になったら情報出しにくいよなぁ

出せる範囲で頼む




１３１名前：名無しの魔法使い

頼んだ




１３２名前：名無しの大盾使い

分かった

まずサリーちゃんのことからな




サリーちゃんは噂通りすごい避ける

実際に見た感じスキルは使ってないと思ったぞ

何かあるかもしれないがな

モンスターと結構戦闘したがダメージを受けている所は見られなかった

あと何かオーラが追加されてた




１３３名前：名無しの弓使い

やっぱイベントのあれはサリーちゃんだろうな

あの第二回イベの青い服の避けるやつ




１３４名前：名無しの大剣使い

しかも進化してるぞ

オーラって




１３５名前：名無しの槍使い

ふむ

サリーちゃんも正体不明のスキルを持ってそうではあるな

メイプルちゃんほどではないが




１３６名前：名無しの大盾使い

次はメイプルちゃんのことな

ここ数日メイプルちゃんは一人でどこかに行ってたんだ




帰ってきたメイプルちゃんは




１３７名前：名無しの大剣使い

焦らすね




１３８名前：名無しの槍使い

はよ




１３９名前：名無しの魔法使い

何だ何があった？




１４０名前：名無しの大盾使い




天使だった




１４１名前：名無しの弓使い

メイプルちゃんが天使とか知ってる




１４２名前：名無しの魔法使い

今さらだな




１４３名前：名無しの大剣使い

メイプルちゃんはいつだって天使だろ？




１４４名前：名無しの槍使い

当たり前だろ




１４５名前：名無しの大盾使い

いやまあそうだが




言い直すわ




メイプルちゃんは天使の輪と翼を出現させて金髪青目になるスキルを手に入れて帰ってきた




１４６名前：名無しの槍使い

えっ




１４７名前：名無しの魔法使い

目を離すとすぐそういうことになる




１４８名前：名無しの大剣使い

何で？　どこにそんなスキルあった？




１４９名前：名無しの大盾使い

俺も知らん




スキル名は【身捧ささぐ慈愛】

範囲内のパーティーメンバーを常に【カバー】するスキルらしい




メイプルちゃんがこれを使うとな




範囲内のパーティーメンバーはほぼ不死身状態になる




１５０名前：名無しの大剣使い

ついに第二形態を手に入れたのか

ラスボスになればいいんじゃないかな？




１５１名前：名無しの槍使い

地獄絵図すら生温い




目を離すとな

そのうちあれだ

第三形態を手に入れて帰ってくるぞ

絶対




１５２名前：名無しの大盾使い

しかもメイプルちゃんは装備を全て外してもＶＩＴが１０００を超えていることが判明した




１５３名前：名無しの弓使い

もう意味わからん




１５４名前：名無しの槍使い

装備無しで１０００は異常

体が鋼鉄で出来てるのかな？

オリハルコンかな？




１５５名前：名無しの大剣使い

でもメイプルちゃんって始めてからそんなに経ってないよな

メイプルちゃんの噂が出たのは二層にも入ってない時だったし




これ一層に何かあるぞ




１５６名前：名無しの大盾使い

それは俺も思ったが

なら第二第三のメイプルちゃんが現れてもいいと思うんだよなぁ




１５７名前：名無しの魔法使い

それなんだよ




メイプルちゃんしかできない理由が何なのかが分からない










　この後も全員で考えていたものの、メイプルのスキル取得方法に思い至ることはなかった。











三章　防御特化と手助け。









　メイプルが天使の姿と圧倒的な力をギルドメンバーに見せた翌日。

　ギルドホームに入ってすぐの広間でクロムとイズが話していた。

「本当メイプルはどんどん強くなるな」

「そうね。見ていて飽きないわ」

「ただ……あれだよな……」

「ん？」

「俺、メイプルの劣化版だよな!?」

「…………まあ、そうね」

　クロムは火力、防御力、どちらをとってもメイプル以下であることは事実だ。

　ただ一つ上回る物があるとすればＰＳプレイヤースキルくらいである。

「俺はこのギルドでの存在意義を獲得しなければならない……！」

「まあ、そう思うのも無理ないわね」

　二人が話しているとギルドホームの扉を開けてメイプルが入ってくる。

「噂をすればってね」

「何か話してたんですか？」

「うん、まあちょっとね」

「俺もメイプルみたいに強力なスキルを身につけたいと思ってな」

　クロムがメイプルとは違ったスキルを身につけたいと付け加えて言うと、メイプルは笑顔で応援する。

　クロムがメイプルに強力なスキルを手に入れるコツを聞いてみたものの、メイプルは適当に探索していたら手に入ったものが多いと答えたため、あまり参考にはならなかった。

「うーん……今日はちょっと手伝えないですけど……そうだ！　シロップを貸しますよ！　ちょっとでも力になれれば……」

　メイプルはそう言うと青いパネルを操作して指輪を外すと、インベントリから取り出した指輪をクロムに手渡した。

「いや……いいのか？　大事な装備だろ。俺がそのまま返さなかったら？」

「そんなことするんですか？」

「いや、俺はそんなことは絶対しない」

　クロムが強く否定する。

　クロムはそんなことをするつもりは全くなかった。

「じゃあ大丈夫です！」

　メイプルは満面の笑みでそう言う。

　クロムはメイプルに、ギルドメンバーでも大事なものは簡単に渡さない方がいいということを繰り返し言った。

　しかしメイプルがどうしてもクロムさんの手助けをしたいと言うので、この場を収めるために渋々指輪を受け取ってギルドホームを出た。




　フィールドを歩くクロムは先程のメイプルのことを考えていた。

「後でサリーちゃんにも注意してもらうか……」

　クロムとしてはここまで信用されているのは嬉うれしいことだが、少し信用し過ぎな気がしていたのだ。

「……悪い奴に引っかからないようにしてやらないとな」

　メイプルはゲームを楽しんでいるが、経験はまだまだ浅い。

　メイプルが知らない楽しいことも、悲しいこともまだまだあるのである。

　悪いプレイヤーがいることも、実感してはいない。

　メイプルの経験の浅さにつけ込むようなプレイヤーを近づけないようにするのは、メイプルには出来ず、クロムに出来る数少ないことの一つだった。

「楽しくゲームをさせてあげたいしな」

　クロムはフィールドを西へ西へと進んでいく。




「まあ、借りたからにはありがたく使わせて貰もらおう。メイプルちゃんにも悪いしな」

　クロムはシロップを呼び出すと巨大化はさせずにそのまま共に歩いた。

　メイプルとは違い空を飛ばせることが出来ないため、巨大化させる必要はあまりないと感じたためだ。

「おっ……またモンスターか」

　クロムは短刀を引き抜くと大盾を構えて立つ。

　現れたモンスターは猪型が三体である。

　それに対し、クロムの大盾は一つだ。

　当然、同時に攻撃されれば攻撃をその身に受けることとなる。

「ぐっ……メイプルちゃんならノーダメだろうがなっ！」

　体当たりしてきたモンスターを斬りつけてバックステップで逃げる。

　赤いエフェクトが舞い散る。

　猪に追撃されるも、大盾で弾き返す。

「【刺突】！」

　クロムはスキルを発動し、鋭い突きを放つ。

　短刀は大盾で弾かれたモンスターにヒットしそのＨＰを奪いきった。

　また、こうしている間にクロムのＨＰバーは徐々に回復していく。

　クロムが攻め手に欠ける大盾でありながら、第一回イベントで九位になったのは偶然ではない。

　クロムも一つだけ普通のプレイヤーが持っていないスキルを持っていた。






【バトルヒーリング】




戦闘中、十秒ごとにＨＰが１％回復する。








　このスキルと高い防御力でしぶとく戦いクロムは九位になったのだ。

　メイプルを基準とすればクロムは弱く見えるが、一般的なプレイヤーを基準とすればクロムもまた強者なのだ。

　第一回イベントの十位までのプレイヤーは皆何かしらの強スキルを持っている。

　メイプルのスキルがその中でも格段にぶっ飛んでいたため、メイプルが目立つこととなったのである。

　クロムはシロップにも攻撃させて経験値を分け与えるとまた西へ西へと進んでいった。




　クロムは西の荒地に辿たどり着ついた。

「この辺りはまだ探索してないから、ここからいくか」

　クロムが荒地の探索を続けていると、古びた小さな墓を見つけた。

　特殊なものが出てきた時、どのプレイヤーもそれを調べてみるだろう。

　クロムも例外ではなかった。

　そうして墓に近づいていったクロムは、墓の一歩手前で急に地面が無くなったことに対応出来ず地下へと落ちていった。




　地下でクロムが起き上がる。

　目の前には奥へと伸びる穴が見える。

「は……？　隠しダンジョンか何かか？」

　クロムが辺りを見回すとシロップもちゃんとついてきていた。

「本当……メイプルちゃんには何か憑いてるんじゃないのか？」

　クロムはメイプルが絡むと変なことが起こるような気がしてきていた。

　ただ、実際のところここに入れたのはメイプルの謎の影響ではなく、クロムのやってきたことの影響なのだ。

　サリーやメイプル、カスミにカナデ、イズだって個性的な何かを持っている。

　クロムにも、クロムにしかないものがあった。

　それは、圧倒的な死亡回数。

　不遇とされた大盾を選び使いこなせるようになるまでに、低火力のためモンスターを処理出来ずに囲まれて何度も死亡した。

　大盾の扱いが上手くなるのは遅かった。

　その分死亡回数も増えた。

　それでもクロムは鍛錬を重ねた。

　足りない才能は時間と努力でカバーした。

【バトルヒーリング】も死に続ける中で偶然手に入れたものだった。

　どのスキルも、どの技術も、死と共に身につけてきたのだ。

　このダンジョンの名は【亡者の墓】。

　メイプルでは、サリーでは、このダンジョンには入ることが出来ない。

　このダンジョンに入る資格があるのは、千回を越える死亡と生き返りを体験したクロムのようなプレイヤーだけなのだ。





◆□◆□◆□◆□◆






　クロムは穴を奥へ奥へと進んでいく。

　シロップも横を歩いてついてくる。

「奥を確認してくるか。別に一回程度死んでも構わないしな」

　デスペナルティとして、溜たまっていた経験値の減少と一部スキルの習熟度ダウンがあるが、それを今まで乗り越え続けてきたクロムとしてはそこまで恐れるものではなかった。

　クロムは周りの壁を観察する。今にも崩れてきそうにボロボロで穴だらけだ。

　どうやら、人工的に作られた穴ではなさそうだった。

「墓の下となると、アンデッド系か？」

　クロムはそう予想する。

　その予想は見事に当たり、少し進んだ所にある広めの空間に入った瞬間に地面から次々とスケルトンが這はい出してきた。

　ボロボロの槍やりや錆さびた剣を持っているが強そうには見えない。

　雑魚モンスターの物量作戦である。

　クロムはシロップも攻撃に参加させることで負担を減らし、無事に全てのスケルトンを倒した。

「お、シロップのレベルが上がったか」

　クロムはＨＰの減ったシロップにポーションを与えると、シロップが新たに取得したスキルを確認する。

「【カバー】を覚えたのか、ふむ。大盾とスキル構成が似てるな」

　メイプルは普段はシロップをあまり戦闘に関わらせていないため、今まではそこまでレベルが上がっていなかった。

　クロムと行動することによって、レベルが上がりやすくなった。

　メイプルに返す頃には新たなスキルも覚えて強くなっているだろう。

「貸してもらったお礼にレベリングしてやるか」

　クロムはシロップのサポートに徹して奥へと進んでいく。

　道中のモンスターをシロップに倒させることによって、シロップはぐんぐん成長していく。




「ん？　また、スキルを覚えてるな」

　クロムが何度かの戦闘後にシロップを確認するとまた新たなスキルを二つ覚えていた。






【大自然】




地面を隆起させたり蔓つるや樹木を生成することで攻撃と防御が可能。










【精霊砲】




【巨大化】時にのみ使用可能。

正面に向けての遠距離攻撃。








「これはもう俺より強いかもしれん。ああ……俺もパートナーが欲しくなってくるな」




　その後何度かの戦闘を挟み、クロムは最深部へと辿り着いた。

　目の前にはボス部屋の入り口となる大きな扉がある。

「ダンジョンはそこそこ長いだけで、モンスターは雑魚ばかりだった……いけるか？」

　クロムはこのダンジョンを高難易度でないと判断し、中へと入った。

　中は広く、シロップが巨大化出来るだけのスペースがあった。

　クロムとシロップが部屋に入って少しすると部屋の奥で一体の骸がい骨こつがゆっくりと起き上がった。

　それは今までのスケルトンとは違い、古びているものの豪華な装飾のついた防具と長剣を装備しており、その空っぽの目の部分から人魂の様な青白い光を覗のぞかせていた。

「ふぅ……一人でボスとやるのは初めてだな……いや、一人ではないか」

　クロムはシロップを巨大化させると、先手必勝とシロップに命令する。

「【大自然】！」

　シロップの周りの地面から伸びる極太の蔦つたがボスに襲いかかるが、それは全てボスの体を覆う、青白く輝く障壁に止められてしまった。

「まずは、なんとかしてあれを破らないとな」

　シロップを後衛において、クロムがボスへと向かう。

　ボスもまたクロムの方へと近づいてくる。

「【シールドアタック】！」

　クロムの攻撃は障壁に止められてしまうが、取り敢えずはダメージを与えることで破れるかを試さなくてはならない。

「よっ……！」

　大盾で長剣を弾き、斬りつけることで障壁にダメージを与えていく。

　ただ、本来この仕事をするのは盾職ではないためなかなか破ることが出来ない。

　クロムの装備はダメージを受け過ぎれば壊れてしまう。

　ボスの攻撃の重さから、長期戦は避けなければならなそうだった。

　このままではまずいと感じたクロムは攻撃を避けるように移動し叫んだ。

「シロップ！　【精霊砲】！」

　シロップから真っ白いレーザーが放たれる。

　道中一度使わせてタイミングと範囲を把握しているため、クロムは飛びのいて回避することが出来た。

「どうだ!?」

　光が消えると同時、パリンと音が響いた。

　障壁がなくなったのだ。

　だが、それは単純にいいことではなかった。

　カタカタと音を立てるボスは地面に長剣を突き刺した。

　長方形の部屋の四隅からわらわらとスケルトンが溢あふれ出してくる。

　クロム一人では物量に負けてしまっていただろうが、今回はシロップがいる。

　ほとんどのスケルトンをシロップに受け持たせることでボスに集中しやすくすることが出来た。

　クロムはシロップのＨＰに気を配りつつも堅実にボスにダメージを与えていく。

　シロップにも時折攻撃に参加させることでダメージを増加させる。

　ボスの攻撃を確実に防ぐことさえ出来れば、雑魚スケルトンの攻撃は【バトルヒーリング】で耐えられる。

　ボスの攻撃が甘くなった時に処理していけばいいのである。

　堅実に立ち回るクロムが有利な状態だ。

「【シールドアタック】！」

　ボスは盾を持っていないため攻撃を通しやすく、クロムにとって救いだった。

　クロムはノックバックが入ったボスに追い打ちをかける。

「ＨＰはそんなに多くないな……っと！」

　攻撃に集中し過ぎれば手痛い反撃を貰もらってしまうため、程々で攻撃を止めていたクロムだが、それでもボスのＨＰは半分近くまで削られていた。

　これはシロップのお陰である。

　シロップの【大自然】での攻撃がいいダメージソースになっていた。

　シロップが多くのスケルトンを受け持っていることを考えると、シロップがいなければ勝負にならなかっただろう。

「本当、メイプルちゃんにお礼言わないとなっ……！　【炎斬】！」

　炎を纏まとった短刀がボスの体を斜めに斬り裂く。

　これでようやく半分までＨＰを削ることが出来た。

　ボスはもといた場所に戻るとスケルトン達を大量に呼び寄せた。

　スケルトン達はその場で崩れていき、スケルトンから出てきた真っ黒い人魂がボスへと入っていく。

　四隅から出てきていたスケルトンも止まった。

　ボスから真っ黒なオーラが溢れ出し、大きな骸骨を形作る。

　骸骨は片手にボス部屋の三分の一はある長さの剣を、もう片手には斧おのをもっていた。

「第二形態か。メイプルちゃんの方がよっぽど恐ろしいぞ？　真似た方がいいんじゃないか？」

　クロムがそう言って大盾を構える。

　ボス戦も後半戦に差し掛かった。
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「さっさと終わらせるか……！」

　クロムが大盾を構えつつ前進する。

　それに反応して振り下ろされる剣をクロムは大盾で受け止めず回避する。

　直後、斧の攻撃を今度は大盾で受け止めるが、衝撃で弾き飛ばされる。

「くっ……！」

　クロムは大盾を確認する。

　メイプルやサリーとは違って使い過ぎればクロムの大盾は壊れてしまう。

　現状はまだ問題なかったが、あの重い攻撃を受け続ければ壊れてしまう可能性はあった。

　クロムは一度攻撃の届かない場所まで戻った。

「【精霊砲】！」

　シロップの位置までは攻撃が届かないため、クロムはシロップのレーザーでボスを攻撃する。

　しかし、シロップのレーザーは剣と斧を交差させての防御に全て弾かれてしまった。

「接近するしかないか……！」

　遠距離攻撃で倒せないことが判明したため、クロムは再度接近する。

「【大自然】！」

　シロップが伸ばした蔓を防ぐために斧と剣を交差させたボスは、シロップの蔓は全て防いだものの、その下を駆け抜けるクロムを止めることは出来なかった。

　クロムがボスに肉薄する。

「【炎斬】！」

　クロムがボスを斬り裂くと、ボスが長剣で斬り返してくる。

　しかし、クロムには大盾がある。

　ボスの攻撃はクロムまで届かない。

　シロップの【大自然】が切れた瞬間にボスが剣と斧で攻撃してくるため、攻撃の手を緩める訳にはいかない。

「【刺突】！」

　ボスの鎧よろいを短刀が貫き、ボスのＨＰが残り二割になった。

　その瞬間。

　漆黒の刺とげがボスから放射状に伸びた。

　クロムは反射的に大盾でその身を守ったが、続く長剣の攻撃も合わさって大盾が音を立てて砕けた。

「イズに怒られるだろうが！」

　刺はその一度きりで消えていった。クロムが少しでもダメージをと短刀で斬りつける。

　そこでシロップの【大自然】が切れてしまった。

　大盾のないクロムに剣と斧の攻撃両方を防ぐことはできない。

　剣の攻撃のみを受けるように移動しつつボスに斬りかかる。

　ボスの長剣とクロムの短刀が互いにＨＰを削り合った。

　次の瞬間ボスが振り抜いた斧が、長剣に集中していたクロムの背中にクリーンヒットする。強い衝撃を受けたクロムのＨＰバー、さらには鎧までも吹き飛ぶ。

　だが、クロムは倒れない。

【不屈の守護者】がそのＨＰをたった１だけ残していた。それはクロムがいくつか持つ生き残るためのスキル。しぶとく次に繫つなぐための切り札の一つである。

「【炎斬】！」

　限界の状態でクロムが短刀を振るう。

　それでも、ボスのＨＰバーはまだ一割残っている。

　二度目の斧と剣の攻撃がクロムに襲い掛かる。

【バトルヒーリング】でもＨＰ回復は全く間に合わない。

「【精霊の光】！」

　クロムが選んだメダルスキル。

　奥の手中の奥の手。

　十秒間、全てのダメージを無効化する聖なる光がクロムに降り注ぐ。

「死なねぇぜ？　まだな！」

　防御を投げ捨てて全力で斬りかかる。ボスも同様にして斬りかかるが、クロムの残り僅わずかのＨＰを削りきることが出来なかった。

　クロムの短刀がボスの顔面を斜めに斬り裂く。

　直後、ボスの目の青い光は消えていってしまった。

　ボスはまとっていた漆黒の骸骨を霧散させて、光となって消えていったのだった。




「はぁ……きっつ……やっぱ大盾は防御専門だな」

　座り込んだクロムの前に魔法陣と大きな棺かん桶おけが現れる。

　クロムは咄とつ嗟さに飛び退いてシロップを呼び寄せる。

「モンスターだった場合はカバーを頼むとして……ポーション飲んでおくか」

　クロムはＨＰを回復させると棺桶の蓋ふたをゆっくりと開けた。




　中には赤黒い血のような色の装備に身を包んだ骸がい骨こつが入っていた。

　起き上がってくる様子はない。

「は？　こ、これが報酬か？」

　クロムは恐る恐る装備に手を触れるとインベントリにしまい込んだ。

「ユニーク……シリーズ？　これは……」






『血塗れ髑どく髏ろ』




【ＶＩＴ＋25】【破壊不能】

スキル【魂喰らいソウルイーター】




『血染めの白鎧』




【ＶＩＴ＋25】【ＨＰ＋１００】【破壊不能】

スキル【デッド・オア・アライブ】










『首落とし』




【ＳＴＲ＋30】【破壊不能】

スキル【命喰らいライフイーター】




『怨おん霊りようの壁』




【ＶＩＴ＋20】【ＨＰ＋１００】【破壊不能】

スキル【吸魂】








「強い……呪われそうな名前と見た目を除けば完かん璧ぺきだ……あと、短刀？　これ刀というか鉈なたなんだが」

　クロムはそう言いながら装備一式を身につける。

　顔の下半分を覆う血塗れの骸骨の口。

　元々は純白だったらしい鎧。

　その名の通り首を落とせそうな大きめで血塗れの鉈。

　骸骨が彫られた大盾。

「スキルを確認して……帰るか」


















【魂喰らいソウルイーター】




モンスター、プレイヤーを倒した際にＨＰが最大ＨＰの一割回復する。




【デッド・オア・アライブ】




ＨＰが０になる際、50％の確率でＨＰ１で生き残る。




【命喰らいライフイーター】




ダメージを与えた際、与えたダメージの三分の一のＨＰを回復する。




【吸魂】




攻撃によるダメージを受けた際にＨＰを３％回復する。








　クロムはスキルの確認を終えると、シロップを指輪に戻して魔法陣に乗り、ダンジョンを後にした。
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　クロムが人外への一歩を踏み出してから数日後。

　短いメンテナンスが入り新スキル【毛刈り】が追加された。

【毛刈り】は文字通り毛を刈るためだけのスキルだ。

　それに伴い一部のエリアに羊が現れるようになったのである。

　イズ曰いわく、素材として優秀なため暇があれば取ってきて欲しいとのことだった。

　ちょうど暇だったメイプルとカスミは、二人で一層の草原を探索していた。




「暇だから来てみたが……【毛刈り】しかない私達で大丈夫だろうか？」

「私達じゃないよ、カスミしか持ってないよ……」

　防御力に全てを注ぎ込んだメイプルが【毛刈り】を取得出来るわけがない。

　メイプルは【パラライズシャウト】による足止め担当である。

　羊のＨＰはかなり低いためＨＰを削らないようにして足止めをする必要がある。

　メイプルはその点において適任だった。

「毛がある羊はいないねー」

「そうだな……他のプレイヤーも【毛刈り】に来たんだろう」

　既に【毛刈り】を使われた羊は見かけたものの、普通の羊が見つからない。

　そうして探すこと三十分。

「いたぞ！」

　カスミが指差す先には三匹の羊。

「【パラライズシャウト】！」

　メイプルが即座に羊を麻ま痺ひさせにかかるが、範囲から外れていたため一匹しか麻痺させられなかった。

　二人が麻痺させた羊に近づいていく間に残りの二匹の羊は逃げていく。

「取り敢えず一匹いこう。【毛刈り】」

　カスミがスキルを使うと羊の毛が綺き麗れいさっぱり消えてインベントリに羊毛が一つ追加された。

「絶対足りないよな……」

「うん……多分」

　羊毛一つを持ち帰ったとしても何かを作るには足りないだろう。

「ふむ……私一人なら逃げた羊に追いつけそうだ。動きを止められるスキルも……ないことはないしな。ちょっと行ってくる」

「うん！　分かった」

　そうして、カスミは羊の逃げた方に走っていった。

　その場には麻痺した毛のない羊とメイプルが残された。

「………………」

　メイプルが羊をチラッと見た。

　柔らかそうだった。




　カスミが一匹の羊を追いかける。

「【超加速】！」

　カスミが【超加速】を使うことでようやく追いつけるようになる速度である。

　気付かれないように動きを止めなければ【毛刈り】は困難だろう。

「一応……【毛刈り】！」

　カスミは駄目元でまずは走りながら【毛刈り】を試してみる。

　羊の横を並走するカスミがスキルを使うと羊の毛は綺麗に刈られた。

　カスミが立ち止まる。

「動きを止めなくても、スキルの射程圏内に入れればいいのか。ゲームならではだな」

　インベントリを確認するときっちり羊毛が増えていた。

　もう一体の羊は別方向に逃げていき、そのまま見つからなかった。

　メイプルならモンスターにやられることなどそうそうないため、安心して戻ることが出来る。

　そうしてカスミはメイプルのいた場所へと戻ってきたのだが、そこには謎の真っ白い球体が鎮座していた。

「は？」

　カスミは刀を抜くと警戒しながらその球体に近づく。

「これは……羊毛？」

　カスミがその球体を見て触って確かめると確かにそれは羊毛だった。

「【毛刈り】！」

　ならばとカスミがその球体に対してスキルを発動させる。

　スキルはこの球体にもきっちりと効果を発揮し、羊毛の球体は羊毛十個になってカスミのインベントリに入った。

　それと同時、ガシャンと音を立ててメイプルが地面に落ちた。

「メイプル？　……あの中にいたのか？」

「中にいたというか……あれ自身というか……」

「ど、どういうことだ？」

「…………ちょっと、出来心で」

　メイプルはそれ以上詳しくは話さなかった。

「な、何だかよく分からないが……聞かない方がよさそうだな……」

　カスミは空気を読んでそれ以上は何も聞かなかった。




「私が二十四時間ごとに羊毛を作れるようになったから、【毛刈り】はお願い」

「あ、ああ。分かった」

　二人はシロップに乗ってギルドホームに帰っていく。

　途中、メイプルは自分のスキルを再確認した。






【羊喰らいシープイーター】








　ギルドホームに戻ったカスミはクロムと二人でテーブルを挟んで椅子に座り話していた。

　話題はメイプルと羊毛のことである。

「私がちょっと離れた間に何かスキルを手に入れていたんだ」

「俺の知り合いの言葉を借りるなら……目を離すとすぐそういうことになる」

　クロムは俺はもう慣れたと付け加える。

「……慣れたのか？」

「俺もあっち側に深くまで足を突っ込んだしなぁ……」

　クロムは自身の装備を見ながら言う。

　クロムも一般からかなり外れてきているのだ。

「なら、どうなったら驚く？」

　カスミのその問いにクロムが考え込む。

　しばらくして、クロムが話し始めた。

「そうだな……そのまま空に浮き上がって雲になって雷でも落とし始めれば驚くかもな」

　クロムは冗談っぽくそう言う。

「はははっ！　流石にそれはないな」

「ああ、俺もそう思う。ああそうだ。運営からメッセージが来てたが見たか？」

　カスミは見ていなかったようで首を横に振る。

　クロムはメッセージの内容をかいつまんで話し始めた。

「第三回イベント。二週間後だ」

「なかなか立て続けにくるな……それで？　内容は？」

「期間限定のモンスターが現れて、そいつの落とすアイテムを集めるんだ。集めた個数で個人報酬とギルド報酬がある」

　クロム曰く、ギルド報酬はギルドの大きさによって必要個数が変わるとのことだった。

　メイプルのギルドは【ギルドホーム】が低ランクの【光虫の証】で作られているので必要個数は少なめである。

　個人にはランキングがあり、それに応じて報酬が追加される。

　また、アイテムの譲渡は出来ない。

　インベントリに入るものではなく、個数だけがカウントされるためである。

「……まあ今回はキツイだろうな」

「……間違いないな」

　二人が言っているのはメイプルのことである。

　今までのイベントでメイプルは常に結果を残してきたが、それは強さによるものであり、時間をかけたわけではない。

　今回ランキングの上位に入るようなことはどうやっても不可能である。

「俺も結構時間はかけてるが……上には上がいるからな」

【楓かえでの木】内も第三回イベントに向けて準備する期間に突入した。
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　ある日のこと、ギルドホーム内でイズとカナデが話し合っていた。

「私達は基本はあの四人の支援役になりそうね」

　イズは戦闘以外のサポート。

　カナデは貴重な後衛である。

「僕も攻撃魔法を覚えてみたけど……あの感じだといらなそうだったから、ちょっと方向性を変えてみた」

　カナデが攻撃するよりも先に、前衛四人がモンスターを倒してしまうため、カナデは味方のステータスを上げるスキルや回復魔法にばかり手を伸ばした。

「杖つえは僕一人だし、皆が覚えられないようなスキルも手に入るからね」

　サリーが覚えている魔法よりも、多くの種類の魔法をカナデは習得できる。

　それがこのギルド内でのカナデの個性である。

「あの四人を強化してあげれば勝手に倒してくれるから」

「そうね。本当頼もしいわ……ああ、それと。その装備はどうかしら？　何度か改良もしたけれど……気に入ってくれていると嬉しいわ」

　今日はそのために呼んだとイズが言う。その言葉に、カナデは満足していると頷きながら返した。

　カナデは初期装備から多少買い足したくらいで、第二回イベントから見た目がほとんど変わっていなかった。そこでイズが装備を作ったのだ。

　髪の色と同じ、赤のキャスケット。

　残りも黒と赤を主とした装備で、装備というより普段着に近い見た目だ。

　これらには改良の過程でメイプルの羊毛も素材として使用している。

　全ての装備が【ＩＮＴ】と【ＭＰ】上昇の効果を持っているため、カナデならこの装備にするだけでも大幅強化だった。

「鎧よろいは僕には似合わないからね」

　カナデは改良して貰もらった装備を身につけるとギルドホームを出て行く。

　カナデはこの日は【魔力障壁】を取得しに向かった。

　現在、このギルド内ではカナデが一番次々とスキルを取得しているのだ。

　カナデを倒さなくては支援、回復が止まらない。

　ただ、場合によってはカナデを倒すためには大天使状態のメイプルを倒さなければならないのだ。

　そして、そのメイプルの【ＶＩＴ】はカナデにより強化される。

　減ったメイプルのＨＰも回復させられる。

　メイプル達との戦闘を避けることが常識になる日も近い。

　いや、既に来ているのかもしれない。




　所変わって二層の端。

　サリーはそこにある森にいた。

「ふぅ……ここまではダメージを受けてないけど……ダメージを受けた時の準備もそろそろ始めないとね」

　サリーはここ数日で既に幾つかのスキルを身につけた。

　それでもサリーの理想に近づくためのスキルがまだまだ足りない。

「朧おぼろもレベル上げないとね」

　森を歩いているとモンスターが続々と現れる。

　サリーは、今回は回避に重点を置いて、モンスターを少し傷つけては朧に倒させるというスタイルでレベルを上げていく。

　そうしてしばらく戦っていると朧のレベルが上がっていく。

「ふぅ……確認っと。おお？」

　朧のスキルを確認したサリーが嬉うれしそうに笑って朧を撫なでる。

「これは……ダメージを受けた時の準備はいらないかもね」

　サリーはそう言うと朧のレベル上げを切り上げて町へと戻っていった。




　クロムは二層の砂漠にいた。

「これやべぇわ。死ぬ気がしねぇ」

　モンスターの攻撃を大盾で受けて、鉈なたで斬りつける。

　それだけでグングンとＨＰが回復する上に【バトルヒーリング】での回復もある。

　さらに、ＨＰが無くなりそうになれば【精霊の光】を使えばいい。

　クロムは最後の一体となったモンスターを斬り伏せると武器をしまう。

「メイプルちゃんの装備は間違いなくユニークシリーズだな。大盾と、短刀は確定でスキルが付いてる。鎧だけ付いてない感じか」

　クロムにとっては【破壊不能】も嬉しかった。

　装備のメンテナンスがいらないためだ。

「メイプルちゃんの装備も【破壊不能】があるだろうな」

　実際はそれよりも遥はるかに恐ろしいスキルが付いていることをクロムは知らない。

「もう少し、狩っていくか」

　大盾でありながらソロで安全に戦えるようになったクロムは戦闘を続けた。

【楓の木】の大盾使いはどちらも一般的ではない。

　本来、大盾職は攻撃能力と防御力を兼ね備えた職という訳ではないのだ。




　カスミもまた戦闘中だった。

　カスミは【楓の木】内で最も安定して火力を出せるプレイヤーである。

　サリーが短剣、クロムとメイプルが短刀なため、前衛の中で最もリーチと攻撃力があるのだ。

　実際、【ＳＴＲ】がメンバー内で最も高く【ＡＧＩ】も高めである。

　防御力に不安が残るステータスだったが大天使メイプルによってその不安も解消された。

　まさに、圧倒的安定感である。

「さて……そろそろ帰ろうか」

　カスミはそこでメッセージが届いていることに気がついた。

「メイプルから？　何だ……」

　カスミがメッセージを確認するとそこには端的にこう書かれていた。




　二層の町から真西。

　毛を刈りに来て下さい。

　なるべく急いでくれると嬉しいです。




「うん？　ん？　まあ行かない理由もないか」

　カスミはメイプルのいる場所に向かって走りだした。




　遡さかのぼること十分。

　メイプルは羊毛を生やすスキルについて研究しようと西へ向かっていた。

「【発毛】！」

　ちょうどいい場所でメイプルがそう言うと、もこもこの羊毛で視界が覆われた。

「やっぱり、生える量は調節出来ないかぁ……んー……んー！　よっ！」

　メイプルは中心から斜め下に体を動かして羊毛から頭を突き出す。

　同様にして手足も出す。

「これなら動けるかな？」

　動けたところで何の意味もない。

　ただ、この状態のメイプルに向かって攻撃してきたモンスターをその目で見ることが出来たため、あることに気付いた。

「もしかして、この羊毛も私の防御力と同じ？」

　その通りだった。

　メイプルの体から生えている間はメイプルの体の一部なのでメイプルのステータスが反映される。

「羊毛の中に籠こもれば【毛刈り】されない限り強い？」

　それからも色々と使い道を考えたもののこれといって思いつかなかったメイプルは、羊毛状態を解除しようと思って気がついた。

「あっ!?　私一人じゃどうにもならないっ!?」

　謎の毛玉に気づいたプレイヤー達が遠くから歩いてくるのが見えた。

　このままでは四足歩行の状態で晒さらし者ものである。

　メイプルは急いでカスミに連絡を取った。

「も、戻る戻る！」

　メイプルは慌てて羊毛の中心に戻っていき、プレイヤーを近づかせないように中から毒を染み出させた。

「あっ!?　カスミも近づけない！」

　やってしまったものは仕方がなかった。

　外から聞こえてくる声は多くなっていくが、毒のせいで誰も【毛刈り】ができない。

　しばらくして、毒が消えてカスミに回収された時にメイプルだったことが知れ渡り、また訳のわからないことをしていたと掲示板で話題になったのである。










２８０名前：名無しの大剣使い

またメイプルちゃん何かやったの




２８１名前：名無しの槍使い

らしいな

毛玉になったって目撃証言があるぞ




２８２名前：名無しの魔法使い

普通に過ごしてたら人は毛玉にはならない




２８３名前：名無しの大剣使い

そうだよなあ




２８４名前：名無しの弓使い

羊に感化されて羊になっちゃったんだよきっと




２８５名前：名無しの槍使い

メイプルちゃんならそれくらいの雰囲気でちょうどいいまである




２８６名前：名無しの大剣使い

まあ毛玉くらいなら無害だろう

ふわふわしてるだけだし




２８７名前：名無しの魔法使い

でも中から毒が染み出てくるらしいぞ




２８８名前：名無しの槍使い

ウニの一種か何か？




２８９名前：名無しの弓使い

メイプルちゃんは危なくなると猛毒出すからな




２９０名前：名無しの大剣使い

毒がなくてもたくましく生きていけると思うわ




２９１名前：名無しの槍使い

まあメイプルちゃんにもまだ防御貫通攻撃っていう天敵がいるし




２９２名前：名無しの魔法使い

ん？　なら毛玉の時のダメージってどうなるんだ

本体に当たらなくね？




２９３名前：名無しの弓使い

天敵はどうなるんだ




２９４名前：名無しの槍使い

んー頂点に立つんじゃない？

毛玉形態は要観察だな










クロムが来たならば聞いてみようとそんなことを話しながら時間は過ぎていったのだった。











四章　防御特化と第三回イベント。









　メイプルがログインしてギルドホームに現れる。ギルドホーム内のエントランスにはサリーとカナデとイズがいた。

「イベント始まったね！」

　メイプルがワクワクした様子でサリーに話しかける。

「まだ始まって五時間だけど凄すごいよ？　トップはもう五桁けた。あとは、クロムさんとカスミはもう狩りにいったね」

　今回は時間加速がないためメイプルはそこまで多く時間をかけることはできないのである。やれるだけやるといった形だ。

「おお……皆凄いね……」

　ここにいる四人はまだ０個である。イズは今回のイベントは少しだけ手を出して止めるつもりのようだ。

「攻撃スキルはほぼないけど、【ＳＴＲ】値なら多少はあるわ」

　鍛冶かじのハンマーで叩たたきつければ、敵によっては倒せないこともないとのことだ。

　当然【ＳＴＲ】はメイプルよりも高い。

「私達も行こうか」

「そうだね」

　三人はイズを残して出ていこうとしたがイズに呼び止められる。

　イズはサリーとメイプルに装備品を渡した。

「羊毛で作った装備よ。使った羊毛の量によって今回のアイテムのドロップ数を上げるらしいわ」

　メイプルのお陰で羊毛はかなりの量が確保出来ていた。

　カナデは既に羊毛をふんだんに使った装備のため問題ない。

　イズがサリーに渡した装備は、サリーのいつもの動きを制限しない程度にもこもこにしたものだ。見た目も、羊の装備らしく白がベースとなっている。

　メイプルの装備はまさに羊といった見た目である。

　真っ白な全身装備でその全てが羊の体毛のようにもっこもこである。

「流石に鎧よろいを羊毛で作るのは無理だよね」

　大盾と短刀は攻撃能力を考えていつもの黒装備なため、愛らしい見た目に似合っていなかったが仕方なかった。

　イズは言わなかったが、この装備はイズがもこもこしたメイプルを見たかったために、この見た目になっただけだった。

　鎧は無理でも普通の服なら作ることが出来た。

　ただの個人的趣味の結果である。
















　三人は今度こそギルドホームを出ると、全員が違う方向に向かう。

　固まっていても個数を稼ぎにくくなるだけであり、ギルド報酬と個人報酬の両方に貢献することも考えた結果である。




　メイプルはシロップに乗って移動しながら様々な報酬に必要な個数について青いパネルで見ていた。

　対象のモンスターの見た目も表示されていて、それは赤色の牛だった。

「私の移動速度だとこのイベントと相性が悪いなぁ……」

　シロップに乗ってもサリーには遠く及ばない。

　メイプルは欲しい個人報酬がある個数を目標としてイベントを楽しむことにした。

「あのスキルまでは個数を稼がないとね」

　メイプルはとあるスキルに目をつけた後でパネルを閉じて下を確認する。そこにはちょうど赤い牛が見えた。

「【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルはシロップの端から毒竜ヒドラを放つと、地面にすうっと降りてアイテムを回収する。モンスターの索敵範囲外からの攻撃のため逃げられる心配はなかった。

　メイプルの攻撃には当てることができれば問題なく倒せるだけの威力がある。

　ただ、この力が生きる場面にはいくつか条件があった。

「んー……【毒無効】を持ってる敵も出てくるのかなぁ……」

【毒無効】を持つ敵が現れた場合メイプルの攻撃手段は大幅に制限される。

　逃げた方が無難な程である。これは毒攻撃に頼りきりなメイプルにとって深刻な問題だった。

　また毒や麻ま痺ひでの攻撃を多用したことにより、全プレイヤーにメイプルの攻撃手段が知れ渡っていることも問題だった。

　いつ来るか分からないプレイヤー間での戦闘というイベントに備えて、【毒耐性】を取得するプレイヤーも多くいる。

　メイプル対策は強力なプレイヤーの中では当たり前になっていた。

　メイプル単体ならば対策を組めば何とか倒すことができるプレイヤーも確かに存在している。

「そういえば……レベル30になったから装備にスキルをもう一つ付けられるようになったんだっけ」

　メイプルは極振りのため取得できるスキルがかなり少ない。

　鎧に至ってはまだ何もスキルを付与していないまま二つ目のスロットが追加されてしまった。

「考えても仕方ないか」

　メイプルは時折地面に毒を降らせながらフィールドを飛び回る。

「牛がいないなぁ……どこかに群れてないかなぁ」

　運営の情報によるとボス部屋や水中など一部の場所を除いてどこにでも出現するとのことだったため、メイプルはプレイヤーの少なそうな場所へと向かった。




　移動すること三十分。

　移動中も下を確認していたメイプルだったが、そこまで個数を稼ぐことはできなかった。

　やはり移動速度によるハンデが大きかった。

　それでもメイプルは気落ちすることなく牛を探す。

　気落ちしなかったのは、メイプルがシロップと共にのんびり空を飛ぶこと自体を楽しんでいたためでもあった。

「牛探しは後にして……シロップと散歩もいいかも……最近はクエストばかりでのんびりしてなかったし」

　メイプルは少しだけ考えてから、今日は牛探しは程々にしてシロップと空中散歩をしようと結論を出した。

　牛探しに殺伐とする地上とは違って、空を進むメイプルは驚くほどのんびりとゲームを楽しんでいた。
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　その頃運営陣はイベントに不具合が出ないか確認しつつ、あることについて話していた。

「メイプルは定期的に何か理解の範はん疇ちゆうを超えることをするため注目度が高いプレイヤーだ」

「ああ、そうだな」

　運営はメイプルの弱体化案を考え続けていたのだ。

　防御力にしろ、【悪食】にしろ常識外なうえに、最近ではシロップについても考えなければならなかった。

「バランスがおかしいために多くの点を修正することも考えた。あの謎の飛行とかな」

「当然だな」

「しかし……もういいかな……と」

「理由は？」

「メイプルがこのゲームの看板プレイヤー的扱いをあちこちで受ける状態になったからというのがある」

　メイプルを見て自分もああなれるかもしれないと参入したプレイヤーもそれなりにいたりする。

　メイプルに対抗するためなのか、メイプルが何かをした後は課金アイテムの購入数も伸びている。主に経験値増加やスキル習熟度増加などである。

　そのため、運営はメイプルをあのままにしておくことにした。

　注目度が高くなり過ぎて下手に修正できない部分が増えたのもあった。

「三層はメイプルの飛行能力を殺さずにイベントを壊さないように調整した」

「これからは手を出さない感じか？」

「ああ、見守ろう。ほら……無理に弱体化を考えなければ可愛いだけのプレイヤーだろう？」

「【絶対防御】の入手は調整した。メイプルみたいなのが溢あふれかえることはない。何かよっぽどのことでもない限り大丈夫だ。それにほかにも何人か匹敵するような奴もいる」

「たまに心臓には悪いがまだ問題ないさ……一応な」

「ああ、一応な……」

　その言葉にはどこか含みがあるようだったが、とにもかくにもメイプルはメイプルの知らない所で、運営からその能力を黙認されたりしていた。
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　メイプルはしばらくの間空中散歩を楽しんでいたが、そこで急にメッセージの通知音が鳴った。

「ん……？　誰だろう？」

　メイプルが差し出し人を確認すると、全部で三つのメッセージが届いていた。

　それぞれ、クロム、カスミ、イズからのメッセージである。

　まるで示し合わせたように内容は似通っていた。

　どのメッセージも今回のところはイベントに力を注ごうといった内容だった。

「見つけ次第倒しているんだけど……やっぱり速度が足りないかな」

　メイプルは三人に頑張りますと返信して空を飛んでいく。

「平原以外にもいるらしいし、あっちに見える山の方に行ってみようかな」

　メイプルは遠くに見える山の方に向かって進んでいった。




　三人がメイプルにメッセージを送ったのはあることに気づいたからである。

　メイプルを一人にしてしまっていることである。

　そのため今回のところは不思議なことに首を突っ込まずに、イベントに力を注ごうと言ったのである。

　目を離すと何かしらが起こる。

　それがいいことばかりとも限らない。

　三人は今回は遠回しにそれを抑制しにかかったのだ。




　メイプルはしばらく空を進み山へとたどり着いた。

「この辺りは人がいないね」

　急な斜面に木々が生えている山には牛が少なかった。

　運営の言う通り湧かないことはないが、湧くスペースが限られているためである。

　これでは他のプレイヤーがいなくても効率は悪いだろう。

　ただ、モンスターを倒す際に、競争相手に簡単に先を越されてしまっていたメイプルは、元々の効率が最低だったためむしろ効率が上がっていた。

「私はこの辺で一人で戦うのがちょうどいいかも」

　シロップを指輪に戻して一人山を登りつつ牛を倒していく。

　羊毛装備が整っていたため、羊毛装備を準備していなかったプレイヤーと比べればメイプルも張り合えている。

「カスミやサリーは上位にいくかな？」

【楓かえでの木】内ではこの二人が高い機動力を持っている。

　羊毛装備も揃そろっている二人ならばメイプルの二、三倍は軽く狩れるだろう。

「マイペースでいこう。スキル取得には間に合いそうだし！」

　そう言ったメイプルの足元の岩がぐらりと動いた。

「あっ!?」

　メイプルがバランスを崩して咄とつ嗟さに木にしがみつく。

「あ……駄目だ……」

　しかし、それも数秒しか持たなかった。

　メイプルは瞬時に何かできることはないかを考えたが斜面を転がり落ちる方が先だった。

　凄すさまじい勢いでメイプルが斜面を転がり落ちていく。突き出た岩に跳ね上げられ、茂みを突き抜けて、メイプルの視界がぐるぐると回る。

「うあ、と、止まってえええっ！」

　その後もしばらく急斜面を転がったメイプルは、大きな音を立てて何かにぶつかって止まった。

「うぅ、目が回る……【ＶＩＴ】に振っててよかった……気をつけないと」

【ＶＩＴ】に極振りしていなければ今頃は町に強制送還である。

　しかし転がっている内に【悪食】を使い切っていることにメイプルは気づいた。

「あー……仕方ないか。あとちょっと狩りをして今日は止めようかな……ん？」

　メイプルは立ち上がり周りを見渡したことで、自分が大樹にぶつかって止まったのだと分かった。

「おおー……大きい……あ」

　大樹を観察していたメイプルは理解することができた。

　大樹の下の方がメイプルの大盾の形にパックリと裂けていたのである。

　最後の【悪食】の犠牲になったことは間違いなかった。

「ご、ごめんなさい！」

　メイプルが裂け目の中を覗のぞき込むと、そこにはメイプルの作った裂け目とは別に顔を入れられるくらいの小さな空間があり、メイプルはそこで一つの錆さびた歯車を見つけた。

　メイプルが裂け目から上を見ると微かに光が見える。

　木の内部に小さな長い穴が続いており、そこを通って落ちてきたのだろうことが推測出来た。

　メイプルは歯車を拾いあげる。

「アイテム名……【かつての夢】？」

　スキルもなく、装備品でもない。

　効果もなく、説明文もない。

　メイプルにはギルドホームに飾るくらいしか使い道が思いつかなかった。

「取り敢えず持っていこう。あとは……この木を治せるかな？」

　メイプルは白装備に変えるとポーションを飲んでＨＰを回復する。

「よし！　【慈愛の光】！」

　メイプルから激しくダメージエフェクトが舞う。

　それと共にメイプルの手元から溢れ出た光が大樹を包み込む。

「……駄目かぁ。これが私の最大の回復手段だったんだけどなぁ」

【身捧ささぐ慈愛】に含まれるスキルには回復スキルもいくつかある。

　ただ、どのスキルも自分自身を回復する能力はない。

「本当……ごめんなさい！」

　メイプルはもう一度頭を下げてその場を後にした。

「まずは森から出て、シロップに乗って帰ろう」

　メイプルは装備を戻して歩き出す。

　メイプルはその後牛と何度か遭遇しつつも短刀で切り抜けて森を出た。




　その頃クロムは牛を倒しながら歩き回っていたのだが、急に足を止めた。

「…………何だか嫌な予感がするな」

　クロムの第六感が何かを察知した。

　大盾と鉈なたを構えて警戒するものの、特に何も襲ってこない。

「……気のせいか？」

　気のせいではなかったが、遠く離れた場所で起こった何かを察知したことにクロムは気づかなかった。
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　第三回イベントの期間は一週間。

　五日目にメイプルは目的のスキルまでたどり着いた。

「よし【カウンター】ゲット！」

　メイプルがこのスキルを手に入れることを恐れていたプレイヤーは多かっただろう。

　ただ、それを阻止することはどうやっても出来なかった。

　メイプルはどんどんとその弱点を埋めつつある。

　ただ、最強の攻撃手段である毒は周りの対策により効果を失いつつある。

　メイプルについてのみ考えるのならば今回の【カウンター】はかなりの強化だろう。

　そして、これでメイプルは自身の目標を達成したことになる。

　このままさらに上を目指したところで得られる物は少ないため牛探しに全力を注ぐことを止めた。

　あまりやる気が出なかったのもあった。




　メイプルが牛探しをほぼ終える。

　これはそのままメイプルの自由行動につながる。

　もしこれをプレイヤーの何人かが知ったとしたら全力で牛を倒すことの良さについて語ることだろう。

　メイプルを取り囲むかもしれない。

　ただ、現在メイプルの周りにはそんなプレイヤーは一人もいなかった。




「シロップー？　どこ行こうか？」

　返事はないものの話しかける。

　特に目的が無くなってしまったためだ。

　ギルド報酬もあるため完全に探すことを止めはしないが、サリーとカスミとクロムが稼いだ個数で事足りそうな勢いだった。

「何かないかなぁ……凄すごい大きい牛とかいないかなぁ……」

　眼下には森が広がり始めた。

　メイプルは上空からの探索を止めて飛び降りる。

「ここは、【大天使の欠片】を手に入れた時の森……だったっけ？　まだきっちり覚えてないなぁ」

　サリーは割とすぐにマップを覚えられるとのことだった。

　慣れによるものもあるだろう。

　メイプルは強者の仲間入りをしたもののプレイ時間は初心者相応である。

　ここも牛探しには向かない場所なため、静かだった。

　メイプルがすることも、たまに現れる牛を倒すだけの単調な作業である。

　そうして歩いているうちにメイプルは見覚えのある建物にたどり着いた。

「あの時の教会だ」

　メイプルは前回はあまり探索をしなかった教会の中に入った。

　以前は【大天使の欠片】を手に入れてすぐに出ていってしまったため、メイプルは今回は隅々まで見て回ることにした。

「全部ボロボロだけど……どこかに本とかないかな？」

　メイプルは第二回イベントの時の本のような、何かのヒントになっている本を探した。

　長椅子の下から壁際までくまなく探していくが、これといった成果はあげられなかった。

「あとは……あそこだけだね」

　メイプルが向かったのは【大天使の欠片】が落ちていた地点だ。

　そこには小瓶の代わりに赤い小さな文字が床に書かれていた。

　メイプルは立ったままではその文字を読めなかったため、寝そべるようにしてさらに指でなぞりつつ文字を読む。

「えっと……【召喚】？」

　メイプルがそう呟つぶやいた瞬間。

　教会の床が赤く輝き始める。

　輝きはどんどんと強くなり壁や天井をも赤く染め上げる。

「えっ……ちょっ!?」

　メイプルは反射的にその場から逃げようとしたが、それより先に視界が光り輝く赤に染まった。

　しばらくして光は収まり、メイプルは眩まぶしくて閉じた目を開ける。

「…………えっ、え？」

　目の前に広がっていたのは教会と同じ内装でありつつ、全てが灰色に塗り替えられた光景だった。

　不気味な場所である。

「ここ……どこ？」

　ここでのイベントが長引くようなら帰ることも視野に入れなければならない。

　その場合はログアウトすればいいだけだが、もう一度ここに来ることができるかは分からない。

　慎重に判断しなくてはならない。

　メイプルは取り敢えず教会の外へと出た。

「うわぁ……凄い荒れてる」

　灰色の世界は外も同じだった。

　青々とした森はなくなり、遠くまで見渡せる灰色の大地に変わっていた。

　まるで時間が止まっているかのように、あちこちで宙に瓦が礫れきが浮かんだまま止まっている。

「サリーはここ嫌がりそうだなぁ……」

　メイプルが呟きつつ荒地を歩いていく。

　目的地がないわけではない。

　メイプルはこの灰色の世界の中で一つだけ灰色でないものを遠くに見つけていたのだ。

　メイプルはその近くへと向かって歩いていた。

　メイプルが灰色でない物体のもとにたどり着く。

　それは真っ黒な球だった。

　真っ黒な球はメイプルが近づいたことで反応したのか、ボコボコと表面が隆起し始める。

　そして遂に球体が弾けて中から炭のような黒い液体と共に何かが落ちてきた。

　ボロボロのローブの下から伸びる尻尾しつぽ。

　頭には羊のような巻角がある。

　それは俯うつむいたまま話し始める。

「食事が来たか……」

　その発言に警戒したメイプルが大盾を構える。

　それは俯いていた顔を上げ、メイプルの方を見て何かに気づいた。

「あ？　お前あの時の？　天使の力が混ざって……こいつは運がいい……！　お前を食って悪魔としての格上げだ。神殿ではやられたが、ここなら全力でいける！」

　そう言うと悪魔は吼ほえた。

　間違いなく和解の道などない。

　戦わなければならないだろう。

　メイプルは恐れるよりも、戦おうとするよりも先に悪魔の発言についてあることを思った。

「うぇぇ……食べる？　むぅ……私もそうしちゃうよー？」

　メイプルは不穏な言葉を口にして戦闘態勢に入る。

　第三回イベントから脱線した先には、ちょうどよく異常に向かうレールが伸びていたのだった。
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　悪魔がメイプルに向かって突進し、物もの凄すごい勢いで殴りつける。

　メイプルは反応できずにその拳こぶしを体で受けてしまう。

「よし！　ノーダメージ！」

　それでも悪魔の攻撃はメイプルの体を傷つけるには至らなかった。

　しかし。

「ん？」

　メイプルの体に赤黒い鎖が巻きついていた。悪魔の攻撃によるものだということは容易に想像出来た。

「何これ……？」

　メイプルが不思議に思っているうちに悪魔がもう一度攻撃してくる。

「せっかく天使の力を持った女に取とり憑ついたのによお。邪魔してくれやがって！」

「だって助けるでしょそんなの！　うっ、速過ぎ……っ！」

　メイプルはこれもまた回避できずに受けてしまう。

「鎖が増えてる……！」

　とりあえず鎖をよくないものだと結論付けたメイプルは悪魔の攻撃を遠ざけようと考えた。

「【発毛】！」

　真っ白い毛球が荒廃した灰色の大地に出現する。

　メイプルは羊毛の内部に引きこもり、悪魔の攻撃から逃れつつ、鎖を確認する。

「お前に天使の力が引き継がれたならあとはそれを奪うだけだ！」

「ふーん！　この中なら怖くないもんねー。えっと、んー……【呪縛】……初めて聞く状態異常だ」

　メイプルは状態異常の詳細を確認する。

【呪縛】は最大で五回かかり、五回かかった状態になると全ての能力が25％下がるものだった。

「じゃあ私は今二回受けてるから、10％下がってるのかな」

【呪縛】は一段階ごとに二分間の効果時間があり、二段階まで進んでいるメイプルは治るまでに四分かかる。

「じゃあここにいようかな」

　メイプルは体の鎖が消えるまで羊毛の中で待機し、鎖が消えると羊毛の玉のてっぺんから顔を出しシロップを呼び出し、いつも通り空へと飛ばした。

「【巨大化】！」

　シロップを十メートルの高さまで浮かべると顔が斜め下になるように傾ける。

　メイプルは悪魔がメイプルの羊毛を殴りつけているのを確認すると、シロップに命じるため叫んだ。

「【精霊砲】！」

　メイプルの声に反応し遥はるか上空から極太のレーザーが放たれる。

　相手の攻撃の届かない高さからの一方的な攻撃。

　それは大地に光を撒まき散ちらし悪魔を飲み込んだ。

「むう、タフだなぁ……一割しか削れてないや」

　ここなら全力を出せるというのは本当だったようで、悪魔はダメージをものともせずに、さらに攻撃力と速度を上げてメイプルを攻撃し続ける。

　メイプルの攻撃を数回耐えた敵のほうが少ないという、大盾使いとはとても言えないような戦歴と、もともと基準をよく知らないということもあって『一割しか』という判断になっていたが、十分すぎる威力である。

　メイプルはもう一度羊毛の中に埋まると考え始めた。

「腕だけ出して【毒竜ヒドラ】がいいかな？　でも、悪魔って毒効かなそうだしなぁ」

　毒毛球になるとシロップに運んで貰もらえなくなるので、ここから動けなくなってしまう。

　それは避けなければならないため毒の扱いには慎重にならなければならない。

　メイプルは横から頭と新月を出して悪魔を待つ。

　悪魔がメイプルの頭を殴りつけるもののメイプルの頭は剣すら弾くのだ。

　拳が有効打を与えられる筈はずがない。

「【毒竜ヒドラ】！」

　新月から放たれた毒竜ヒドラが悪魔を飲み込み吹き飛ばす。

「やっぱり毒は効かないか」

　毒の追加ダメージはないが、毒竜ヒドラが当たったことによるダメージが入っている。

　使わないよりは遥かにいいだろうが効率はよくないと言える。

「シロップに任せよう」

【呪縛】を受けたメイプルは念のため羊毛の中に戻っていった。

　何分かに一度の【精霊砲】の攻撃により悪魔のＨＰバーは半分を下回ろうとしていた。

「【精霊砲】！」

　シロップの精霊砲が悪魔を飲み込む。

　それと同時に悪魔のＨＰバーが遂に半分を下回った。

「ぐっ……ウゼェ！　潰つぶす！　潰すッ！」

　悪魔の体を黒い光が包み込み、体が膨張し姿が変わっていく。

　手足は巨大化し筋肉が隆起しており、本数が増えている。

　首が伸び、顔がなくなり頭部にはダラダラと涎よだれを垂らす大きな口だけが存在していた。

　醜悪な姿に変わった黒い悪魔が叫ぶ。

「グルル……グゲァァア！」

「き、気持ち悪っ!!」

　流石のメイプルもこの見た目の化物に好感は持てそうになかった。




「ゲゲゲッ！　アガァ！」

　口から漆黒の炎が吐き出される。

　それはメイプルを包み込み、羊毛を燃やし尽くした。

「えっ!?　この羊毛って燃えるの!?」

　羊毛なのだから燃えるのは至極当然と言える。いくら防御力が高くなったとしても羊毛自体に決められた性質は変わらない。

　メイプルを守っていた羊毛の壁は無くなり、メイプルが地面に落ちる。

　悪魔が大きく口を開けて迫ってくる。

　メイプルが咄とつ嗟さに逃げようとするが間に合わない。

「アー」

「あっ……」

　メイプルは頭から一口でぱっくりと食べられてしまった。

　大盾と短刀がその場に落ちる。

「ギヒギヒヒヒ！」

　悪魔は嬉うれしそうに気味の悪い声で笑った。




　飲み込まれたメイプルは狭い空間をズルズルと移動していた。

「うっ……せまっ、い！　うわっ!?」

　急に足場が無くなり、ドボンと液体の中に落ちる。

　メイプルは溺おぼれないように浮かんでいた何かに摑つかまる。

「うわ……ここって胃の中っていう扱いなのかな？　……っていうか鎧よろいが溶けてきてる!?」

　焦るメイプルだったが、しばらくして自分自身が溶けないことに気付くと落ち着いて周囲を観察した。

「うーん……攻撃手段がないや。あ、いやそうでもないか」

　メイプルが呟つぶやく。




　このボスを作った際に運営は丸まる吞のみ攻撃を高威力攻撃に設定していた。

　飲み込まれた後も大ダメージを受け続けて、更に最後には猛毒のプールに落ちるという仕様だった。

　さらに時折胃が収縮することにより毒のプールを生き残ったとしても圧殺されてしまう。

　本来は足の遅い大盾が、素早い敵の繰り出す丸吞みを技術をもってして回避しなければならないのだ。

　それをメイプルは超高防御と【毒無効】により正面突破してしまった。

　大盾が三人は殺せるであろうダメージを受けることもなく、落ちた先の毒のプールなどぬるま湯である。

　最早、ちょっと冷めたお風ふ呂ろである。

　しかも、生き残ることなど想定されていないこの最終地点でメイプルは鎧を溶かされて強くなってしまう。

「食べられちゃったけど……倒せば出られるよね？」

　そう言うとメイプルは蠢めく肉の壁に向かって毒のプールを泳いでいった。
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　メイプルが食べられてから一時間。

　悪魔のＨＰバーは減少を続けていた。

　それに伴い行動パターンが変わり多様な攻撃が繰り出されるが、肝心の敵はどこにもいないのだ。

　そう、敵は体内にいるのである。

「今どれくらい……もぐ、むぐっ……ＨＰ減ったのかな？」

　メイプルが肉壁を嚙かみ千切りつつ呟く。

　イズに作ってもらった大天使の時用の短刀は毒で耐久値がみるみるうちに減ってしまったため、攻撃に使うのを諦あきらめたのだった。

　シロップも指輪に戻してしまったため攻撃手段がこれしかない。

「すっごい暴れてるんだよなぁ……」

　メイプルは肉壁から引ひき剝はがされて流されたりしつつ着実に悪魔のＨＰを削っていった。




　そしてさらに一時間。

　メイプルは遂に悪魔の命を喰らい尽くした。

　それと共に悪魔の体が光に変わり爆散し、メイプルが地面に落ちる。

「おっと……ふぅ、やっと終わった」

　メイプルが大盾と短刀を拾い上げたところで通知が届いた。

「【悪魔喰らいデビルイーター】とかだと思ったけど……【身捧ささぐ慈愛】があったからかぁ」

　このスキルは取得条件に【身捧ぐ慈愛】が関わってくるスキルだった。

　とにもかくにもメイプルは新たなスキルを手に入れたのだ。

　それも、新たな攻撃手段になるようなものを。

「【滲にじみ出でる混こん沌とん】……これは……んーなるほどなるほど、これも【毒竜ヒドラ】と同じ感じのスキルかあ。使いやすそう？」

　このスキルには三つのスキルが内包されていた。

　メイプルはスキルを確認すると迷うことなくそれを鎧にセットした。空いているスロットを有効活用しない理由はない。

「さてと……戻ったら試してみようかな」

　そう呟くメイプルの視界は赤い輝きに覆われていき、光が消えた時には既に元の教会の中だった。




「ＭＰを使わないのから使ってみよっと！　えっと……【捕食者】！」

　メイプルが叫ぶと足元が真っ黒な光に覆われて、そこから真っ黒な何かが二本伸びてきた。

　長さは三メートル程だ。

　それは先程の変身後の悪魔と似た見た目をしていた。

　大きな口が先端についているが、悪魔と違い手足はなかった。蛇のような姿で地面から直接生えているのだ。

「……動けるかな？」

　メイプルが前に進むと地面の黒い光ごと二匹がついてくる。

「じゃあ行こう！」

　メイプルは教会から出て行く。

　古びた教会から生まれたての悪魔が出て行った訳である。

　歩いていたメイプルは途中であることを知ることが出来た。

「おー！　モンスターが出てきたら勝手に倒してくれるんだね！」

　メイプルの両サイドにいる化物達はその体が届く距離にいる敵を勝手に嚙み砕くだくのである。

　さらにメイプルとは別のＨＰや攻撃力や防御力などがあり、火力や速度は十分だった。

　また、その攻撃には【呪縛】の効果があった。

「じゃあ……次はＭＰを使うスキルを使ってみようかな……【滲み出る混沌】！」

　メイプルがスキルを使うとメイプルの体から黒い光が滲み出て、両サイドの化物の巨大化した形となり【毒竜ヒドラ】のように前方へと撃ち出された。

　もし、プレイヤーとの戦闘になった際に憐あわれなプレイヤーがこれを受けることになるとすると、そのプレイヤーは直径二メートルにもなる口が自分を喰らいにくるのを見ることになる。

　射程も十分だった。

「最後のは……また今度にしようかな。じゃあ、【封印】」

【捕食者】を封印するための言葉を言って目立つ二匹を闇の中に戻すと、メイプルは最後のスキルを試すのは止めて森を歩いていく。

「第三回イベント……どうしようかなーもういいかなぁ……」

　メイプルは第三回イベントへの興味を失ってしまっていたため、結局終了までに追加で牛を数匹狩っただけだった。




　その後はメイプルが特に何かをすることなく平穏に第三回イベントは幕を閉じた。

　そして第三回イベントが終わったその後でギルドホームに全員が集合していた。

「はぁー……疲れた」

　サリーが椅子の背もたれに全体重を預けきる。余程疲れているのか元気がない。

「ああ……私もだ」

　カスミは机に突っ伏していた。

　サリーとカスミは特に多くの牛を倒していたため、疲労感も強い。

　次にクロム、そしてカナデだ。

　メイプルは全く疲れていない。

　イズを除けばメイプルは討伐数最下位であり、最後の方は森の奥の人目につかない場所で【捕食者】と戯れていただけのため疲れているはずがなかった。

「メイプルは今回はあんまりだったな」

「あんまり気が乗らなくて……」

「まあ、仕方ない。俺らみたいなのには厳しいイベントだったしな」

　クロムの言うように【ＡＧＩ】の低いプレイヤーには厳しいイベントだった。

　メイプルならば尚更である。

「でも、僕達はギルド報酬なら最高のところまでいったね」

　カナデの言う通り、メイプルが駄目だった分を他の四人がカバーしたことによって最高報酬まで届いたのだ。

「ギルドホームに届いてるわよ」

　そう言ってイズが報酬を取り出す。

　それは壁に取り付けることの出来る、牛の頭部の剝はく製せいだった。

　効果は【楓かえでの木】に所属するメンバーの【ＳＴＲ】を３％上昇させるというものだった。

「積み重ねが効いてくるって訳だ」

「ああ、そうだな」

「私には意味ない……いや、そうだあるんだ！」

　メイプルがそう言うと、カナデを除く四人の顔色が変わる。

　メイプルの【ＳＴＲ】はゼロのはずであり、意味があるというのはおかしい。

　そのため、四人が四人共同じ思考に行き着いた。

「メイプル……このイベントの間にどこか行ってた？」

「二層にいたよ？　……多分」

　メイプルにはあの灰色の世界を二層と呼んでいいのかが分からなかった。

　メイプルがそう言うとサリーとカスミが額に手を当てて諦めをあらわにする。

　クロムとイズも止められなかったと思っていた。

「…………近々第三層が追加されるからな。出来ればその時のダンジョン攻略で見せてくれ」

　もう全員がメイプルが何かしらをやったことを察していた。普通とは言えないスキルの気配を感じたのである。

　事実それは当たっている。

　ただ、そのスキルは【捕食者】でも【滲み出る混沌】でもなく、メイプルがあの場で使うことを躊躇ためらった残り一つのスキルだったのだ。




　三層追加は三日後に迫っていた。





◆□◆□◆□◆□◆






　三層が追加された日から少ししてメイプル達一行は三層に続くダンジョンにやってきていた。

　イズも含めて六人のパーティーである。

　パーティーは最大八人なので、今のメンバー数ならば全員が一つのパーティーに入ることが出来た。

　このメンバーならば現状どのダンジョンも蹂じゆう躙りん出来るだろう。

　実際、道中はサリーとクロムとカスミの三人をカナデが支援する形で十分過ぎたのである。

　道中メイプルは一切戦闘に参加することはなく、イズを守ることにのみ集中していた。

「よし、ボス部屋っと」

「ちゃちゃっと攻略するか」

「ああ、そうしよう」

　そう言ってカスミが扉を開けると全員が中に入る。

　すると部屋の奥にボスが出現した。

　ボスは樹木の姿をしており、幹の部分が顔になっていた。

　同じく樹木系のモンスターだった一層のボスは、生っていた果実によって障壁を生み出していたため、一層を突破してきたメイプル達は一層のボスのように木に果実があるかを確認したが、それらしきものはなかった。




「じゃあ、私が行くね。【挑発】！」

　メイプルがボスの方へと向かっていく。

　ボスは伸ばした根や枝で攻撃してくるがメイプルにはそれらは通らない。

　そうしている内にメイプルがボスの真下まで近づいた。

「【捕食者】【毒竜ヒドラ】【滲み出る混沌】！」

　メイプルの周りから化物が姿を現し、毒竜ヒドラが幹をぐちゃぐちゃに汚染し、最後に打ち出された化物の口が幹を喰らった。

　ＨＰバーがガクンガクンと減少する。

　二匹の化物の攻撃も止むことがない。燃費は悪いものの一回きりのボス戦では気にする必要のないことである。

　樹木のボスは怒りを露わにし、二匹の化物に攻撃を仕掛ける。

「【身捧ぐ慈愛】！」

　メイプルのＨＰが減少し天使の翼が顕現する。メイプルは二匹の受けるはずだったダメージを引き受け無力化した。

　メイプルは素早くポーションを取り出すとＨＰを回復させる。




　五人はこの姿を部屋の隅で見ていた。

「あれは……あれは何だ？　どう取り繕ってももうモンスター寄りだろ……俺はそう思う」

「そうかー……そんな感じかぁ……」

「見る度に付属品が増えているのは何でだろうか……」

「平常運転で安心したよ」

「もう味方ならいいわ……味方なら」

　そう言って今回のメイプルの進化を受け入れようとしていた五人だった。




　しかし、メイプルにはまだ一つ残されたスキルがあった。

　メイプルは今回それを試してみるつもりだったのだから使わずには終われない。

「よし……【暴虐】」

　小さく呟つぶやいたメイプルの体を黒い輝きが包み込む。

　そして、真っ黒な太い光の柱が天井に向かって伸びると、実体を持ちメイプルの両サイドにいた化物に似た姿になる。
















　違うのは何本もの手足が生えている点だった。

　それと同時にメイプルの両サイドの化物は消えてしまった。




　その化物が樹木のボスに突進して摑つかみかかり、その口から炎を吐き出す。

　木に炎はよく効いたようで、化物を倒すためにと根や枝さらには魔法まで使って攻撃する。

　しかし、樹木のボスは化物を倒すに至らないどころか傷一つつけることができなかったのである。

　化物は爪で幹を割き、蹴けりつけて陥没させ、口しかない頭部で喰らいつく。

　しばらくそうして戦っていた二体だったが、結局耐えきれずに樹木のボスが倒れてしまった。

　化物はサリー達の方に向かってのしのしと歩いてくる。

　警戒する五人に向かって化物が口を近づける。

「いやー……これ操作難しいよ！」

　そう言った化物を見て流石に全員の思考が停止した。

「め、メイプル？」

「うん、そうだよ？」

　ノイズ混じりの声で話す化物の正体はメイプルだった。

　皆が困惑する中サリーが元の姿に戻れるかメイプルに聞く。

「んー……ちょっと待ってね」

　そう言ってから数秒後腹部がメリメリと裂けてメイプルがびたっと落ちてきた。

　メイプルが化物から出てくると化物の姿は崩れて消えてしまった。

　汚れを払うメイプルに五人が近寄ってくる。

「できる範囲で説明してくれると嬉うれしいんだけど……」

　サリーも今回は流石に許容範囲を超えてしまったらしく困ったような表情を浮かべる。

「えっとね……あれは装備の効果が全部無くなる代わりに【ＳＴＲ】と【ＡＧＩ】が50増えて、ＨＰが１０００になって、ＨＰがなくなっても元の状態に戻るだけっていう……」

　デメリットは装備の能力値上昇や装備のスキルを使えなくなること、それに一日一回しか使うことが出来ないことくらいである。

　このスキルによりメイプルは死にかけた際の緊急回避が可能になった。

「ああ……遂に本当に人間を辞めたのか」

「ああ、辞めたな。これはもう間違いない」

　比ひ喩ゆなどではなくメイプルは化物になれるようになってしまったのだ。

「操作が難しくて……何ていうかすごい大きい着ぐるみの中みたいな感じ？」

　メイプルはあの状態で細かい操作はできないのである。

「まあ……それ以前のもかなりおかしかったけど」

　サリーは化物が二匹生えた辺りから既に今回もまずそうだと感じていた。

「私でもこれが普通じゃないことくらい分かるわ」

「んー……シロップに乗るより速い……」

「僕はそれで移動するのは止めておいた方がいいと思うよ」

　それはもうモンスターを引き連れた少女という光景ではなく、醜悪なモンスターが急にフィールドを駆け回り始めるというものなのである。

「山奥で練習して戦闘で使えるようにしておくね」

「見たやつが誤解するだろうな……」

　取得してしまったものは仕方なかった。

　三層に向かって歩き出すメイプルを追って残りの面々も歩き始めた。




　三層の町は曇り空に覆われた、機械と道具の町だった。

【楓の木】の面々が三層の町に辿たどり着つき気づいたことがあった。

　それは明らかな違いであり、誰でも気づけることである。

「皆、空飛んでるね」

　メイプルが言うようにプレイヤー達のほとんどが多様な機械によって空を飛んでいた。

「何かのアイテムか？」

「んー……あれじゃない？」

　サリーが指差す先にはゴールドを支払って買うことの出来る様々な種類の機械があった。見ているうちにも一人のプレイヤーが購入して青い光の灯った機械を背負って空へと舞い上がっていった。

「また、変わった階層になりそうだな」

「確かにな。私達も空を飛んで探索するのだろう」

　三層の町での普通を知った【楓かえでの木】の面々は三層のギルドホームへと向かった。











五章　防御特化と勧誘。









　六人は三層のギルドホームに入り部屋や内装を確認する。

　しばらくして構造を把握した全員がオープンスペースに集まってきた。

「おっ、メイプル！　ちょっと話したいことがあったんだ」

「何ですかクロムさん？」

「今届いた運営からのメッセージだ。期間は空くがギルド対抗の戦闘イベントがあるから準備しろってな。それでなんだが……」

「何ですか？」

「時間加速があるらしい。当日欠員が出る可能性を考えるとギルドメンバーを増やすのも……まぁ、アリだと思う」

　クロムの言うことももっともだった。現状【楓かえでの木】は非戦闘員のイズを含めて六人である。

　欠員が出ればイベント攻略が厳しくなることは間違いない。

「うーん……そう、ですね。はい、私もそれがいいと思います」

　メイプルはクロムの意見に同意した。

　メイプルにも人数が少ないことによる弊害を理解することは容易だったのだ。

「俺の知り合いを呼ぶこともできるが……ギルドマスターに任せるべきだからな」

　知り合いにはメイプルを陰で見守る掲示板の人達も含まれていたが、クロムはギルドマスターではないため無理を通すつもりはなかった。

「じゃあ、明日私と一緒にスカウトしに行かない？」

　サリーがそう言ってメイプルの肩を叩たたく。

「んー……そうだね！　行こう！」

　メイプルとサリーは明日誰か新しいメンバーを探しに向かうことにした。




　翌日、二人は人材発掘のために町を歩いていた。

「どうやって探そう？」

「取り敢えず掲示板を見に行こう。ギルドの勧誘とかパーティー募集とか色々書いてあるよ」

「じゃあ、そこに行こう」

　メイプルはサリーの後ろをついていくようにして掲示板のある場所に向かった。




　掲示板のある場所にたどり着くとメイプルは書かれている内容を流し読みしていく。新着の項目から目を通していくとそこには【攻撃特化募集】【毒耐性必ひつ須す】などの文字が大量に並んでいた。

「今は攻撃特化が人気なんだね。やっぱり爽そう快かいだもんね！」

「……まあそうだね」

　サリーも掲示板を見てみるものの、即戦力になるような人はそもそもここでパーティーを募集していたりはしない。

「んー……駄目か。一層の低レベルプレイヤーくらいしかいないや」

　サリーがそう言って掲示板を見るのを止めるとメイプルも同様に止めた。

「じゃあ、一層に行ってみない？　どうかな……？」

　サリーは一層に行くことで戦力を得られる可能性は低いと思ったが、何かをしなくては得られる物もないと分かっていた。

「うん、行こう。ここにいるよりはいいと思う」

　二人は三層に入ってすぐに一層へと舞い戻ることとなった。

　メイプルとサリーが久々の一層の町を歩いているとメイプルがとあることに気づいた。

「何だか……足遅い人多くない？」

　メイプルの言うように足の遅いプレイヤーがあちこちに見られるようになっていた。

「それはメイプルの影響で極振りにした人が多いからかな」

「えっ？　そ、そうなの？」

「そしてその多くが極振りのデータを諦あきらめる」

　サリーは現在の状況を把握していた。

　メイプルは当然そんなことはないのでその言葉に驚く。

「えっ!?　何で？」

「まともに回避も出来ない、なのにＨＰも低い、他にも色々あるけど……一番大きいのは極振りのプレイヤーが何も出来ないことが再認識されて、ギルドやパーティーに入りにくくなったからかな。楽しみが半減しちゃうしね」

　現状極振りで生き残っている強力なプレイヤーはメイプルただ一人である。

　メイプルを再現することは不可能なため増殖した極振りプレイヤーは誰一人としてメイプルに追いつけないのだ。

「ちょっと悪いことしたかな……」

「気にすることないよ。誰だって強い人に憧あこがれる。今回はそれが上手くいかなかっただけ」

「うん……仕方ないね」

「あー……とりあえず掲示板に私達も募集要項を書いておこうか」

「うん、そうしておこう」

　そういった作業はメイプルよりサリーが向いているためサリーが掲示板の方へと向かっていった。

　一人になったメイプルはたまたま空いていたベンチに座ってサリーを待つことにした。

「あー……私が影響してたのかー……」

　メイプルは極振りプレイヤーの件について気になっていた。

　そのためそれに関する単語に敏感になっていたのである。

「うう……またパーティー参加を断られてしまった……やっぱり極振りって駄目なのかなぁ……」

「元気出してお姉ちゃん！　……まだそんなにやってないしデータ作り直そうか？」

「でも……」

　右から聞こえたその声にメイプルがそっちの方向を見る。

　メイプルは立ち上がっていまだ話し続けている二人の少女に近づき声をかけた。

「こんにちは！　えっと……ちょっといいかな？」

　メイプルが声をかけると二人が同時に振り返る。

　二人は背の高さと顔と武器が完全に一致していた。誰もが双子という第一印象を持つだろう姿だった。

　違う点は励ましていた方のプレイヤーが白髪で励まされていた方のプレイヤーが黒髪な所だけだ。

　白髪の方のプレイヤーがメイプルに返事をする。

「えっ……な、何ですか？」

「えっ、えっと……」

　メイプルはそこで言葉に詰まってしまった。そもそも声をかけた理由が曖あい昧まいなのである。取り敢えず極振りに嘆くプレイヤーを引き止めたかっただけだったのだ。

「私達、急いでるので……」

「あっ、えっと……そ、そうだ！　私のパーティー、いやギルド！　ギルドに入らない!?」

「……え？　いや、ありがたいですけど……あなた高レベルプレイヤーですよね？　装備からしても……いいんですか？」

　少女はメイプルに対してほぼ初期装備の自分達は釣り合わないと感じていた。
















「いいのいいの！　私ギルドマスターだから！　それにまだまだ空きもあるしね」

　一応メイプルの一存で加入メンバーを決めることができるのだ。

　二人を入れて文句を言うようなプレイヤーも【楓の木】にはいない。

「ただいまメイプル……ってその二人は？」

「あっ、おかえりサリー！　この二人は私がスカウトしたの！」

「なるほど……メイプルがいいなら私もいいかな。それに、メイプル一人での選択が普通だったことってないし」

「えっ……そ、そう？」

「うん。それじゃあ一層のギルドホームに行こう。そこで話をしようよ」

「そうだね。じゃあ付いてきて？」

「「は、はい」」

　歩き出したメイプルとサリーの後ろを二人が付いていく。




　諦めるギリギリの所だった少女二人に差し伸べられた天からの救いの手。

　それは唯一の極振り成功者との邂かい逅こうであった。
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　メイプル達四人は一層のギルドホームに入ると向かい合って座り話を始めた。

　ギルドホームに来る前にサリーは早速掲示板の書き込みを消しに向かったので、一いつ旦たんこれ以上新たにプレイヤーを募集することはなくなった。

　こういう話し合いはメイプルではなくサリーが対応するので、サリーから質問をすることで簡単な情報を手に入れていく。

　白髪のプレイヤーの名前がユイで黒髪のプレイヤーの名前がマイ。

　レベルは二人とも４でスキルは一つも持っていなかった。

　二人の武器は大おお槌つちで、低身長の二人の１・５倍はあるハンマーである。

「えっと……二人は極振りなんだよね？」

　メイプルが二人に確認する。

「はい、私もお姉ちゃんも【ＳＴＲ】極振りです」

　二人が【ＳＴＲ】極振りにした理由は、現実では体力や筋力に乏しいために、ゲーム内では力一杯動き回りたかったからだった。

「んー……何かメイプルと似てるね？」

「あはは……確かに」

　メイプルも二人と同じようにゲーム内の有利不利にこだわらなかった。

　メイプルを知らなかったのも、メイプルに憧れて極振りにしたプレイヤーではなかったからだった。

「メイプルさんも……極振りなんですか？」

「うん、そうだよ。【ＶＩＴ】極振り！」

　そう言うと二人は驚いていた。

　極振りで成功しているプレイヤーを見たことがなかったからである。

「まあ……メイプルはちょっと……参考に出来ないかな……」

　メイプルも思う所があったのか反論することはなかった。

「どう？　サリー？　入れてもいいよね」

「うん。いいと思う……【ＳＴＲ】極振りはメイプルが入ればデメリットがほとんどなくなるし……一ヶ月の内にレベルも上げれば何とかなるかな」

　サリーの許可も得て、これでユイとマイの加入が決定した。

　メイプルが二人を登録して二人は晴れて【楓の木】の一員となった。

　となれば現在の【楓の木】の活動場所である三層まで二人の行動可能範囲を広げたいところだった。

「今日この後大丈夫？」

「え、あ、はい。大丈夫です。お姉ちゃんも大丈夫だよね？」

「はい、私も大丈夫です」

「じゃあ、私とメイプルと一緒に一気に三層まで行こう」

「「え、ええっ!?」」

　驚く二人を連れてメイプルとサリーは町の外へと向かった。




　町の外に出たサリーがメイプルの方を振り返って言う。

「メイプル。いつものー」

「了解っ！」

　サリーの言うとおりメイプルはシロップを呼び出すと、驚く二人もシロップの背中に乗せて空へと舞い上がっていく。

「落ちないでね」

　メイプルがそう言って二人に注意したものの二人は驚き続けて放心状態になっていた。

「まだまだ序の口なんだよね……慣れさせないと」

　サリーがとりあえず今後の予定を考え始める。メイプルに限らず【楓の木】は尖とがった能力持ちが多いため驚くことが多いのは間違いない。

　メイプルに適応する。これが【楓の木】の新人が真っ先にやらなければならないことだった。




　四人はささっと二層に続くボス部屋に向かうと扉を開けて中に入った。

「ううっ……死んじゃったらごめんなさい」

　マイが呟つぶやく。迷惑をかけたくないという意思が伝わってくる。

「あー……それはない」

「【身捧ささぐ慈愛】！」

　そう口にしたメイプルの髪の色が変わり天使の翼が生える。

　当然二人の思考がフリーズする。

　もう訳が分からないといった感じである。

「今回は私がやるから。座って待ってていいよ」

「りょーかい！　頑張って」

　メイプルがそう言って二人を連れて部屋の端まで寄る。

「…………っ！　だ、大丈夫なんですか!?　サリーさん一人で！　ぼ、ボスですよっ？」

　ユイがメイプルに近づいて訴える。

「大丈夫大丈夫。だって私サリーがダメージ受けてる所見たことないもん」

「「…………え？」」

「始まるよ」

　メイプルが指差した方向では、朧おぼろを呼び出したサリーが鹿に向かって走っていっているところだった。

　サリーに同じ攻撃など通用するはずがなく、体を捻ひねり身を屈めて攻撃を躱かわして鹿に接近していく。

「朧！　【影分身】！」

　サリーがそう言うとサリーの姿が五つに増えてバラバラに鹿に向かっていく。

　これにはメイプルも驚いた。

「朧はそんなことができるようになったんだ……」

「さ、サリーさん凄すごすぎです！　な、何ですかあの避け方!?　しかも分身しましたよ！」

　ユイが興奮した様子でメイプルに話しかける。

「さあ……？　それはちょっと私にも分からないや……」

　そうしている内にサリーを覆う攻撃力上昇のオーラも大きくなっていく。

　魔法とダガーでの攻撃、さらに朧の炎の攻撃も相まって十分と少しで鹿は倒れてしまった。

　戦闘を終えたサリーに三人が走って近づいていく。

「朧も成長してるねー」

「まあね。ささっと二層のボスもやっちゃおう」

　四人はささっと二層に入るとそのままダンジョンへと直行した。

「今回は私は戦わないから」

「ん、おっけー」

　二層のボスはメイプルが一人で倒すこととなった。

　サリーのその言葉にユイとマイは不安げである。

　それも無理のないことで、メイプルは大盾装備のうえ、本人から【ＶＩＴ】極振りだと聞かされている。

【身捧ぐ慈愛】による防御能力は理解した二人だったが、道中も一度も戦闘に参加していないメイプルを強いと思える点は少なかった。

　そんな二人の気持ちをよそに、メイプルは扉を開けるとボスの方へと歩いていってしまった。

「やっぱり、サリーさんが手助けした方がいいんじゃ……」

「わ、私もそう思います」

「うーん。新鮮なリアクションだなぁ」

　サリーはメイプルを心配するプレイヤーなど初めて見たかもしれなかった。

　それ程までにメイプルは広く認知されていた。主に脅威として。

「私の戦闘を凄いと思う？」

「「えっ……は、はい」」

　人外じみた回避能力。強力なスキル。

　鹿との戦いは百人中百人が凄いと言うような戦闘だった。

「今から二人はこの世のものならざる理不尽な何かの戦闘を見るんだよ」

　二人によく集中して見るように言ってサリー自身も歩くメイプルを見つめた。

　二人はよく分かっていなかったが、数十秒後には全てを理解することになる。




「サリーに全部見せるように言われてるし……シロップ！」

　メイプルはシロップを出すと巨大化させて宙に浮かせる。

　その間にボスからの攻撃が直撃するがダメージにはならない。

「【毒竜ヒドラ】【滲にじみ出でる混こん沌とん】シロップ【精霊砲】！」

　樹木のボスに三つ首の毒竜ヒドラと化物の口と光り輝くビームがぶち当たる。

　ボスが怯ひるんでいる内に接近したメイプルがダメージを無効化しつつ大盾を振り抜く。

【悪食】が幹を抉えぐる。ボスのＨＰが大技のラッシュでどんどんと減っていく。

　それでもメイプルの攻撃は終わらない。

「【捕食者】！　【身捧ぐ慈愛】！」

　メイプルの両脇から化物が姿を現しボスに喰らいつく。

　メイプルから天使の羽が生え、化物達を守り抜く。

　ボスは叫び声を上げてメイプルと化物を枝と魔法で攻撃するが全てが無意味に終わる。

「【暴虐】！」

　メイプルから立ち上る黒い光が実体を持ち巨大な化物の姿になる。

　炎を吐き、嚙かみ砕くだき、引き裂いて遂にボスをボロボロにした。

　一方的な蹂じゆう躙りん。最早ボスがどちらか分からない状況だった。




「ふー……終わった終わった」

「メイプル。取り敢えず元の姿に戻って」

「ああ、ごめんごめん」

　メイプルが化物の腹部から落ちてくると化物は消えてなくなった。

「じゃあ、三層に行こう！」

「そうだね」

　サリーが返事をするとメイプルは真っ先に歩き出した。

　サリーはユイとマイの方を見て話し出した。

「うちの最高戦力。ね？　私が普通に見えるでしょ？」

「「…………」」

　処理能力をオーバーした二人は間の抜けた顔でその場に立ち竦すくむばかりである。

「でも、メイプルと二人には共通点があるし。もしかしたら……二人もああなるかもしれないね」

　サリーは呟くとユイとマイの手をとり、三層に向かって歩き出した。











六章　防御特化と強化。









　メイプルは三層のギルドに着くと、ユイとマイを新たなメンバーとして、嬉うれしそうに全員に紹介した。

　ユイとマイはとりあえず今日のところはこれでログアウトするとのことだ。

「二人のレベルは多少上がったけど、まだまだ足りないから……んー……メイプルと二人は次はいつ一緒にログインできそう？」

　三人は次にログインできる日を話し合って予定を合わせた。

「メイプル。ちょっと耳かして」

「んーなになに？」

　メイプルの耳元でサリーが何かを話す。

「…………おっけー！」

「じゃあ、用意しておくね」

「うん、分かった」

　ユイとマイはメイプルとサリーのやり取りに疑問符を浮かべながらその日は解散することになった。




　日を改めて予定通りに集まった三人。

　その中のユイとマイにサリーはアイテムを手渡す。

「はい、二人にはこれ」

　そう言ったサリーからユイとマイに顔全体を覆い見えなくする頭装備が渡される。

「メイプルの指示に従って使ってね」

　二人は頷うなずいて答える。

「それじゃあ、ついてきて？」

「「は、はい！」」

　メイプルと二人がギルドホームから出ていく。残されたサリーはサリーでやることがあるため即ログアウトという訳にもいかない。

「クロムさんも行くんですか？」

　メイプルとは別だろう目的でギルドから出て行こうとするクロムにサリーが声をかける。

「まあな。カスミはもう行ってるぞ」

　現在の季節は夏だ。そして、夏のある期間中は全モンスターがアイテム【スイカ】を低確率でドロップする。

　これを集めることでギルドにサポート性能を付けることができる。

　つまりステータスアップだ。今回のアイテムでは【ＳＴＲ】【ＡＧＩ】【ＩＮＴ】のステータスをそれぞれ最大十伸ばすことができる。塵ちりも積もれば山となると言うように、これも毎回きっちり上げておくことで無視できない値になることだろう。

「メイプルには二人のレベル上げに行ってもらったので、私達はギルドの強化ですね」

「あの二人がどうなって帰ってくるか……【ユニークシリーズ】を取りに行く訳でもないんだろ？」

「まあ、取り敢えずはレベル上げです。人目につかないように一層に向かって貰もらいましたが……」

　サリーが言う人目につかないようにというのにはもちろん理由がある。

　それをクロムに言うとクロムも確かにそうだと苦笑いをしていた。

　メイプルは一層の中でもプレイヤーがほとんどいないエリアにやってきていた。

　それはかつてメイプルが毒竜ヒドラと戦ったダンジョンの前である。

「このダンジョンを攻略するんですか？」

「うん、そうだよ。二人ともあれ装備して？」

　二人はメイプルに言われた通りに装備する。

　これで顔は覆われて人相は分からない状態になった。

「【身捧ささぐ慈愛】！」

　メイプルの体から天使の羽が生え、神々しい光とともに髪の色も変わっていく。

　一度見たことのある二人は今度は驚くことなく綺き麗れいだと感じることが出来た。

「【暴虐】」

　しかし、その感動もつかの間。

　メイプルは醜悪な化物に変わってしまった。残っているのは【身捧ぐ慈愛】の効果だけである。羽も消えてしまった。

「乗って！　あ、ボスには一撃入れてね」

　メイプルと違い力の強い二人はメイプルだったものの背中にしがみつく。

「あ、あと、人に見られた時のために私は化物に徹するからよろしくー」

　二人の人相を隠したのは二人からギルドを、ギルドからメイプルを特定されないためであり、全てはメイプルの変身後がモンスターとして認識されメイプルに繫つながらないようにするためである。

　切り札はギルド対抗イベントまで隠しておかなければならない。

「「えっ？」」

「グガ、ゲゲガ！」

　そう言うとメイプルは洞どう窟くつ内に飛び込んだ。

　決してそこまで徹する必要はなかったがそれは気分というものだろう。

　道中のモンスターを轢ひき殺ころしてボス部屋の扉を開けると毒竜ヒドラ向かって一直線に進んでいく。




　あわれな毒竜ヒドラの結末は一度目の勝負と同じく喰くい千切られての敗北となった。

　倒される前にユイとマイの一撃も入っているためユイとマイのレベルも上がる。

　そして、ここからが大事なところだ。

　メイプルの視界には以前とは違い二つの魔法陣が見えている。

　一つは町へ、一つはダンジョンの入り口へ。

　サリーから教えられたことに、二回目の攻略からはダンジョン入り口への魔法陣が追加されるというものがあった。

　メイプルはダンジョン入り口に戻る方を選んだ。

　攻略者がダンジョンから出た時にボスは復活する。

　そう、今回の目的は毒竜ヒドラボスのダンジョンの周回である。

　毒竜ヒドラのダンジョンは一層にしては難易度が馬鹿げた高さなのだ。

　さらに、極振りが増えた今は町からも遠いためにプレイヤーがいっそう寄り付かなくなっていた。

　さらにさらに、毒竜ヒドラのダンジョンは、ボス部屋までの道中が短かった。

　これらがメイプルには好都合だった。

　誰もいないダンジョンを爆走しては毒竜ヒドラを喰らい、引き裂く。

　ユイとマイのレベルがぐんぐんと上がっていく。

　ルートを覚えているメイプルが迷うことはなく、その歩みを止められる同レベルの理不尽など存在しなかった。




　メイプルは一周三分と少しという驚異的スピードでダンジョンを周回し続けた。

　そうやって周回していたメイプルが時間を確認したある時、一つの感情が芽生えた。

　そう。

　何となく二分台に乗せたいというものである。

　そこに深い理由はなかった。しかし、もうあとほんの数秒縮められれば二分台である。

　メイプルは同じことを繰り返すうちに別の部分に楽しみを見出し始めていた。

　コーナーで膨らみ過ぎず、モンスターとの接触は全て炎で先に倒すことで防ぎ、減速をなくす。

　ボス部屋の扉は最速で開け、ボスを全力で倒す。




　これを意識した上でトライすること数回、メイプルは二分台に辿たどり着ついた。

　それでもまだ縮められる部分があると感じていた。

　それは毒竜ヒドラを倒す部分である。

　そこでユイとマイにも目いっぱい攻撃させることで短縮出来ると考えたのだ。

　そして、それを実行すること数回。

　ユイとマイのレベルアップで攻撃力が伸びたある時、メイプル達は二分三十秒を切ることに成功した。

「よおおおおっし!!」

　メイプルがノイズの混じった声で叫ぶ。

　そこに何の報酬もなかったがメイプルは達成感に満たされていた。

「「メイプルさん！　メイプルさん！」」

「ん？　何？」

「「これ……」」

　二人がステータスを見せてくるためメイプルがそのステータスを見る。

　顔の部分に目は無いが、何故か見えるのである。

「えっと……【破壊王】？　と【侵略者】？」

「えっと……【侵略者】は一定時間以内にボスを規定体数倒すことで出ます。ステータスの【ＳＴＲ】がかなり必要です。【破壊王】はダンジョンのクリアタイムが原因です。これも【ＳＴＲ】がかなり必要です」

　メイプルは【暴虐】でステータスを上げているものの、それは本来のステータスではないため取得できる可能性はゼロだった。

　ユイとマイがその後も詳しく話してくれたためにメイプルにはあることが分かった。






【侵略者】




このスキルの所有者のＳＴＲを二倍にする。【ＶＩＴ】【ＡＧＩ】【ＩＮＴ】のステータスを上げるために必要なポイントが通常の三倍になる。




取得条件




一定時間内にボスを規定体数倒す。要求【ＳＴＲ】値百以上。








　つまり【侵略者】は【絶対防御】の【ＳＴＲ】置き換え版だということである。

「んー……カスミはいらなそうだし、クロムさんもいらないし、サリーもデメリットを嫌がりそうだなぁ」

　攻撃に振っているメンバーは他のステータスも大事にしているため、成長に制限のかかるスキルは歓迎されないだろう。

「【破壊王】は……何か凄すごいね」






【破壊王】




両手の装備スロットを必要とする武器が片手で装備可能になる。




取得条件




規定時間以内にダンジョンをクリア。要求【ＳＴＲ】値百以上。








　つまり、双剣のように二本の大おお槌つちを装備することができるのである。

「もうちょっと周回したら帰ろうか」

「「はい！」」





◆□◆□◆□◆□◆






　そうして毒竜ヒドラのダンジョンを、数えきれないほど周回した三人はようやく周回を終えてダンジョンを出た。

　メイプルは背中に乗せたユイとマイを下ろすと人の姿に戻り、ぐっと伸びをする。

「ふー、疲れたあ。でも、結構楽しかったな」

「あ、えっと、メイプルさんありがとうございます！　おかげでレベルもかなり上がりました」

　ユイが振り返ってぺこっと頭を下げる。それを見てマイも同じようにお礼を言いながら頭を下げた。

「うん、よかった！　でも、聞いた話だともっともっとレベルが高い人もいるみたいだし、私はまだまだ低い方だし……一番高い人は61だってサリーが言ってた」

「ろっ、ろくっ……!?　と、とても、すごいです……」

「お姉ちゃんは今レベルいくつだっけ？」

　メイプルの言葉に驚いて目を丸くする二人だったが、レベルの話から連想したのか、ユイが自分達はいまどれくらいだったかを尋ねた。

「ユイと変わらないと思うけど……えっと、20だよ」

　マイは未だ慣れない手つきでステータスを開くとユイに見せる。

　ユイはそれを見ながら自分のステータスも開いていたが、何かを思いついたような表情を浮かべた。

「あ、そうだ！　改めてメイプルさんにステータスを見せておかない？　お姉ちゃんも、いい？」

「そうだね。私は……うん、大丈夫」

　マイがそう言いながら頷うなずく。

　二人はメイプルの方に少し近づいて開いたステータスをそれぞれに見せてくる。






マイ




Ｌｖ20　ＨＰ　35／35　ＭＰ　20／20

【ＳＴＲ　１６０〈＋25〉】　【ＶＩＴ　０】

【ＡＧＩ　０】　　　　　　　【ＤＥＸ　０】

【ＩＮＴ　０】










装備




頭　　【空欄】　　　体　【空欄】

右手　【鉄の大槌】　左手【鉄の大槌】

足　　【空欄】　　　靴　【空欄】

装飾品【空欄】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




【侵略者】【破壊王】













ユイ
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スキル




【侵略者】【破壊王】








　二人のスキルやステータスは、二人の見た目と同じように全く同じものだった。

「あ、戦闘中スキルを使ってなかったのは、そもそもなかったからなんだね」

「はい……攻撃を当てる前にすぐに倒されてお金も稼げないので、巻物は買えなくて……」

「モンスターを倒して手に入るスキルもお姉ちゃんと私だと難しいので、ギルドに入ろうと思って……」

　基本的にモンスターはある程度は素早いものである。

　メイプルのように、先手で広範囲に毒を撒まくようなことをしなければ、ある程度攻撃を捌さばく必要が出てくる。

　メイプルの場合捌く必要がないため、モンスターから近づいてきてくれることは歓迎だが、ユイとマイはそうはいかないのだ。

「アイテム採取のためにフィールドへ出ても、モンスターから逃げられなくて倒されてしまうので……」

「だからキャラを作り直すか考えていたところだったんです」

　最初に武器をグレードアップさせるところから始めてしまったのもあり、手助けがなければかなり苦しい状況だった二人だが、メイプルと出会ったことで大きく前進したと言える。

　極振りのまま進んでいける程には強くなったのだ。

「後は……装備はイズさんに作ってもらおう。えっと、ちょっと待ってね」

　メイプルは青いパネルをぱっと出して装備を切り替えていく。

　そうして、メイプルは装備をイズに作ってもらった白い鎧よろいに変えた。

「これが一番最近作ってもらった装備！　他にも盾も作ってもらったし、二人の装備も頼んでみよう？」

「大丈夫ですか……私達お金も……」

　マイが所持金とインベントリの中の素材を確認しつつおずおずと言う。

　ユイとマイのインベントリには今までにはないほどに素材が入っているものの、それでもメイプルの装備している鎧や盾の豪華さを見ると、どうにも所持金は足りそうになかったのだ。

　ユイもそう思ったようで、少し表情を暗くしている。

　そんな二人にメイプルは笑顔を見せながら話しかけた。

「大丈夫大丈夫！　私もお金がない頃に装備を作ってもらったこともあるし！　それに、足りなかったら私が手伝うよ。私もサリーに手伝ってもらったんだ」

　メイプルは【白雪】を作ってもらったことを思い出しながらそう言った。

「ふふふ、まだまだやることはいっぱいあるよ！　でも、とりあえず……三層のギルドホームまで戻ろっか。装備のこともあるし！」

　メイプルがリーダーらしく方針を固めると二人も声を揃えて、はいと返事をした。

「ギルドの皆さんにも新しいスキルのことは話さないとですね！」

「あのスキル二つがあればもう即戦力級だよ」

「そうだと……嬉うれしいです」

　三人はそんな話をしながらあまり人目につかないルートを通って帰っていった。




　三人がギルドホームへと戻ってくると、ちょうどギルドホームに戻ってきたばかりのカスミとサリーが話していた。

　二人はメイプル達に気づいて話をやめると近づいてくる。

「おかえり。どう、メイプル？　二人のレベルは上がった？」

「もちろん！　まだそこまで高いわけじゃないけど……でも結構上がったよ！」

「まあ、まだ少し時間もあるだろう？　一度に三層クラスまで上げるのはつらいものがある」

　メイプルがレベルは20まで上がったと話すと、カスミとサリーは十分だと頷いた。

　メイプルが二人に覚えさせるスキルについて、どんなものがあるかカスミとサリーに聞いているところで、すっとユイが近づいてきて、注目を集めたところで話し始める。

「あ、あの！　私達とりあえずこのスキルは手に入れました」

「んー見るよ？」

「私も見ておくとしようか」

　カスミとサリーがユイのスキルを確認する。メイプルの手助けによって手に入ったそれは、今後の二人の強化方針を大幅に変える程強力なものだった。

「えっ、と。そう、分かった。見せてくれてありがとう」

「すまないな」

　二人がそう言ってユイから離れてメイプルの方をじっと見る。

「え、な、何？」

「いやー期待通りというか期待以上というか……」

「私の予想は超えていったが……」

「とりあえず、そのスキルがあるならちょっと今後のことを考えないとね」

　サリーはユイとマイを本格的に戦力に数えるのは当分先だと思っていたが、メイプルの手によって二人は即戦力レベルになったため考えを改めたのである。

「ん、じゃあまあ【破壊王】だっけ？　そのための装備の準備は早めにしておかないと駄目だね」

「あ！　そうだったそうだった。装備のこともあって戻ってきたんだよ」

「イズは奥にいたはずだ。私が呼んでこよう」

　カスミはスタスタと奥へ歩いていき、しばらくするとイズをつれて戻ってきた。

「えっと、ユイちゃんとマイちゃんだったわよね？」

「「はい、そうです！」」

「えっと、一応スキルを確認させてもらってもいいかしら……？」

　二人はイズの頼みを聞き入れてステータスを見せる。極限まで攻撃力に特化した能力値に、攻撃のための補助スキルが二つだけのステータスがイズの目に入ってくる。

　イズは【破壊王】のスキル内容を読み込むと一つ頷うなずいた。

「なるほど。ならまずは一本……いえ、私達のギルドだと余っているし、これね」

　イズはインベントリから合計四本の大おお槌つちを取り出すと、二人に二本ずつ手渡した。

「あげるわ。とりあえずそれを使って。少しだけ当たりやすいようにできている大槌よ」

　ユイとマイはそれぞれ渡された大槌の能力を確認し始める。






『クリスタルハンマー』




【ＳＴＲ＋25】【体積増加】










【体積増加】




対象のサイズを大きくする。

効果時間三十秒、再使用まで一分。








　要は大槌の先端を巨大化させることで当たりやすくするスキルである。

　二人の攻撃は当たりさえすれば致命傷レベルなため、このスキルは有用だった。

「えっと、い、いいんですか？」

「そうです……こんなすごい……」

「いいのよ。それなりに強いとはいえ、私達のギルドには使い手がいなくて余っていたもの。それに……」

「「それに……？」」

「もっといい装備を作ってあげるわ。それについての話もしたいわね」

　何から何まで与えてくれるイズに申し訳なくなって、ユイとマイはどうしようといった風に困った表情を浮かべ顔を見合わせる。

「いいのよ。今はもらっておいて？　先行投資といった感じかしら。その分いつかどこかで活躍してくれればいいのよ」

　イズがそう言うとユイとマイは決意を固めたように一つ頷いた。

「「はいっ！　きっと役に立ってみせます！」」

「ふふっ、なら、まず装備のデザインでもしましょうか。奥に来て？　どんな装備にするか決めましょう」

　イズはもといた工房の方へと歩き始めた。

「えっと、皆さんありがとうございます！」

「頑張りますっ……！」

　二人はカスミとサリーとメイプルの方に向き直り揃そろって頭を下げると、手を振る三人に見送られてぱたぱたとギルドホームの奥へと消えていった。




「ふぅ……さて、メイプル。本当、どう鍛えたらああなったの？」

「ああ、どうやったと言うんだ？」

「洞どう窟くつを【暴虐】で駆け抜けたんだよ！　モンスターは体当たりで倒して……頑張って速くなるようにしたよ！」

　メイプルの思う最善はどうにも一般的には思い至らないことが多いようだった。

　要は定石から少し外れてしまっているのである。

「あ、後は戦闘とかはどんな感じだった？」

　サリーがメイプルにそう聞くとメイプルは首をかしげる。

「あーえっと、攻撃とか回避とかはどんな感じだった？」

　メイプルはサリーの質問に答えるために周回中のことを思い出そうとする。

「うーん……あのドラゴンあんまり動かないからなあ。でもあんまりすごくはなさそうだった？　かも。二人もモンスターを倒すのが難しいって言ってたし。回避は、うー……私と同じくらい？」

　メイプルが思い出しながら情報を伝える。

　サリーはそれを聞いて、ある程度予想通りだったと返した。

「【ＡＧＩ】もゼロだし回避は仕方ないかな。盾も持てないしね。となると私の役目はある程度回避と、あとは攻撃か」

　メイプルがレベルを上げてくれたため、サリーは技術面のレベルアップを担当する訳である。

「回避ができなくともこのギルドなら生き残れるような気もするが……できるに越したことはないからな」

【楓かえでの木】には大盾使いのトップツーがいるのである。

　さらにメイプルはつい最近【身捧ささぐ慈愛】を覚えたため、より防御性能は上がっている。

　生き残り続けるならばユイとマイほど恐ろしい存在はそうそういないだろう。

「今後の成長に期待というところだな」

「私もちゃんと教えられるように準備しておかないと」

「私も私でレベルを上げないといけないし……忙しいね！」

「忙しいくらいが楽しくていい感じじゃない？」

「そうかも！」

　やることは多くなっていく一方であるものの、メイプルは一層楽しそうに笑ったのだった。




　メイプル達三人が話している頃に、ユイとマイはイズの後をついて行き、イズの工房の前までやってきていた。

「ここよ、入って」

　イズが扉を開けて中へ入っていく。

　中は広い部屋である。

　一角にはイズが装備のデザインをしているのだろう机や、壁に掛けられた武器や防具、そして鍛冶の道具とその成果がいくつもある。

　さらに別の一角にはポーションを作るのだろうフラスコや、いくつもの宝石やクリスタルが入った木箱、何かを育てているプランターに、ミシンなどあれもこれも生産することができそうな道具があった。

　イズは椅子を二つ持ってくると、自分も作業机の前にある椅子を引いて、くるっと向きを変えて座った。

「さて、座って？　どんな装備にするか決めていきましょう」

「はい！」

「お願いします」

「そうね。まずは分かりやすい所からいきましょう。装備の能力からね」

「どうする？　お姉ちゃん」

「どうしよう……でも、スキルも手に入ったから……攻撃力を上げていく？」

　二人は少し前に極振りを止めようと思っていたところだったが、メイプルとの出会いによりこのままで進む道が見えてきてしまったのである。

　そのため二人は迷っていた。

　どうすれば一番役に立つことができるかと考えると、装備の方向は迷いどころだったのだ。

「迷った時はやりたいようにするのが一番よ。メイプルちゃんもそうだわ」

　やりたいようにやった結果のいくつかを見ているイズはどこかしみじみとそう話した。

「なら……」

「そうだね。初志貫徹！」

　二人は方針を固めて同時に答えを出した。

「「攻撃特化でお願いします！」」

　二人がそう言うとイズはにっこりと笑ってメモを取り、次の話を始める。

「さあ次はどんな装備にするか、見た目を決めましょうか。長い間使う装備になると思うからじっくりとね」




　イズは二人の話を聞きながら箱の中から装備をいくつか取り出して見せ、時間をかけてデザインを固めていく。

　しばらくしてイズはメモを取っていたペンをコトっと置くと、一区切りついたという風に一つ大きく息を吐いた。

「はい。分かったわ、これで大丈夫よ。少し待っていてね？　すぐに作ってあげるわ」

　そう話すイズは、すぐにでもこれを作り出したいというような、やる気に満ちた目をしていた。

「えっと……本当にお金とかは大丈夫なんですか？」

「大丈夫よ。でも、気になるならいつか余った素材があれば渡してくれれば嬉うれしいかしら」

「分かりました！」

「頑張りますっ！」

「うん、頑張ってね。二層と、あと三層にも面白いものがいくつもあるから見て回るといいと思うわ。言った通り、すぐに完成させるから、少しだけ外で待っていてくれるかしら？」

「「はい！」」

　そうして二人が工房を出ていった後で、イズは早速保管している素材を、いくつも引っ張り出して製作に入った。

「他のギルドメンバーはあまり工房にこないから……よし！　全力で作るわ」

　イズは休むことなく、そして何より楽しそうに装備の製作を進めたのだった。楽しんでいたのもあってか、装備は予想以上に早く完成することとなったのである。




　工房を出た二人は言われた通りしばらく待った後、すごい速さで完成した装備を驚きながら受けとった。それぞれの髪色に合った黒と緑、白とピンクの装備は、フリルやリボンがいくつもあしらわれており、可愛いものとなっている。ただ、大槌に限り、素材が不足していたためもう少し後ということになったのだった。そして今度はさて何をしようかとギルドホームのエントランスまで戻ってきたが、そこには既に先ほどいた三人の姿はない。

「皆どこか行ったみたい……？」

「そうみたいだね。わっ!?　私達二時間以上話してたみたい」

　時間を確認すると二人が工房へ向かった時から二時間が経過していた。

「今日はもう終わっておく……？」

「うーん……お姉ちゃん。もうちょっとだけやっていい？」

「……？　二層か三層を見て回るの？」

「違うよ。ほら、二つも武器を持てるようになったんだし。試してみたいんだ！」

「そう……だね。うん、いいよ」

「ありがとう！　お姉ちゃんっ」

　二人は一層まで戻って、今まで上手くいかなかった戦闘を試してみることにしたのである。




　こうして一層の見慣れた場所まで戻ってきた二人は、今度は戦闘のできる場所を探し始めた。

「人目につかない所じゃないとだめだよね」

「うん……その方がいいと思う」

　二人はフィールドから出てすぐに目の前に伸びる広い道を逸れて、プレイヤーの少ない山の方へと歩いていく。

　モンスターがよく出る見通しの悪い場所を避けながら、町からゆっくりと離れていく。

「ユイ、気をつけて」

「うん、お姉ちゃん」

　二人は【体積増加】のスキルを発動させることを常に意識しながら、モンスターが見えると気づかれないように離れるのを繰り返して、ようやくプレイヤーのいない場所までやってくることができた。

　二人がやってきた山の麓ふもとには高い岩が真っ直ぐに伸びる岩石地帯がある。

　それなりに遠い上に経験値や素材もいいものが少ないため、プレイヤーの数は少ない場所だった。

　二人がそれを知っていた訳ではなかったが、やりたいことをやるためには好都合だった。

「誰もいない……？」

「うん、いない！」

　二人は周りを確認するとインベントリを開いて、イズから貰もらった大おお槌つちを恐る恐るといった感じで装備する。

「わっ、ほ、本当に装備できる……」

「片手で一本ずつ持つのって凄すごい変な感じだね」

　二人は大槌二本を装備するとそれを構えて、警戒しながら岩の向こうを確認し、モンスターを探し始める。

「……！　ユイ、いた」

　マイが指差した先には、いくつものゴツゴツとした岩がくっついてできた二メートルほどのゴーレムの姿があった。

　防御力が高そうに見えるモンスターではあるものの、ここまで来ておいて戦わない理由はない。

「うん、いくよお姉ちゃん」

　ユイもモンスターを確認すると、戦う意思を見せる。

　声をかけられたマイは少し緊張した様子で小さくコクリと頷うなずいた。

「お姉ちゃん！」

「うんっ！」

　二人は岩陰から飛び出てゴーレムの方へと走っていく。

　ゴーレムも二人に気づいたようで重い足音を響かせて二人に近づいてくる。

「「【体積増加】！」」

　大きくなった大槌がゴーレムに向かっていくものの、それはきっちりとバックしたゴーレムの手前をすり抜けていく。

　ゴーレムはそのまま突進に移り、拳こぶしを真っ直ぐに振り抜こうとする。

「ユイ！」

「分かってるっ！」

　上手い攻撃とは言えない動きではあるものの、二人はもう片手の大槌を横よこ薙なぎに振るう。

　そして、大槌はゴーレムの太い腕を粉々に吹き飛ばし、そのまま胴体を打ち据えて砕き割った。

「えっ……」

「本当に!?」

　たった一撃をヒットさせただけでゴーレムは光となって消えていった。

　あまりにもあっけなく、簡単に倒せてしまったことに二人はその場に立ち尽くす。

「す、すごい攻撃力が上がってるよ！」

「うん！　今までは一回当ててもほとんど倒せなかったのに！」

　武器を二つ装備できるようになったことで、攻撃力が上昇していること。そしてメイプルとの周回によってレベルが上昇していることもあるが、何と言っても【侵略者】が大きかった。

　このスキルによって【ＳＴＲ】が二倍になっていることで、ギルド加入前と比べておよそ三倍の攻撃力を手に入れられているのである。

「すごい！　すご……あっ……」

　自分の成長に喜んでいたユイだったが、その喜びも束の間のことで、背中側から飛びかかってきた蛇型モンスターの嚙かみつきによって、反応する前にあっけなくＨＰをゼロにされてしまった。

　フィールドにはモンスターがいくらでもいるのである。

　戦闘に慣れていない二人の索敵はまだまだ甘かった。

「ユイっ！」

　光となって消えていくユイを見ながらマイは二つの大槌を振り抜くが、するりとそれを躱かわしたモンスターはそのままマイに体当たりをしてマイを吹き飛ばす。

　マイは強く地面に叩たたきつけられて土つち埃ぼこりを上げて転がっていく。

「ううっ……」

　その攻撃にマイが耐えられるはずもなく、マイの体はユイと同じように光となって消えていき、目を開けるとそこは一層の町だった。キョロキョロと周りを確認すると、隣には既に大槌を一本しまったユイが立っていた。

「お姉ちゃん、大丈夫？　とりあえずしまって」

「あ、う、うん……ごめん」

　マイは青いパネルを出すと大槌を一本インベントリにしまい込んだ。

「ゴーレムはゆっくりだったから当てられたけど」

「うん……あんなに速い動きのモンスターだと当てられないよ」

　課題点の多くは何も変わっていないのである。回避はできないままであり、攻撃もまだまだ下手な部類であることは間違いない。

「でも、当てられれば倒せそうだと思う……」

「お姉ちゃんもそう思う？　私も！」

　唯一にして最も重要な進歩。

　それはとりあえず攻撃を当てられさえすれば倒せるだろうということである。

　二人が今まで攻撃を命中させたことがあるモンスターは、比較的町の近くにいる昆虫タイプが主である。

　それと比べればはるかに強そうで、防御力もありそうな見た目をしていたゴーレムを、一撃で倒しきることができたというのは二人の自信になった。

「それに、イズさんがもっと攻撃力を上げるための大槌を作ってくれるんだよ！」

「そうだね……うん！　ならもっと戦いやすくなる！」

　二人の装備は未だ大槌二つだけである。

　少し前までは塞ふさがっていた強くなるための道が、今はもう開けているということを二人はついに実感した。

　メイプルがそうだったように、やりたいことが多くなればそれだけ忙しくも楽しくもなるのである。

　二人は今までで最も楽しいと感じることができていた。

「あ、そうだ！　お姉ちゃん！　私達が持ってる分の毒竜ヒドラの素材を売れば、スキルの巻物も買えるんじゃない？」

「……！」

　マイは目を見開いてからうんうんと首を縦に振る。

　今までは足りなかったお金に関しても随分と余裕ができたのである。

「スキルで攻撃できれば……」

「もっと攻撃力を上げられるよ、お姉ちゃんっ！」

　二人は目を輝かせて、巻物を売っている店へと走っていった。




　二人がまともに入ったことがなかったその店には壁一面に巻物が並んでいた。

「まずは、素材を売ろう？」

「うん！　そうだね。いくらになるかな」

　二人は素材を半分ほど売り、五千ゴールドを手にした状態で巻物の値段を確認する。

「えっと……攻撃スキルがいいよね？」

「うーん。多分そうだと思うけど……でも、どれが強いのかな？」

　二人は同じスキルを二つ購入することに決めていたため、五千ゴールドまでで二つ手に入るスキルを探していく。

「じゃあ……これ？」

「うん、それにしよう。他にどれがいいかとかは、サリーさんとかメイプルさんにまた聞いてみようよ」

　二人は所持金全てを使い切らずに一つだけ攻撃に使えるスキルを買うことにした。

「【ダブルインパクト】でいいよね」

「うん、いいよっ！」

　二人は思い切ったようにそう言うと、揃そろった動作でそれを買ったのだった。




　二人は店から出ると早速巻物を使い、【ダブルインパクト】を取得する。






【ダブルインパクト】




大槌による二連撃。

さらに小さな衝撃波を生み出しダメージを与える。








　二人は本来一本のはずの大槌を二本持っているため、このスキルを二人同時に使うと、並みのモンスターならば即死するレベルの一撃が八回放たれることとなる。

　さらに、今の二人の攻撃力なら、追加効果の小さな衝撃波ですらかなりのダメージを与えるだろうことは二人にも分かっていた。

「試してみる……？」

「うん！　そうしようよ！」

　二人はそうして再びフィールドに繰り出していったのである。




　そうしてプレイヤーのいない場所まで行くと、そこで新しく取得したスキルを使った。

　新しく手に入れたスキルの衝撃波はそれだけでも十分モンスターを倒し得る威力を持っており、一撃を当てればいいというスタイルは簡単で二人にもやりやすかった。

　ただ、二人は何体かモンスターを倒したところでまた攻撃を受けて倒されてしまう。

　再び町に戻ってきたものの、二人の表情は嬉うれしそうだった。

「ふー、でも楽しい！　もう一回行かない？」

「うん！　……うん？」

　もう一回フィールドへ出ようとしていた所で、マイが何かを思い出したように青いパネルを出す。

　そして、すうっとマイの顔色が悪くなった。

「え、ど、どうしたのお姉ちゃん！」

　ユイがマイを心配して近寄ってくる。

「ユイ、も、戻ろう？　戻らないと……」

　マイがそう言って指差す先には時計があった。

「[image: ]あっ……！」

　ユイが見たくないものを見たというように目を細める。

　夢中になって町を回り、フィールドへ出て遠くまで歩いていった結果、随分と時間が過ぎてしまっていた。

　いつもならそろそろ止めようとする時間をはるかにオーバーして、親に怒られる可能性が高い時間すらオーバーしているのだから、どうなるかはもう分からない。

「早く……！　戻ろう……？」

「う、うん！」




　二人は慌ててログアウトし、それぞれの部屋で目を覚ます。

　廊下を挟んで向かい合った部屋の扉は同時にそうっと開かれて、二人が顔をのぞかせると、そこには静かに笑みを浮かべる母親がいた。

「「ひぅっ！」」

「おはよう二人とも。ちょっとだけお話ししましょうか。下りて来なさい」

　それだけ言うと階段を下りて一階へと戻っていった。

「いいことばかりじゃ……」

「ないってこと……」

　自分達の不注意を後悔しつつ、マイは諦あきらめたように、ユイは言い訳を考えつつ足取り重く一階へと下りていったのだった。
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　毒竜ヒドラをボコボコにして三層のギルドホームに帰ってきたメンバーのユイとマイは翌日、いつもよりも少し時間を気にしつつ、サリーと共にギルドホームに属するとある施設内にいた。

　そこは結構な広さの部屋で【訓練場】と呼ばれる場所である。三層に到達したことにより開放された施設で、魔法陣に乗って転移した先である。

　ここではＨＰはゼロにならずスキルを使うことも出来るが、新たにスキルを取得することは出来ない。

　まだイズが納得のいく大槌を作れていないため二人の武器は間に合わせの大おお槌つち二本だ。それぞれが両手に一本ずつの大槌を持って待機する。

「この【訓練場】なら誰にも見られず鍛えることが出来るね」

「何をするんですか？」

「その大槌二本をある程度まともに使えるようになりたいんでしょ？」

「「はい……」」

　遥はるかに強くなった二人は一層で人に見られないように二本の武器で戦ったが、全く上げていない【ＡＧＩ】では回避が上手くいかず思ったように戦えなかったのだ。

　一撃死させることが出来る力を手に入れたものの、一撃死させられてしまうＨＰだということは変わっていない。

「私が回避を教えてあげる。二本の武器の扱い方も。ギルド的には貫通攻撃の回避は身につけて欲しいのが本音かな」

　貫通攻撃さえ回避できればメイプルと共に戦うことが出来る。

「で、でも私達サリーさん程速くないです……」

　ユイの言うことはもっともで、サリーと二人では【ＡＧＩ】に差があり過ぎる。

　二人では回避しにくいのは当然だ。

「確かにどこから斬られるか分からない状況でその攻撃を回避するのは難しいと思うよ。だけど……スキルは決まった動作をなぞるだけ。なら、ミリ単位で避けることも出来る」

「「そ、それは……」」

　ユイとマイは思った。

　言うは易し行うは難しである。

　それが出来れば全員がスキルを回避出来ることになってしまう。

「まあ、流石にまだ無理だと思うけど。でも……【貫通攻撃スキル】は違う」

「えっと……どこが違うんですか？」

「【貫通攻撃スキル】は私が知る全てのスキルで発動までにほんの僅わずかな【タメ】の時間がある」

　サリーが言うには他のスキルが名前を言いきってから即発動なのに対し、貫通能力を持つスキルのみ注意しないと気づかないくらいの遅れがあるとのことだ。

　二人に説明し終えるとサリーはインベントリから紙を二枚取り出した。

「私がかき集めたありとあらゆる【貫通攻撃スキル】の名前がそこに載ってるから、一ヶ月の内にそれを全部覚えておいて」

「「は、はい！」」

　貫通攻撃スキルを発動するまでの僅かな間の利用、さらにスキル名を記憶しておくことで先手を打って回避に移ることが出来る。

「でも……それでもまだ足りない」

「そ、そうなんですか？」

　不安気に聞くマイにサリーはインベントリに並ぶ多くの木製のアイテムのうちの一つを取り出しつつ答える。

「イズに作ってもらった槍型の棒。これを私が振るうから……実践練習だね」

「えっ……？　サリーさんは短剣のスキルしか使えないんじゃ……」

「うん。だから、動きと速度。全部覚えて練習して……再現出来るようにした」

「「えっ……？」」

　サリーのしたことは人間業ではなかった。もはや異常としか言いようのない噓のような現実。

「二人はここに来る間に役に立つ為なら『何でもする』と。そう言ったよね？　だから……回避出来るようになるまで頑張ろう？　なーんて」

　ユイとマイの一人目の師匠はメイプルであり、メイプルは二人にその異常性を受け継がせ。

　二人目の師匠となったサリーはその回避能力の一部を受け継がせようとしていた。




　その頃メイプルはギルド内をうろうろしていた。

「カスミー！　サリーは？」

「ユイとマイと一緒に【訓練場】だ。用事か？」

　クロムとテーブルを挟んで話していたカスミが答える。

「うーん……一緒に三層を見て回ろうと思ったんだけど……まあ、いいか」

　そう言うとメイプルは三層の町へと出ていった。

　その姿を見送ってカスミとクロムが話し始める。

「俺の勘では、メイプルはまた何か強化して帰ってくるとみた」

「その勘……当たるのか？」

「さあな……だが目を離した時に強くなるからな。ユイとマイもそうだしな」

「確かに……それを言えば……最近カナデの姿を見ないな？」

　カスミとクロムはここ数日カナデがギルドにいる時間が短くなっていることに気付いていた。

「ん？　ああ、何でも二層の図書館に入り浸ってるらしい。拠点が二層の時もそうだったらしいが……」

　イズ曰いわく、たまにやってきては本を読んでいるとのことだった。

「うちのメンバーはどこで強くなってるのかよく分からんからな……」

　そう言ってカスミがクロムをじっと見つめる。

　いや、正確にはクロムの装備をだ。

　クロムもまたカスミの知らないところで強くなったのである。

　口には出さないもののカスミは少し嫉しつ妬とした。

「メイプルに念でも込めて貰もらえば強くなれるかもしれないぞ？　割と本気で」

「……割と真剣に考慮しておこう」




　クロムとカスミがそんな話をしていた時、二層ではプレイヤーによっては一度も来たことのないであろう図書館のその最奥の部屋でカナデが本のページをめくっていた。

　日本語ではない文字で書かれたそれを読み終えると本をパタンと閉じる。

「…………そうか。うん、なるほど」

　カナデは机の上に置いたルービックキューブを手に取るとそれをしばらく眺め、本を戻して立ち上がり一言呟つぶやいた。

「あと……二つあるんだね」

　カナデは図書館を出ると二層を歩き始めた。
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　カナデは一人で二層の端にたどり着く。

　カナデはギルドメンバーと共闘する時には支援魔法にＭＰを割くものの、一人で戦う時の為に多少の攻撃魔法も身につけている。

　また、運次第とはいえ【神界書庫アカシツクレコード】で攻撃面に厚みを出すことも出来なくはなかった。

　そのため一人でも問題なく行動することが出来た。

「今日はスキルの引きがいいしね」

　カナデの言うように、今日は【神界書庫アカシックレコード】で強力な魔法スキルを引くことが出来ていた。

　カナデは砂に埋もれていた石畳を表面が見えるように掘り起こす。

　図書館で手に入れた情報からこの場所を割り出すことが出来た。

「よっ……と」

　カナデがその石畳に触れると石畳はすうっと消えていき、その奥に地下へと続く階段が現れた。

　カナデは階段を下りていく。

　幅の狭い階段を下りきると、そこにはひどく古びた扉が一つあるだけだった。

　カナデが扉を開けると、そこに広がっていたのは図書館だった。

　そこは第二回イベントでカナデが唯一攻略した浮遊島の図書館と酷似していた。

「さてと、僕の予想通りならここの奥に……あった」

　古びた長机に散らばる真っ白いパズルのピース。

　ミルクパズルだ。

　カナデはそれをかき集めて纏まとめる。

　はめ込むための枠が置かれており、その枠部分には文字が書かれていた。

　神々の試練と。

　浮遊島で【神界書庫アカシックレコード】を手に入れた時と同じ内容だ。

「今回は……三千か。前回よりだいぶ少ないなぁ」

　カナデは椅子に座るとピースを広げ、ざっと確認して端から一つずつ繫つなげていく。

「んー……ここはこう。ここは……こう」

　カナデは真っ白いピースを次々にはめ込んでいく。

　まるで答えを知っているかのように。

　そうして三十分程パズルをした所で背もたれに体を預けて手を止めた。

「はぁ…………疲れるなぁ。頭が痛くなりそうだ……」

　カナデは覚えることに特化した力。

　つまり高い、いや高すぎる記憶力を持っている。

　普通ならぱっと見ただけでは同じに見えてしまうピースが、カナデには一つ一つ全くの別物に見えるのだ。

　そして、そのピースがどのピースと繫がるのかも当然はっきりと分かる。

　繫がる部分の形、そのピースを置いておいた場所。

　全て、覚えているのだ。

　ただ、カナデにとってここまでの情報は覚えておくことは出来ても極限まで集中しないと引き出すことが出来ないのだ。

　そして、それが可能な時間は十分程度である。

　元々記憶力に優れているカナデだが、通常時ではこのパズルはクリアできない。

　今はおとなしく休む必要がある。

「残ってる本は取り出せるようになってないし……んー、僕以外でここに来る人がいたら困るしなぁ」

　前回と違う点は時間加速下にないということである。

　完成させるにはまだ時間がかかりそうだが、ここで寝泊まりする訳にもいかなかった。

「ギリギリ間に合いそうだけど……駄目そうならもう一度来よう」

　三十分と少し休むとカナデはまたパズルに取り組み始めた。




　そうして休憩と集中を何度も繰り返すうちにピースはどんどんとはまっていく。

　そして、ついにカナデは最後のピースをはめ込むに至った。

　次の瞬間。白く染まった枠の中が輝きを放ち、中心からルービックキューブが現れゆっくりと回転しながら宙に浮かんでいた。

「さて……」

　カナデが手に取ると、それは幾筋もの光となってカナデのポケットに吸い込まれていった。

「おー……これを持ってたら一体化するんだ」

　カナデは改めて自身の装備を確認する。

　すると、ルービックキューブに新たなスキルが追加されていた。






【魔導書庫】




ＭＰを使用する魔法とスキルを【魔導書】として専用の【本棚】に保管出来る。

保管された魔法やスキルは【魔導書】を使用するまで使用出来ない。

【魔導書】の作成には消費ＭＰの二倍を必要とする。








「なるほど……帰ったら使って……いや、今日は止めておこう……疲れたし」

　カナデは階段を上りつつ、読んだ本のことを思い出す。

「後一つ……二層には無い。三層……？　それとも……一層？　いや、まだ無いのかな？」

　残り一つも必ず手に入れると、こればかりはやる気を出すカナデだった。
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　カナデがこのスキルを手にしたことは現実世界の運営にも伝わった。

　運営の注意はまず【楓かえでの木】に、そして次に第一回イベントと第二回イベントでの成功者に向けられている。

「カナデが【俺達の悪ふざけその二十】をクリアしたぞ!?」

「仕方ねぇ、あいつは浮遊島のもやってるからな……」

「悪ふざけじゃねえから！　本気で作ったから！」

「【楓の木】に高難度を突破した奴が固まってるな」

　クロムとサリーはユニークシリーズ。

　カナデは図書館系統。

　新入りのユイとマイはＳＴＲ上昇スキル。

　メイプルは色々だ。

　メイプルのスキルはほぼ全て悪ふざけである。

「ふむ……他には？」

「第一回イベントの十位以内は軒並みその辺りに手をつけてる。メイプルがその最たるものだ……後は、そいつらの近くにいた数名。新規参入のプレイヤーは思ったように動いてくれてる」

「イベントの内容によっては上位二十人くらいを上手く隔離しなくてはならないか？」

「ああ、かもな」

　そう言ったのを最後に彼らは再びモニターを眺め始めた。
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　今日の所は新たなスキルを試すのを止めておこうと一度は心に決めたカナデだったが、好奇心には勝てなかった。

　図書館を出ると人気のない方向に歩く。

「ちょうど【破壊砲】も持ってるし……【魔導書庫】！」






【破壊砲】




ＭＰ消費１００。

前方に高威力魔法攻撃。

ゲーム内時間十分後再使用可。








　カナデがそう叫ぶと空中に光が集まり正六面体の本棚が五つ現れる。

　それらはふわふわと浮かび、また物体をすり抜けるようだった。

　同時に目の前に青色のパネルが現れて、カナデが現在使用可能なＭＰを使うスキルがリストアップされる。

「【火魔法】みたいな複数の魔法が入っているのは魔法ごとに選べて、入ってないものはそのスキルが選べるのか……」

　カナデは取り敢えず【破壊砲】を選択してみると、三十分のタイマーがパネル内に現れて【魔導書】の作成が始まった。

　アイテムでＭＰを回復させ、続けて【ファイアボール】を【魔導書】にする。

　これも同じく三十分かかるようだった。

　そして、これらの能力は一時的にカナデから失われた。

「どんなものでも三十分か……事前に準備しておかないと駄目だね」

　カナデは三十分の間本を読んで時間を過ごした。

　三十分が経過した時、糸状の光がパネルの上に集まり二冊の本を形作る。

　それらは、カナデが触れるとふわりと浮き上がり本棚に収まった。

「んー……【ファイアボール】！」

　カナデがそう唱えると同時、本棚から飛び出してきた赤い魔導書が開き【ファイアボール】が打ち出された。
















　そして、【魔導書】は消えてしまった。

「事前にコストを支払っておくことで、戦闘中にノーコストでの攻撃が可能になる……か。後は【神界書庫アカシックレコード】のスキルが保管出来るかどうか……一応保管出来る数も限られてるのかな？」

　カナデは現状試したいことを試し終えログアウトした。




　翌日、フィールドで【魔導書庫】を見てみるとそこには一冊の本が入ったままだったため、【神界書庫アカシックレコード】のスキルを保管出来ることが確定した。

　これにより、カナデはありとあらゆるＭＰ使用スキルを保管出来るようになったのである。

「ふぅ……コツコツ貯めておこうかな。きっと、誰も予想できない大魔法を撃てるようになる」

　カナデはそう言ってこの日も【神界書庫アカシックレコード】を発動させた。

「僕は引きが強いなぁ……ふふふ」

　三十分後、本棚に一冊の真っ黒い本が追加された。











七章　防御特化と崖がけの下。









　その頃メイプルは一人で三層の町の探索を始めようとしていた。

　クロムとカスミは【スイカ】を集めていて、ユイとマイとサリーは特訓中。

　イズは装備を作っており、カナデはギルドに姿が見えない。

　こうなっては一人で町を見て回るしかなかった。

　町は相変わらず多くの機械で溢あふれていた。空でもプレイヤーが楽しそうに機械で飛び回っている。町の中心にはこの町のシンボルのように大きく立派な建物が見えた。メイプルはどこから行こうかと辺りを見渡す。

「あの機械見にいってみよっと！」

　メイプルはＮＰＣの店に向かい、多くのプレイヤーが空を飛ぶために使っている機械を見る。

　複数人が乗れる車型のものもあれば背負うだけの一人用のものもある。機械は内部から青い光を放っている。それはまるで動力源のようでいかにも未知の技術という風だった。

　メイプルもかっこいいと思い機械を買おうとしたが、それらは結構高かった。

「むぅ……必ひつ須すアイテムの割には高いなぁ……ちょっと……いや、かなーりきついなぁ」

　メイプルは積極的にお金を稼がないため常に金欠である。

　そのため一つの結論を出した。

「うん、やめとこ。私にはシロップがいるし！」

　そう、メイプルは機械なしでも空を飛ぶことができる。

　絶対に必要なわけではないのだ。

　ただ、それでも新しいものには興味があるためじっくりと機械を見る。

　そうしていると、メイプルはあることに気づいた。

「これ、ネジとか使ってないんだ。近未来って感じだね！」

　メイプルの言うように、ネジなどはどこにも見当たらずそしてとても軽かった。

　メイプルが軽いというのだから相当である。

　メイプルはしばらく眺めると別の場所へと向かっていく。

　目的地もなく歩いている途中でメイプルは路地の入り口で倒れているＮＰＣの老人を見つけた。

「えっと……だ、大丈夫ですかー！」

　メイプルがポンポンと叩たたくと老人はボソボソと話し始めた。

「水を分けてくれんか……出来れば食料も……」

　弱々しい声での老人の頼みを断る理由もなく、メイプルは言われた通りにインベントリからアイテムを差し出す。

　老人はそれらを受け取ると見る間に食べ終え飲み切った。

「ふぅ……ありがとう。どれ、お礼に一つ話をしてやろう」

「えっ？　あ、はい」

　メイプルが老人の前に座ると老人は話し始めた。

「この町の中心に立派な建物があるじゃろう？　あそこには【機械神】がおってのう、空飛ぶ機械もその【機械神】が生み出しておるんじゃ」

「【機械神】……ですか。ふむふむ」

「奴の作り出す機械は製造方法が全く分からん、叩き割って調べた者もおったが……中にはなーんにもなかったんだと。それこそ【ネジ】も【歯車】も【バネ】もじゃ」

「え!?　な、何だか怖いですね……」

「まあ、この辺りは皆が知っていることじゃ。ここからじゃよ」

　メイプルが興味津々で続く言葉を待つ。

「実はな、あの機械神は【二代目】なんじゃよ」

「【二代目】……ですか？」

「ああ、以前はこの町にも普通の機械といったものが溢れておった。【一代目】は機械を知らぬわしらに夢と希望を与えてくれたんじゃ」

　老人の言うように、機械の概念がない所に与えられた機械は全て夢と希望と奇跡の塊だっただろうことは間違いない。

「そして……ある日、わしが町から離れていた時のことじゃ。町の方で青白い光が弾けた！」

「そ、それで!?」

　メイプルが早く続きをと急かす。

「わしは慌てて戻った。何かあったと思っての。すると……町は新たな機械に溢れ、皆から【一代目】の記憶は消えておったんじゃ。それに、町から以前の機械は無くなってしもうた」

「その光を浴びたから記憶が？　だから離れていたおじいさんは無事だった……？」

「これで話は終わりじゃ。わしら二人しか【一代目】のことは知らんのじゃよ」

「貴重なお話ありがとうございました！」

　メイプルがお礼を言う。老人は入り組んだ路地の奥へとゆっくり歩いていき、やがて見えなくなった。

「【二代目】は【一代目】のことが嫌いだったのかな？　……クエストでもないし、いつか使う話かな？」

　メイプルは老人の話を頭の隅にとどめておいて再び町を歩き始めた。
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　メイプルが町を見てまわる中で目に付いたものはやはり【二代目】が作り出したという機械達だった。どれもこれも例外なく青色の光が美しく輝いている。

　むしろそれくらいしか注目するところがなかったのだ。

「んー……私もフィールドの探索にいこうかな」

　フィールドは高低差が大きく、崖になっている部分や雲まで伸びる山があちこちにある。

　空飛ぶ力を持たないものに探索する権利は与えられない。

「シロップ！　行こう！」

　メイプルはいつも通りの手順で空を飛んでいく。

　いつもと違うことは他にも空を飛ぶ者達がいることだった。

「お散歩なら二層だねー。のんびり飛べるし。うん」

　メイプルは周りにプレイヤーが飛んでいない方がのんびりと探索できていいと思ったのである。

　既に意欲的に探索している者達がダンジョンを一つ見つけており、多くのプレイヤーがそこに向かっている。プレイヤー達は皆体に密着させた機械を使っており、それだけでなくしっかりと機械と体を固定していた。

　メイプルはその後ろをついていっているだけで、ダンジョンが見つかったことは知らない。

「何かあるのかな？」

　そう、メイプルは何も知らない。

　霧の立ちこめる深い深い崖を越えたその先にそびえる山に向かう理由も。

　その崖では横殴りの突風が吹くことも。

「うぇっ!?　あっ！」

【ＳＴＲ　０】のメイプルがシロップにしがみつき続けることができるはずがなかった。

　その他のプレイヤー達は体に密着させた機械を使っているのに対し、メイプルはシロップに乗っているだけ。対策一つ立てていないのである。

　風で体勢を崩した際に崖へと真っ逆さまに落ちていくのはメイプルだけだった。

「ううぅううあああぁぁっ!?　し、シロップ！　シロップ!?」

　地面は見えない。いや、そもそも地面があるのかさえメイプルには分からない。

　流石にこの高さから落ちればメイプルでも無事では済まない。

　シロップを必死に呼ぶものの追い付いてくるはずがなかった。

「ぼ、【暴虐】！」

　メイプルにとっての唯一の幸運はその濃霧がどんな奇行をも隠し切ってくれることだろう。

　たとえどんな大ダメージを受けようとも本体のメイプルには響かない。




　遥はるか下、濃霧の中でメイプルが動き出す。その姿は化物のままである。

「あ、あれ？　ダメージを受けてない」

　メイプルの防御力が高かったからダメージを受けなかったのではない。

　そもそもここに落ちることでダメージを受ける設定にはなっていなかったのだ。

　メイプルは元の姿に戻ると一メートル先も見えない濃霧の中を歩く。

「ん？　これ……」

　メイプルの足先にコツンと当たった何かを拾い上げる。

　それは壊れた機械だった。

　様々なパーツによって組み上げられていたであろうものの残ざん骸がいである。

　メイプルが現在いるエリアの名前を青いパネルで確認する。

「ここは……【夢の墓場】？　おじいさんのお話に関係がある？」

　発見難度の高いヒントの数々。

　二層にある発見難度の高いパーツ。

　ここに来るために必要な特殊条件。

　全ての過程を偶然ですっ飛ばしてメイプルはここにたどり着いた。

「よし……慎重に進もう」

　メイプルは積み上がった残骸の隙間を縫うように、まともに歩ける場所をじりじりと進む。

「霧が……薄れてきてる？」

　メイプルは霧が薄い方へと歩いていき、ついに最奥にたどり着いた。

　町にあふれる機械が放つものと同じ青い光が蛍のように舞う残骸の山に囲まれた場所。

　そして奥に一人の男が残骸にもたれるようにして座っている。

　その体は無数の歯車やバネ、ネジによって組み上げられた機械で出来ていた。

　しかし機械にしては人に近すぎる。

　また人にしては機械に近すぎる。

　目に光はなく、片腕は半ばからなくなっており、胸には大きな穴が空いていた。

「うわっ!?」

　メイプルのインベントリから勝手に飛び出したのは偶然見つけたあの歯車。【かつての夢】と名付けられた用途不明のアイテムである。

　それはふわふわと男の元に飛んでいきその空洞の胸に吸い込まれた。

　それからしばらくしても何も起こらなかったためメイプルが恐る恐る男に近づいていく。

「だ、大丈夫かな？」

「グ、ガ……」

　メイプルが気を抜いた瞬間にぼうっと赤い光が灯り男が話し始めたために、ビクッとリアクションをしてメイプルが大盾に身を隠す。

「我ハ王…機械の王……偉大ナル知恵ト遥はるカナル夢ノ結晶…」

「…………」

「我ハ…王…カツテノ王……淘とう汰たサレタ者…」

　メイプルは男の言葉を静かに聞く。

「我ハ……何ダ…我ハ…」

　男の言葉はどんどんと小さく途切れたものになり、赤い光は次第に薄くなり、ついに話さなくなってしまった。

「こ、壊れちゃったのかな……？」

　心配するメイプルの目の前で舞っていた青い光が男を包んでいく。

　それは胸に空いた穴に吸い込まれていき穴を光で満たした。

「グ……」

　金属の軋きしむ音がしてゆっくりと男の体が動き出す。冷たく輝く青い光を纏まといながら男は静かに立ち上がった。青い光はますます強くなり、赤い光は消えていく。

「よ、よかったー……壊れてなかったんだね！」

　喜ぶメイプルだったが、すぐに男の様子がおかしいことに気づく。

「我ハ…ガラクタノ王…ゴミノ中デ眠ル王…夢モ奇跡モ……ガラクタニ」

　そう言うと男の体が変形する。

　周りの残骸を胸の穴に吸収し、兵器を生み出し体に纏まとう。

　武装が次々と展開される。いくつもの砲口や銃口がメイプルに向けられる。




「オマエモ……ガラクタニシテヤロウ」




　メイプルは目の前にいる人物が【一代目】の機械神だったものであることに思い至った。

　そしてそれが今正気を失っていることも理解できたのである。




「…………正気に、戻すよっ！」

　メイプルは大盾を構え、短刀を抜く。

　メイプルはおかしくなった原因に心当たりがあった。

　あの青い光、【二代目】の機械の光。町に溢あふれ、今なお【一代目】の胸元に冷たく輝く光である。

「あの部分だけを攻撃するっ！」

　メイプルが決意したその次の瞬間。

　視界を青白い弾丸が覆い尽くした。





◆□◆□◆□◆□◆






　メイプルの大盾がその力を発揮してしまったために、一時的に弾丸を飲み込んだ代わりに【悪食】を失い、その後メイプルは壁へと弾き飛ばされる。

「うわっ……！　ノックバックがっ!?」

　青白い弾丸は強力なノックバック性能を持っており、避けるスピードのないメイプルを残骸の山に押し付ける。

　ただ、メイプルの装甲を貫くことはできておらず押し付けただけだ。

「あー……動けない……」

　体を撃つ弾丸は心地よい刺激を与えるだけだったが、そのノックバック性能により動くことが出来なくなってしまった。

「【毒竜ヒドラ】！」

　取り敢えずメイプルが機械神に向けて毒竜ヒドラを撃ち込むものの、機械に毒は効かなかった。毒竜ヒドラ本体が与えたダメージのみで毒による追加ダメージがなかった。

「うげー……どうしよう……」

【悪食】は既に失い、【暴虐】はここに落ちてくる際に使ってしまった。

　シロップはメイプルのスキルの範囲外となり同様に無傷で落ちてきていたため、現在は指輪の中だ。

　迂う闊かつに出せば弾丸の餌食である。

　残っている攻撃的な能力は効き目の薄い【毒竜ヒドラ】と【悪食】の結晶と【捕食者】と【滲にじみ出でる混こん沌とん】くらいである。

　メイプルは超高防御かつ高い瞬間火力を持つものの、明確で変えることの出来ない弱点がある。

　それは燃費の悪さである。

　メイプルのスキルは装備が持つＭＰ消費ゼロの能力によって支えられており、それは有限なのだ。

　メイプルの力は長く維持出来るものではない。スキルを使えばその分だけ攻撃面は弱体化し続ける。

　スキルを使い果たしてしまえばモンスターはメイプルを倒せず、メイプルもまたモンスターを倒せないという泥沼である。

　今回は毒竜ヒドラ戦でのような捕食も出来ない相手なのだ。

　錆さびついた機械は食べられない。

　そんなことは分かりきっている。

「【身捧ささぐ慈愛】！」

　貫通攻撃に不安はあるものの、メイプルは【捕食者】とシロップの攻撃を頼りにするしかなかった。

【毒竜ヒドラ】の効果が薄いため、メイプルは装備を変更する。

　頭にティアラ、手には純白の短刀を装備してポーションでＨＰを回復させる。

　これでメイプルのＨＰは６５０。

　防御力は低下したものの、それでも弾丸はマッサージにしかなっていない。

「よし……【捕食者】！」

　メイプルは化物二匹、続いてシロップを呼び出すと深呼吸して集中する。

「シロップ！　【巨大化】【大自然】！」

　メイプルの声に応えたシロップによって蔓つるが地面から伸び、大地が盛り上がる。

　突如現れた障害物によって弾丸がメイプルに届かなくなる。

　その瞬間にメイプルは出来る限りの速度で機械神へと向かう。

　シロップは役目を果たしたため、ここで元の大きさに戻される。

　だが、メイプルが辿たどり着つくよりも先に弾丸がメイプルに襲いかかった。

「ふぅっ！」

　メイプルが装備を変えた理由は何も毒竜ヒドラが通用しないからというだけではない。

【身捧ぐ慈愛】内のスキル。

　消費ＨＰ６００の大技。

「【イージス】！」

　メイプル達を包み込む光のドームは十秒間全ての攻撃を問答無用で無効化する。

【大自然】で稼いだ距離とこのスキルで稼いだ距離、これらを足してもまだ届かない。

　近づけば近づくほど攻撃も激しくなるのだから、まずはそれを止めなくてはならなかった。

　化物達はメイプルに向かって伸ばされた武装を食い散らかして時間を作った。

　それらの武装は最初のように残骸の山から補給されるとして、それでもそこには遅れが生じる。

「【カバームーブ】！」

　武装を壊させているうちに元の大きさに戻したシロップを先行させておいたメイプルは、そこに勢いよく追いつくだけでよかった。

　化物達を帰したメイプルは機械神に肉薄し、青い光の溜たまった胸の部分に手を突っ込んだ。

「この光が悪いんだよっ！」

　メイプルは機械神に抱きつくようにして奥底まで手を入れる。

　出来る限りその体を破壊することなく、正気に戻すために。

「【滲み出る混沌】！」

　メイプルの手から飛び出した化物が胸を貫いて抜けていく。

　その行動はある意味正解で、ある意味間違いだった。

　そこを攻撃することで正気に戻すことはできない。ただ【弱点】であるその部分を攻撃することで大ダメージを与えることができ、その結果機械神の様子が変わった。胸元の穴の奥。散った青い光の向こう側に微かだが、確かな赤い光が灯ったのである。

　赤い光は少しずつ強くなり、無機質ながら確かな意思を持った言葉が紡がれる。

「グ…カハッ…我ハ消エル…ダガ……」

　メイプルは話し始めた機械神の声を一音も聞き逃さないように耳をすませる。

「……僅わずカニ意識ノ戻ッタ今…託ス…勇敢ナ…者……」

　そう言う機械神の胸の穴には再び青い光が溜まり始めていた。

「……我ノ…チカラデ……我ダッタ…コイツ…ヲ……倒……セ……」

　そう言う機械神はメイプルに向けて、淡く赤い光を纏まとった古びた歯車を投げつけた。

　意識を取り戻す際に使ったそれをメイプルに渡したのである。

　それはメイプルの体に吸い込まれて消えていった。

「……眠ラセテ…クレ」

　それと共にまた機械神の様子が変わる。

　全身が青白い光に包まれ、ボロボロだった体は綺き麗れいな銀のボディに変わっていく。腕や背中がまるで液体のように自在に変形し、パーツの存在しない砲や銃を作り出していく。青い光を吹き上げて、【二代目】としての兵器を身に纏い空へと舞い上がると、青い弾丸で攻撃してきた。

　メイプルは先程と同じように壁に向かって弾かれるしかなかった。

「チカラヲ託ス…無駄ナコト……」

　無機質な声が上空から聞こえる。

　内容からして二代目の声だろうとメイプルには分かった。

　一代目の体は二代目に乗り移られて無理やりに動かされている。

「……【機械神】……」

　メイプルに託された力スキル、かつての神の力。それは単純で、不思議なことなど何もない力だった。

　メイプルは装備を変更。

　念のためにとティアラと【絆きずなの架け橋】を外し、短刀を元に戻す。

「【機械神】！」

　メイプルがそう叫ぶと頭の中にイメージが浮かび上がる。

　メイプルは鎧よろいと大盾と短刀を選択した。

【二代目】がどこからか機械を創り出すことができるのに対し、【一代目】は材料が必要だった。

　即ち。

　装備を破壊し、武器を生み出す力。

　当然、材料が良質であればあるほどできる武装は強力になる。

「【全武装展開】」

　静かに呟つぶやいたメイプル、その身に纏う再生する黒い装備。

　それらから、夜空を切り取ったような黒い武装が次々と展開される。

　大盾を持つ腕の部分からガシャガシャと音を立てて銃が現れ、背中からも木の枝が伸びるようにしてメイプルの体と比較すると大きすぎる砲身が空に向けられる。

　短刀を持つ方の腕からは同様の黒い刃が伸ばされ、それらを支える足腰は機械を纏い強きよう靭じんになった。

　胸から腹部にかけては大小様々な歯車が回転しており、オーラのように淡い赤の光をなびかせて兵器が展開しきった。

「わ、わわっ!?　な、なにこれっ!?」

　驚いて全身を覆う武装を眺めていたメイプルだったが、やらなければいけないことを思い出す。

「あれを倒さないとね……【挑発】！」

　メイプルは【絆の架け橋】を付け直しシロップを呼び出すと【大自然】で伸ばした蔓と岩石によって二代目の攻撃を一いつ旦たん遮った。そして、その隙にメイプルを巻き込みながら蔦つたを伸ばして、メイプルは空中の二代目に接近する。

「シロップ頑張って！」

　メイプルが引きつけている間にゆっくりと、蔦が中心へ迫るようにして二人を何重にも包み込む。

　空中で蔓に包み込まれた二代目は、メイプルと共に押しつぶされるようにして距離を詰めることとなった。

「……これで、逃げられないね」

　一代目の力を受け継いだメイプルはつまり【三代目】だ。

　産まれたての機械神は二代目に対し静かに呟き、持てる武装全てを向けた。

　同じように【二代目】も全ての武装を向ける。

「「【攻撃開始】」」

　爆音と共に二人分の全ての武装が火を吹く。赤と青の光がまぶしいくらいに瞬く。

　これらの武装は装備に見えるが装備ではない。

　代償により威力が決まっているスキルであり、メイプルの【ＳＴＲ】値は一切関与しない。

　ただ、一発一発の威力はそこまで高くなく連撃に偏った武装だった。

　そう、今回のところは。メインとして展開する武装は何種類かある。それは銃だったり、砲だったり、剣だったりである。




　そして、今回どちらが耐久性に優れているかなど、分かりきったことだったのである。

　蔦の檻おりが弾け飛ぶのと同時、一代目を包んでいた青い光と二代目の機械は消えた。メイプルは力を失って倒れ込む機械神を抱き留めるとしっかりと庇かばって地面に落下していく。

　そうして一代目はメイプルの機械に抱えられてついに眠りについた。

　メイプルは静かに起き上がると彼を彼の機械、いくつもの部品で構成された見慣れた機械のその山にもたれかからせた。

「…………よし」

　メイプルは青い光がなくなったことを確認すると、何度か一代目の方を振り返りつつ戻っていった。
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　メイプルがしんみりとして上へと戻っていっている頃。

　とあるギルドの一室で四人のプレイヤーが話していた。

　一人は第一回イベントで一位を取り、騎士のような白銀の剣と純白の鎧が特徴的なペイン。一部のプレイヤーに【聖剣】と言われているのはスキルと見た目どちらにも由来していた。

　一人は【神速】と呼ばれるドレッドである。第一回イベントでは二位になり、サリーと同じ短剣使いの褐色肌のプレイヤーである。

　一人はフレデリカ。魔法職だとひと目で分かる木の杖つえには大きな宝石がはまっている。

　一人は第一回イベント五位。

【地割り】ドラグ。装飾の少ない巨大な斧おのと無骨な鎧。筋骨隆々でいかにもなパワーファイターだった。




　彼らは話し合っていた。

　引き入れることが出来なかった十位以内の者達について。

　また気掛かりなとあるギルド、【楓かえでの木】について話し合っていたのだった。











八章　防御特化と生産役。









「さて、ギルド対抗イベントだが……気掛かりなギルドは二つだ。一回イベントで四位、七位、八位、十位がメンバーの巨大ギルド【炎帝ノ国】と、少数だが三位、六位、九位が所属する【楓かえでの木】」

　ペインは一人で戦局を変えられるようなプレイヤーがいるとすればこの二つのギルドだと考えた。

「【楓の木】には第二回イベントで話題になってた青服の子もいるんじゃなかったっけー？　あれもやばそうだよねー」

　フレデリカがそう言う。

　どうやばいかが明確に分かっていないのは【楓の木】の情報が圧倒的に少ないためである。

　特にサリーとカナデに関しては情報が少ない。

「イベント内容にもよるけどさぁ、物量で押おし潰つぶせばいいんじゃねー？　最悪ペインがなんとかすればいいだろ……」

　ドレッドの言うように彼ら四人の所属するギルドと【楓の木】では所属する人数が違いすぎる。

　少数ギルドに何かしらの優遇があるとしてもそれを上回るだろう物量があった。

「俺らのギルドは全体的に強い奴が集まってる、問題ねぇだろ。全員に毒耐性を付けさせ、余裕がある奴は麻ま痺ひ耐性にも手を伸ばしてんだ。こうなりゃ警戒するのは【炎帝ノ国】の方だろ？」

　そうドラグが言って聞かせる。

「それにー、私達のギルドは生産職さん達にダンジョンに行ってもらって、装備作ってるでしょー？」

　フレデリカの言うダンジョンとは三層で見つかった二つ目のダンジョンで、生産職しか入れないものの、史上初めて【スキルの付いた装備】を作ることの出来る素材が手に入るというものだった。

　そこをパーティーで周回し耐性のある装備を大量に用意しているのである。

「メイプルちゃんだっけ？　攻撃手段は状態異常と盾でしょ？　後は亀？　信じられないけど、極振りっぽいしー……封じ込められると思うよ」

「ふむ……取り敢えずフレデリカは情報収集を頼む。【楓の木】もきっちりな」

「ペインは心配性だねー？　まあいいけどさっ！」

　そう言うとフレデリカは杖を片手に部屋を出ていった。

　それに続くようにしてドレッドとドラグも部屋から出ていく。

　一人になったペインが呟く。

「……未知は何より恐ろしい。【楓の木】の情報がなさ過ぎだ」

　彼らはクロムの装備の力を知らない。

　カナデの魔法を知らない。

　サリーの回避を体験したことがない。

　ユイとマイの存在と、その破壊力を知らない。

　そして何より。

　ほぼ全てのメンバーがメイプルは毒と盾により敵を倒すものだと思っている。

　彼らは天使も化物も機械神もシロップが光線を吐くことも知らない。

　唯一、ペインだけはそうではないのではと直感していたが、それを裏付けるものはどこにもなかった。
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　ペインが【楓の木】を警戒している頃、イズはギルドホームの椅子に座って、腰まで伸びた水色の髪を揺らしながらそわそわとしていた。

　イズの耳にも新ダンジョンについての話が入ってきていた。

　いつもは外に出ることの少ないイズもこれには行かねばと心を動かされた。

「うー……メイプルちゃんかサリーちゃんに借りたいところだわ……」

　借りたいとはもちろんシロップと朧おぼろのことである。

　二匹がいればダンジョン途中でやられてしまうことはないだろう。

　デスペナルティとしてゴールドと一部アイテムのロスト、また一定時間ステータスダウンもかかる。

　それは避けたい所だった。

　ただ、この時はちょうど二人ともギルドにいなかったのだ。




　そうして待っていること五分。

　たった五分でイズは我慢の限界に達し、インベントリに可能な限りの戦闘道具と採取用のアイテムを持って飛び出した。




　そうして機械で飛行すること五分。

　イズはダンジョンに飛び込んだ。

「さて……採掘ね」

　イズは見つけた鉱石や結晶をガンガン採掘していく。

　生産職は武器スキルや火魔法などの魔法を一切覚えることが出来ないかわりに、専用のスキルを覚えられる。

　それは【鍛冶かじ】だったり【調合】だったりするわけだ。

　ただ、それらは工房でしか使えない。

　例外として【調合】はレベルⅤまでに作成出来るものはどこでも作ることが出来るが、当然素材が必要であり、ものによっては持てる数に制限がある。

　例えば生産職の貴重な攻撃手段である爆弾は工房でしか作れず、持てる数が五個と少ない。

　ポーションは二番目に回復能力の低いものまでしか作れない。

　また、武器攻撃でのダメージが減少するという面倒臭いおまけつきだ。

　その代わり、【鍛冶】などのスキルで装備を完成させた際に経験値が入る。

　つまり生産職に戦闘は厳しいということである。

　生産職とはそれでも構わないと生産にのめり込んだ者達なのだ。

　もちろんイズも例外ではない。

　むしろ、イズは生産界のトップである。

　生産に関わるあらゆるスキルを上げるため発売日からひたすら鉱石を掘り、鍛冶をし、裁縫をし、栽培をし、調合をし、時には徹夜しつつのめり込んだ。

　時間は強さに変わり、生産能力では右に出るものはいない。

　その代わりに生産職の貴重な攻撃スキルである【投とう擲てき】のレベルが低めである。

【投擲】とはナイフなどのアイテムをぶん投げることで与えられるダメージを増加させるスキルである。

　イズは素材は取ってきてもらうに徹していたので、【投擲】が低いままだったのだ。

「こっちには釣りスポットもあるのね」

　イズは釣つり竿ざおを取り出すと釣りを始める。

　釣れるのはこれまた見たことのない素材をドロップする魚達。

　イズの目は無邪気な小学生並みにキラキラと輝いていた。

　イズの釣竿は自作である。

　ここでの素材は【スキル付き装備】を作ることを可能にしたが、それはあくまでも【装備】である。

　一部アイテムには以前からもスキルを付けることが出来ていた。

　イズが持つピッケルや釣竿はレアドロップ率が上がり、かなり破損しにくくなり、アイテムドロップ量が上がり、採取速度が上がりと凄すさまじい性能である。

　これらはイズが大量の素材と時間を費やして作った物であり、周りの生産者との差を広げている部分だった。




　イズは釣りを終えると更に奥へと進んでいく。

「モンスターが全然出てこないわね。私としてはありがたいけどね」

　生産者しか入れないダンジョンに生産者では倒せない敵ばかりを配置するわけにもいかない。

　その延長線で、ここはモンスターが特定の場所でしか出なくなっていた。

　ボスモンスターとしか戦わないことも可能である。

　イズは途中の部屋で背中に結晶を生やしたモンスターと出会ったが、戦闘を避けた。

　理由はボスの情報を既に持っていたからである。

　ボス部屋には入った瞬間から脱出用の魔法陣が輝いており、ボスを倒さなくても脱出することが可能だということも、ボスが纏まとう結晶が目当ての素材であり、ピッケルで常に採取できることも知っていたのだ。

　そのため、道中のモンスターもピッケルを使えば倒すことができるだろうと考えられたものの、余計な消費は避けておいたのである。




　そうして雑魚との戦闘を避けて採取を繰り返しているうちに辿たどりついたボス部屋の扉を、ぐっと押し開け中に入る。

　部屋は全てが美しく輝く白水晶に覆われていた。

　そして部屋の奥で丸まっていた、背中に同色の水晶を蓄えに蓄えた大きなトカゲがゆっくりと起き上がった。

「背中の水晶……もらうわね？」

　そう言うとイズはピッケルを構えた。
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「よっ……はいっ！」

　イズはトカゲが突進してくるのを余裕を持って躱かわすと、ピッケルを振り下ろして再び距離をとる。

　回避を完全に捨て去っているのはメイプルくらいであり、イズも生産職とはいえどなかなかの【ＡＧＩ】を持っている。

　そのため動きの遅いトカゲの突進を躱すのは容易だった。

　イズがトカゲの方を向くとトカゲのＨＰが減っていることに気づくことが出来た。

「情報通りね……私のピッケルなら保つかしら？」

　イズのピッケルは運と時間が作り上げた最高傑作。

　イズは全ての結晶を破壊することも不可能ではないと計算し終えた。

　ただ、トカゲの速度は結晶を削れば削るほど上がっていく。

　それに対応出来るかどうかだ。

「サリーちゃんみたいに回避出来れば楽なんだけどねっ！」

　突進するトカゲを躱しては結晶を採取するのをひたすら繰り返す。

　そうしているうちにトカゲの動きが変わり、壁を走ったり天井に張り付いてから落下して背中の水晶で攻撃したりしてくるようになった。

「あら……地面に刺さるのね？　じゃあ遠慮なく……」

　鋭い水晶を下にして天井から落ちたことにより床にぐっさり刺さったトカゲは、復帰までに時間がかかる。

　その間にピッケルを振るい、剝むき出だしの腹に向けて爆弾を投げる。

　しかし、爆弾ではダメージを与えることが出来なかった。

「あら、やっぱり柔らかいところに投げてもダメージにならないのね」

　攻撃は通らないとは情報にあったが、それがどこまで試してのことかは分からない。少しでも早く戦闘を終わらせられれば儲もうけものだったが、ことはそう都合よくはいかないようだった。

　イズはピッケルをガンガン振るう。

　品質の悪いピッケルならばもう壊れてしまう頃だが、イズのピッケルはまだ四分の三は耐久値が残っている。

　イズはトカゲの背中が地面に刺さるタイミングだけを狙い、距離をとって逃げ続ける。

　これが一般的な回避である。

　サリーのように紙一重で避けてカウンターを当て続けるのははっきり言って異常なのである。

「メイプルちゃんに自動ＨＰ回復の装備でも作れたらいいわねー……ふっ！」

　パキンと音を立て結晶がまた一つ割れ、イズの手持ちに入る。

　そうこうしているうちにトカゲの速度は上がり、イズは避けきれずに跳ね飛ばされてしまった。

「くっ……二回は耐えられないわね」

　イズの装飾品枠は【アイテムポーチ】で全て埋まっている。

【アイテムポーチ】にはセットしたポーションなどの一部アイテムを二時間以上保管する機能があり、イズはそこにポーションを詰め込んでいる。

　ただポーチと言うだけあって一つのポーチに入るアイテムは五つと多くはない。

　それでも回復速度を上げられるという利点は大きかった。

「ふぅ……一回、いや……二回は【簡易修理】しないと駄目ね」

　イズはピッケルの耐久値とトカゲのＨＰを確認してそう結論付けた。

【簡易修理】とは耐久値をほんの僅わずかに回復することが出来るスキルである。

　ほんの僅かとはいえ、壊れにくいイズのピッケルほどに上質なものになれば普通のピッケルの大回復に匹敵する。

「刺さったタイミングで修理ね」

　ダメージを受ける度に自前の最高級ポーションを使いしのいでいく。

　また、ピッケルを使うチャンスがあれば叩たたき込こんでいく。

　そうして少しすると狙い通りトカゲが地面に刺さった。

「【簡易修理】」

　ピッケルの耐久値を回復させ、トカゲを攻撃。

　このサイクルをもう一度行い、その後はピッケルでの攻撃に専念してトカゲのＨＰを削っていく。




　イズの計算は間違ってはいなかった。

　トカゲのＨＰとピッケルの耐久値を比較すると、トカゲのＨＰが先に尽きることが明白な程にトカゲのＨＰは少なくなっていた。

「後数回ね……！　油断はしないわ」

　その宣言通りにイズは死なない程度の立ち回りで戦った。

　ポーションを惜しみなく使い、肉を切らせて骨を断つ。




　そうしてついにトカゲは地に倒れ伏した。




「はぁ……はぁ……！　一人でやったのは初めてね……私に戦闘は無理だわ……その辺りも含めて生産職にして正解ね……」

　そう言ってイズはインベントリを確認する。自慢のピッケルのお陰でかなりの量の結晶が手に入っていた。

　そのピッケルも耐久値はギリギリだったが計算通りなので問題ない。

「ふぅ……私達のギルドならこれだけあれば問題ないわ。帰りましょう……あら？」

　魔法陣に乗ろうと振り返るとそこには一つの宝箱があった。

　イズは恐る恐る近づくとしゃがみこんでその表面をちょんちょんとつつく。

「こんなの情報になかったと思うけど……取り敢えず開けてみようかしら」

　イズがそっと宝箱を開けると、中には少し古びたロングコートと、大きめのゴーグル、そしてブーツが入っていた。

　イズはそれらをインベントリにしまい込むとどんなものかを確認する。

「なるほど……あの三人が修理に来ないのはこれのせいなのね」






『錬金術士のゴーグル』




【ＤＥＸ＋30】【破壊不能】

スキル【天邪鬼な錬金術】




『錬金術士のロングコート』




【ＤＥＸ＋20】【ＡＧＩ＋20】【破壊不能】

スキル【魔法工房】




『錬金術士のブーツ』




【ＤＥＸ＋10】【ＡＧＩ＋15】【破壊不能】

スキル【新境地】










【天邪鬼な錬金術】




ゴールドを一部の素材に変換することが可能になる。






















【魔法工房】




あらゆる場所で工房を使用可能になる。




【新境地】




新アイテムの製造が可能になる。








　イズは早速それらを装備すると今度こそ魔法陣に乗った。

　これによりイズは、際限なく貯めることが出来るゴールドから、火薬や薬草を生産することが出来るようになった。

　また、高難度の生産も可能になった。

　つまり、次々に爆弾を生産し【投とう擲てき】でぶん投げることで、生産職らしからぬ貢献が可能になってしまったのである。
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　イズがトカゲと戦っている頃、入れ違うようにしてメイプルがギルドホームに帰ってきた。

「んー……戻ってきたけど……やることもないし空中散歩でもしようかなー」

　メイプルが次の行動を考えていると、入り口からサリーが、奥からユイとマイが現れた。

「あ！　三人とも私と一緒に空中散歩に出かけない？　どう？」

「そう……だね。うん、いいよ」

「「私達も行きますっ」」

　三人とも快く承諾してくれたため四人で外へと向かう。

　ユイとマイがシロップの背中に乗ることにしたため、サリーもそうすることにした。ユイとマイは機械よりシロップの方が好きなようだった。

　極振りでもあるためメイプルと似た考えを持っているのだろうとサリーは一人納得する。

「皆乗ったー？　いくよー！」

　メイプルは三人が乗ったことを確認するとシロップを浮かせて空へと舞い上がった。

「メイプルは何処へ行ってたの？」

「んー……神様の所」

「「「えっ……？」」」

　三人の予想を遥はるか飛び越えたその答えに思考がフリーズする。

　そんな中最初に口を開いたのはサリーだった。

「ねぇ……何を手に入れたの？」

　最早確信を持ってそう呟つぶやくサリーにメイプルは少し考えてから返事をする。

「んー完全に使うと目立っちゃうから、ちょっとだけ。【展開・左手】」

　一度装備を壊せば一定回数はその装備により武装を生み出せるのだ。

　メイプルの左手からはいくつもの銃が展開された。

「うっわ……えぇ？」

「撃てるよ！　撃たないけどね」

「す、凄すごいですね……」

　メイプルは他のプレイヤーに見られないうちに武装をしまう。

「ギルド対抗では頼りにしてるよ」

「任せて！　第三回イベントの分も頑張るよ！　ユイとマイも頑張ろうね！」

「「は、はい！」」

「まあ、二人はメイプルと一緒に行動だからね。流石に【身捧ささぐ慈愛】が欲しいかな」

「二人はもう通常攻撃を掠かすらせるだけでモンスターが爆散するんだっけ？」

「はい！　二つ持ちも練習中です！」

　二人は互いに爽そう快かいだと言い合っていた。今までの中途半端な攻撃力を脱し、文字通り当てれば相手は死ぬ状態である。

　手数の増えた大おお槌つちを振り回しているだけで、その利点を生かしてモンスターくらいボコボコである。

　レベリング後にはめっきりと死ななくなりプレイすることが楽しくなっていった。

「ん……メイプル。この下に湖があるよ」

「へぇー……行ってみようか？」

　ユイとマイも賛成なようで、高度を落として湖の側に降りる。

　四人は座り込んで湖の水をパチャパチャと触ったりする。ユイとマイはその見るからに破壊力の高そうな大槌を横に置いてくつろぐ。どちらに視点を合わせるかによって印象が変わることは間違いない。静かに水面の揺れる湖のほとりは、現実ならば涼しくて気持ちがいいことだろう。

「対抗戦はどんな感じになるのかなぁ」

「時間加速があるってことは一日以上期間があるんだろうねっと……さて」

　サリーがそう言ってゆっくりと立ち上がった。

「どうかしたんですか？」

「何かいました？」

「うん。ちょっと私達を尾行しているプレイヤーが一人」

　そう言って歩いていったサリーが少し後ろの岩の陰を覗のぞき込む。

　そこには金髪でサイドテールのプレイヤーが一人いた。フレデリカである。

「あー……バレてた……」

「私達を尾行？　何のために？」

　メイプルが首をかしげる。

　ユイとマイも理由が分かっていないようだった。

「まあ、ギルド対抗戦のための情報収集でしょ。私達はギルドメンバーが少ないからメンバーからの情報の流出も少ないし」

　人数が増えれば当然情報を管理しにくくなる。大人数のギルドは誰かがぽろっと情報を流出させてしまうことが多くなることは間違いなかった。

「それで、尾行していたあなたに相談があるんだけど」

「な、なーに？」

　サリーは顔を近づけて小声で呟く。

「【集う聖剣】か……【炎帝ノ国】の情報を持ってたら渡してくれない？」

【集う聖剣】はペインのギルド。つまりフレデリカが所属するギルドである。

　フレデリカがじりっと後ずさる。

「な、何でそんなことしないといけないのかなー？」

「渡してくれたら、私と【決闘】させてあげる。私の情報も欲しいんじゃない？　戦闘中に探るもよし、あとは……私に勝てば私のことなら何でも一つ答えてあげる」

　サリーがそう言うとフレデリカは少し俯うつむき考え始めた。

【決闘】とはルールを定めて行うＰｖＰである。

　サリーの言う通り、サリーについての情報は不確定で量が少ないものだった。

　そんな中、直接戦闘能力を探ることが出来るのなら、このチャンスを捨てるべきではないとフレデリカは結論づけた。

　それに、フレデリカが【炎帝ノ国】の情報を流すことで【楓かえでの木】と【炎帝ノ国】の削り合いになる可能性も高い。

　そうなれば危険視している二つを一手で弱体化させられる。

　取り敢えず情報だけ流しておけばその目的は達成出来る。

　サリーが【決闘】を拒否して情報を持ち逃げしたとしても問題なかった。

「うーん、受ける！　私は【炎帝ノ国】の情報しか知らないから、それを話すねー」

　フレデリカは知っている限りの【炎帝ノ国】の情報を噓偽りなくサリーに話した。

　そうすることできっちり潰つぶしあって貰もらわなければならないからだ。

　その中には貴重な情報も混じっていた。




「ふぅん……【トラッパー】ね。そのプレイヤーは知らなかったな」

「じゃあ、約束通りお願いしまーす」

　フレデリカはどうせ受けないだろうと思いつつそう言った。

　サリーにとってはここで持ち逃げがベストだろうと考えたのだ。

「はい、申請した」

「え？　……あ、ああはい」

　フレデリカは困惑しつつ申請を受ける。

　ルールは別空間に転移して、ＨＰがゼロになるまで戦うデスマッチ。

　目の前に現れた魔法陣に乗った二人の姿が消える。

　残されたメイプルは当然驚く。

「ど、どっかいっちゃったよ!?」

「メイプルさん！　た、多分あれは決闘ですよ！　そんなシステムがあったはずです」

「そ、そうなの？」

　ユイ曰いわく、決着がついたら戻ってくるとのことだったので三人で釣りでもして待つことにした。

　と言っても、極振り三人組にとって釣りはこの上なく不得意なものだったのだが。




　二人の転移先は真っ平らな闘技場だった。着くやいなやフレデリカが話し始める。

「勝ったら何でも一つ教えてくれるんだっけ？」

「勿もち論ろん。噓じゃないよ？」

　フレデリカがじっとサリーの目を見つめる。どうにも噓をついているような雰囲気はなかった。

　意図を摑つかみきれないフレデリカは適当に力を隠しつつサリーのことを探ることにした。

　その上で倒せそうなら倒そうと考えていた。

「十秒後、開始で」

「了解」

　きっかり十秒後、二人の決闘が始まった。





◆□◆□◆□◆□◆






　サリーとの決闘が始まって一分。

　フレデリカはサリーを観察しつつ魔法を連打していた。

「んー……確かに当たらないねー」

　フレデリカはサリーに一発も当てることができないでいた。

　ただ、当てられないとも思わなかった。

　サリーは派手な動きで回避しているもののその回避には所々危ない部分があり、攻めに転じることも出来ていないとフレデリカは判断した。

「……もう少し観察したら、倒しちゃおー」

　宣言通りサリーの回避能力を観察し続けたフレデリカは、確かにすごい回避能力だと思った。

　魔法やスキルで攻撃し続けたものの、一度も当たらなかったからだ。

　しかし、フレデリカはまだ全力ではなかった。

「【多重炎弾】！」

　フレデリカの声とともに彼女の周囲に大量の魔法陣が展開され、そこから炎の弾丸が次々に撃ち出されサリーを襲う。

　フレデリカの予想ではこれでサリーは沈むはずだった。

「【攻撃誘導】！」

　フレデリカの耳にもはっきりと聞こえたその言葉。

　そして、言い終わった瞬間サリーの動きが完全に変わった。

　炎弾がサリーを避けているかのような錯覚すら覚える光景。

　まるでサリーを守る何かに導かれているかのように、サリーの数ミリ隣を炎弾が抜けていく。

　先程までの危うさは消え去り、気づけばフレデリカの目の前まで来てダガーを振り抜こうとしていた。

「【多重障壁】！」

　フレデリカの目の前に金の魔法陣が何重にも現れてサリーのダガーを受け止める。

　一枚、二枚、次々と魔法陣が砕けていき、結果五枚の魔法陣が砕け散った。

　サリーは反撃を貰わないように後退し、距離をとる。

「使わされちゃったけど……【多重障壁】が見れたからよしとしようか……」

　フレデリカは間違いなく強者だ。

　強さに自信を持っている。

　そのために、経験と照らし合わせてサリーの言った【攻撃誘導】をスキルだと断定。

　また、強力すぎるそのスキルに、長いクールタイムがあるだろうことに思考が至るのも当然だった。

　フレデリカは異常な攻撃力のダガーを警戒すべきだという情報を新たに得た。




　しかしフレデリカは気づかない。

【攻撃誘導】などというスキルが存在しないことに。

　それは噓だということに。

　サリーはただ見て、そして避けた。

　それだけだった。




「【多重水弾】！」

　フレデリカが次に撃ち込んだのは水の弾丸。

　それをサリーは走り回り、【超加速】まで切ってギリギリで躱かわしていく。

　最後には地面を転がってまで何とか逃げ切ったサリーを見てフレデリカは確信した。

【攻撃誘導】にはクールタイムがありそれは少なくとも数分ではないと。

　サリーがまいた噓という種はフレデリカの中にじわじわと根を伸ばしていた。

「【多重石弾】！」

　フレデリカはこれで止めを刺せたなら何を聞いて帰ろうかと考えた。

　そして、息の上がってきたサリーがちょうどバランスを崩して石弾を避けられる体勢ではなくなってしまう。

「よし、勝ったねー」

　フレデリカがふぅと力を抜いた所で、サリーの言った言葉がフレデリカの耳に届く。

「【流水】！」

　フレデリカが凝視する中、サリーは全ての石弾を両手のダガーで弾いていく。

　フレデリカは今回の行動と水弾の時の行動を比べて、このスキルは実体のあるものにしか使えないのだと理解した。

　それもまた、無意味な理解ではあったが。

　そうしている内に全ての石弾が弾かれてしまい、サリーがフレデリカに接近していく。

「はーい！　私【降参】しまーす！」

「え？　……あ、はい」

　サリーの目の前に勝利の文字が現れて決闘は終わり、元の場所に戻された。

「じゃあねー」

　フレデリカはサリーに手を振って去っていく。

　そうして少し離れた所で独り言を言い始めた。

「あー【多重障壁】を使っちゃったのはやらかしたなー……でも、あれ以上戦闘してたら私の情報もいっぱい流出しちゃいそうだしー……うん、あそこで止めておいてよかったかな」

　自分がサリーから情報を抜き取っていたと思っているフレデリカ。

　優位に立っていたと思っている彼女は。

　どちらが狩られるネズミだったのか、最後まで気づけなかった。




　サリーは去っていくフレデリカの背中に向けて小さく呟つぶやく。

「自分が格上なら、格下を演じることなんて簡単なんだよ？　なーんて……ふふふ」

　サリーは最初の話でフレデリカが【集う聖剣】という単語にのみピクッと反応し、少し警戒したのを見逃さなかった。

　さらにフレデリカが考え、【炎帝ノ国】の情報を渡したということは、彼女のギルドが【集う聖剣】であることはもうほぼ確定である。

　そうすることで【集う聖剣】は利益を得られるのだから。

　サリーも潰し合わせるという考えを持っていたため、フレデリカの考えていることは容易に想像出来た。

「間違った情報は何も知らないよりも怖い……」

　サリーはフレデリカの魔法の特徴やＭＰが多いこと、防御能力が高いことを新たに知った。

　フレデリカは【攻撃誘導】と【流水】という恐ろしいが対策が出来るスキルを知ることができた。

　いや、そういうスキルがあるという偽の情報を植えつけられたのである。

　そう、フレデリカは自分が強いと驕おごるあまり、地を這はう弱者を演じたサリーの本質を見誤り、何一つとして本当の情報を持ち帰ることが出来なかったのだ。

　彼女は強い、しかしサリーはもっと強い。

「驕りは目を曇らせる……あー怖い怖いっ」

　サリーはそう言うとメイプル達の元へ戻っていった。
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「ただいまー」

「あ、おかえり！　もうよかったの？」

「うん、うまくやって帰ってもらったよ。私も釣りでもしようかな」

　四人で並んで水面に糸を垂らす。

　サリーの釣つり竿ざおだけ凄すごい勢いでヒットするのは仕方ないだろう。

「そう言えば、メイプルは強くなったユイとマイが戦ってる所を見たことないんだっけ？　おっ……またかかった！」

「そうだよ。もう対抗戦への準備は万端な感じ？」

　ユイとマイは二本の武器をあともう少し使いこなせるようになれば完かん璧ぺきだと答えた。

　現在の二人はメイプルとサリーの特殊さを薄めて混ぜ合わせたような能力であり、限られた場面において全てを叩たたき潰つぶす理不尽な存在となることが出来る。

「二人の戦闘とか見てみる？　ちょっと人目につかない所まで行ってさ」

「「私達も見せたいです！」」

「じゃあ、人の少ない森にでも行ってみようか。ダンジョンのある方とは逆の方向に行けば人も少ないかな？」

「うん、そうだね」

　四人はシロップの背に乗るとふわふわと飛んで人のいない森の奥へと向かった。




「よし、とうちゃーく！」

　メイプル達は森の中にある少し開けた場所に降りる。

　そこは二人が大おお槌つちを振りまわせるだけの広さがあった。二人はもう一本の大槌を取り出すと装備し構えた。

「じゃあ、私達は少し離れて見てよう」

「そうだねー」

　そうして少しするとモンスターがあちこちの茂みから現れた。

　ユイとマイはスキルを使うことなく、両手の武器を振るう。

　当たれば即死の四本の大槌が容赦なくモンスターに迫る。

　モンスターは素早い動きでユイの一撃目を避けるが、それを見越したマイの一撃を胴体に受けて爆発四散した。

　マイに隙が出来ればユイが隙を埋める。大槌はリーチがありフォローに適していた。サリーがコツを教えたことにより、元々息の合っていた二人の連携はよりよいものとなっている。

　また二人の場合はダメージを受けてなお接近してくるモンスターなどいない。

　一撃当てるだけでいいのなら精神的に楽である。

　まさに、やられる前にやれである。

「すっごい攻撃力だねー……」

「メイプルの防御力もあんな感じに見られてるんだよ」

「おー……そっか」

　そうやって会話している内にもモンスターが弾け飛んでいる。

　そして、ひとしきり二人の戦闘を見たところで四人はシロップに乗って再び空へと舞い上がった。




　空に戻ったその瞬間。四人に同時にメッセージが届く。

　それはイベントの内容が書かれた運営からのメッセージだった。

　四人はそれぞれメッセージに目を通す。

「時間加速……前と同じで途中参加や中断はなしか」

「期間は五日間かー……ちょっと短くなったんだね」

　そして、ここからが大事だった。

　次に書かれていたのはイベントの内容である。

　ギルド規模について。二十人以下を小規模、二十一人以上、五十人以下を中規模。五十一人以上を大規模とする。




　ギルドごとに配備された自軍オーブの防衛。また他軍オーブの奪取。

　自軍オーブが自軍にある場合、六時間ごとに１ポイント。

　ギルド規模小の場合、２ポイント。

　他軍オーブを自軍に持ち帰り、三時間防衛することで自軍に２ポイント、また奪われたギルドがマイナス１ポイント。

　ギルド規模小に奪われた場合、オーブを奪われたギルドはマイナス３ポイント。

　ギルド規模中に奪われた場合、オーブを奪われたギルドはマイナス２ポイント。

　他軍オーブはポイント処理が終わり次第元の位置に戻される。

　防衛時間三時間以内に奪還された場合、ポイントの増加や減少はなし。

　同じギルドメンバーの位置と自軍のオーブの位置はステータスと同じく、パネルに表示されるマップで確認することが可能。

　奪取したオーブはアイテム欄に入る。

　ギルド規模が小さいほど防衛しやすい地形になる。

　ギルドに所属していないプレイヤーは、参加申請をすることで複数作成される臨時ギルドのどれかに参加可能。




　死亡回数について。

　一回。ステータス５％減。

　二回。さらにステータス10％減。

　三回。さらにステータス15％減。

　四回。さらにステータス20％減。

　五回。リタイア。

　プレイヤーが全滅したギルドからはオーブが発生しなくなる。

　同じギルドから奪えるオーブは一日に一つきり。




　ルールはこんなところだった。




「なるほど……５デスで終わりか。まあ３デスあたりからまずいかな？　四回やられたらステータス50％ダウンだし」

【楓かえでの木】の人数を考えると捨て駒などどうやっても使えない。

　大型ギルドのような死を恐れぬ数の暴力は使えない。

「この感じだと取り敢えず防衛には人数を割きたいけど……これはかなりキツいなぁ……んーでも、上手く攻めれば……」

「どこが大変そう？」

「まず第一に攻撃に出られる人数が足りない。防衛も同じ……後は、まあ、これが最大の問題点なんだけど、どうしても疲労が溜たまるよね。ひっきりなしに誰かが攻めてくるだろうし、夜襲もある。少人数の問題点はそうそう休めないこと」

　メイプルが眠っている間の戦力低下は凄すさまじいものだ。

　メイプルさえ万全ならばオーブを持ち帰っての防衛に希望が持てそうだった。

「そっか……前の時間加速と違って誰かが攻めてくるから、ずっと戦闘になる」

　戦闘が続けば休む暇もなくなって次第に判断力が鈍る。サリーにとって回避能力低下に直結するそれは厳しかった。

　また、メイプルにも厳しい点がある。

「メイプルの【悪食】の弱体化も五日のうちにはバレるだろうし……メイプルがスキルを使い切って、ほとんどのスキルに回数制限があることを悟られたらやばい」

　メイプルを一日中攻め続ければ、メイプルは間違いなく大規模スキルを使えなくなる。

　つまり、一日の終わりが最も危険な時間帯だ。

「確かに……」

「メイプルの能力をどこまで隠せるかで決まる……かも」

　メイプルのスキルには決め手になるようなものがいくつもあり、それらは知られていない。

　ギリギリまで隠しきることで対応を遅れさせて逃げ切るのが狙いだ。

「防衛はメイプルとユイとマイは確定だね。フィールドを動き回れないし……カナデも入れてもいいかも」

「じゃあ、詳しいことは今から戻って話すのはどう？」

　ユイとマイも賛成する。

　二人は今回が初の時間加速イベントである。メイプルとサリーで概要を話しつつ【楓の木】へと向かった。
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　新しいイベントの知らせを受けてそれについての話は多くなっていく。

　もちろん、イベントについて気にかけているのはメイプル達だけではない。多くのギルドで強力なプレイヤーについての情報が飛び交っていた。特に第一回イベントで上位に入ったプレイヤーが多いギルドについては要注意だとの声が上がっていたのである。

　その中でも【集う聖剣】【炎帝ノ国】そして【楓の木】のギルドマスターは警戒されていた。

「【炎帝ノ国】はギルドマスターのミィの火力をどうにかしないとなあ。あれもう魔法使いのそれじゃないぞ？」

「それにあれはミザリーが隣にいるとＭＰ切れも起こらないしな。分断しないと……」

「【集う聖剣】は高レベルプレイヤーも多いし普通に実力負けだな。あれは避けるしかない」

「あとはメイプルか。あれは何というか……別というか、なあ？」

「ああ、まあ……とりあえず毒耐性。あとはあの火力は限りがありそうだと言われているからな。倒せなくとも逃げればいい。足は遅いしな」

　男はそんな事を言う。そう、メイプルとまともに正面からやり合う必要はないのである。火力を削いで、まずくなったら逃げる。触らぬ神に祟たたりなしということである。

「……向こうから襲ってきたら？」

「始まりの村に魔王が来たとしてどうしろと？」

「……そうだな」

　こんな話をしている彼らはまだ知らない。奇しくもたとえに出した魔王には、往々にして強力な配下などがいて、それは魔王を補う力を持っていたりするのである。

　別格なのは一人とは限らなかった。





◆□◆□◆□◆□◆






　話題に上がっていることは知らないまま。イベントの日程と内容を把握した【楓の木】の面々は話し合いを終えると、それぞれにイベントに向けての準備を始めた。

　幸い、【楓の木】は全員が参加出来る日程だったので役割を振り分けていく。

　メイプル、ユイ、マイ、イズの四人が拠点防衛。

　サリー、クロム、カスミが攻撃。

　そしてカナデが防衛と攻撃を兼任する形に決まった。




　クロムとカスミはモンスターと戦ってドロップアイテム集め。

　これはイズの所持ゴールド増加を狙っているのと、感覚を研ぎ澄ませるための二つの理由があった。

　サリーは回避の特訓と言ってギルドホームを出ていく。

　ユイとマイは二層へと向かい目立たないように連携を上達させる予定である。

　カナデはイズに頼まれて、最上級のＭＰポーションを作るための素材を狙いにフィールドへ向かった。

　そしてメイプルはギルドメンバーから自由に探索するように言われたため、ドロップアイテムを集めつつふらふらと三層を歩き回ることに決まった。




　サリーは一人、二層のモンスター多発地域に足を踏み入れた。

　そして、ただひたすらに攻撃を躱かわし続ける。それは身に纏まとう青いオーラが全開まで大きくなっても終わらない。

　サリーは集中力の持続時間を伸ばそうと精密な動きを続ける。

　幸い、学生であるサリーは夏休み中なため長時間のプレイが可能だった。

「…………ふっ！」

　ダガーとは思えない威力の攻撃がモンスターの命を刈り取っても次から次へと湧いてくる。

　サリーは己に課した目標に届かせようとひたすら体を動かし続けた。

「……うん、徹夜も試してみよう」

　サリーは今出来る最善を延々と続けていくのであった。




　ユイとマイは二層で戦っていた。

　イベントでの作戦が決まり、メイプルを温存するために重要な役割を任せられた二人ははりきっていた。

　イズに大槌を含めた全ての装備を揃えてもらった二人はそれぞれの髪の色と同じ色の大おお槌つち二本と、それに合わせた純白と漆黒の装備を身につけていた。白にはピンク、黒には緑のリボンがあしらわれた可愛らしい服に、破壊力の塊のような大槌を二本持ったその姿はなんとも異質なものだった。

　装飾品には指輪二つとリボン。

　そのどれもが【ＳＴＲ】を上げるものであり、極限まで攻撃に特化していた。

　今は互いを守るように動いている二人だが、メイプルの支援により守りを捨てて攻撃すれば惨劇は免れないだろう。

　ユイとマイのステータスを知らないために、中には盾で攻撃を受け止めようと考える者もいるだろう。

　盾の性能にもよるが、盾ごと爆散すらありえる。

　そうなった時に敵対した者達は冷静でいられない。

　そうして訳の分からないうちに攻撃を受けて終わりである。

「【ダブルインパクト】！」

　スキルによって叩たたきつけられる連撃などオーバーキルでしかない。

　ここ最近で二人もスキルをいくつか取得していた。

　その中には【投とう擲てき】も含まれている。

　そして二人のインベントリは、イズに渡されたバスケットボールほどの大きさの鉄球が埋め尽くしていたのだった。

　ただ、二人は今回それを使うことはなかった。




　自由にしていていいと言われたメイプルは、シロップのレベルを上げつつ、毒竜ヒドラに武装を破壊してもらっていた。

　全ての武装が破壊されればもう一度【機械神】を発動させることが出来る。

　そうすれば防御力が上がる。

　メイプルはこれをイベントまでの日課にすることにした。

「あっ！　シロップレベル上がったんだねー！」

　メイプルがシロップの頭を撫なでて、にこにこと笑う。

「スキルが増えてる。【城壁】？」

【城壁】はスキル発動から三十秒間、【絆きずなの架け橋】装備者の周囲に破壊可能な壁を生み出し続けるというものである。

　メイプルが試しに使わせてみると、メイプルを中心に二メートルほどの距離をとって高い壁が瞬時にせり上がった。

　こちらから攻撃は出来そうにないが、相手も同じである。

　敵視点から見た時に、それはさながら卵であった。

　中から生まれるものの姿はどう転んでも凶悪である。

「朧おぼろはどんなスキルを覚えるのかなぁ……まだ成長するよね？」

　メイプルは毒竜ヒドラに武装を破壊してもらったところで、後回しにしていたとあるスキルの巻物を買いに向かった。

　そのスキルは【ピアースガード】。

　つまり、大盾に与えられた貫通攻撃対策である。

　このスキルを使えば貫通効果を無効化することができる。

　ドタバタしていて取得出来ずにいたメイプルだったが、その存在を忘れてはいなかった。

　ギルド本体の強化も無事に終わり、カナデの魔導書も着々と増えていく。

　イズのゴールドも満足いくだけ溜まり、無事に【新境地】でのアイテム製作にも十分な量が用意出来た。

　サリーは疲労を抜いて最終調整まで完かん璧ぺきにやりきった。

　クロムとカスミはスイカの収集によって【ＳＴＲ】【ＡＧＩ】【ＩＮＴ】をそれぞれ現在のギルドの性能限界まで上げきり、メイプルはより硬く、ユイとマイはより高火力になった。




　そうして準備期間の内に各自やるべきことをやりきったところで、ついにイベントの日がやってきた。

　今回は八人での参加である。




「目指すは上位で！」

「異議なし！」

　ギルドを立ち上げたメイプルとサリーのこのゲーム初の団体戦。

　少数精鋭の力を見せつけてやろうと意気込んで、八人揃そろって光に包まれてバトルフィールドへと転移した。











あとがき









　まずはじめに、続いて手にとってくださっている方、ありがとうございます。初めて手にとってくださった方には、これからも読んでいただければ嬉うれしいなあと。

　どうも、夕ゆう蜜み柑かんという者です。




　皆さんの応援のお陰で『痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。』の三巻を無事に出すことができました。

　少しでも良いものを届けられていればよいのですが……今回もまた多くの人に沢山支えてもらったため、それを私なりに返すことができていればと思います。




　二巻から三巻にかけては、私にとって大きな出来事がいくつもありました。

　一つはＣＭを作っていただけたことです。

　それを見た時には何とも不思議な気分になったことをはっきりと覚えています。書き始めた頃に自分が思い描いていなかったような、そんな素晴らしいことに出会えて、目の前のことが信じられないような。

　これからもこの感覚を忘れないようにしたいところです。




　もう一つ、コミカライズをしていただけるということで、これを聞いた時もまた、嬉しさと信じられないという感覚を持ちました。

　私は絵に関しては全くと言っていいほど描けないもので、メイプル達の冒険が目の前で形になるというのはこれ以上ない程に嬉しいものですね。

　さて、コミカライズについてもう少しだけ詳しく話すとします。

　防振りのコミカライズは、おいもとじろう様に担当していただけることとなりました。

　メイプル達の雰囲気が伝わりやすいような可愛らしい絵柄となっていて、メイプル達が楽しく探索をしている様子などが伝わってくると思います。

　月刊コンプエースで連載するとのことで、その時は手にとっていただけると幸いです。




『防振り』も三巻ということですが、三巻部分を書いていたのは、ちょうど私が好きなものを詰め込んでいた時期ですね……。

　改めて見返してみると書いていた時よりはっきりとそのことが分かりました。描写の追加も行い、それが伝わりやすくなっていればと思います。




　応援してくださっている皆さんに、少しでも良い報告ができるよう、これからもできることを一つ一つやっていく。

　これを大切にして、『痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。』の三巻は締めくくらせていただきます。




　一歩一歩を大切にして。

　また良い報告ができる日。

　いつか、そんな四巻でお会いできることを楽しみにしています！





夕ゆう蜜み柑かん


















　週末冒険者　電子特別お試し版　（著：るうせん　イラスト：りりんら）


















　残業なし休日出勤なしだけが取り柄の会社に就職した佐藤聡は、ある日ふと思い出した。「俺、前世は魔術師だった」

　今でも魔術が使えた彼は、良いことを思いつく。

「老後の貯蓄のため前世の世界へ行こう。──週末だけ」

　こうして安全で飯も美味い日本で暮らしつつ、週末だけ冒険者となり稼ぎ始めた佐藤。だが、単独で行動し傷ひとつ負わず帰還する彼は凄腕魔術師として密かに噂になりつつあった。そんな時、ダンジョンに主級モンスターが出現し……!?








プロローグ　～ぬるい酒～









「酒ぬっる、うっす、まっず」

　夜も更けたとある酒場で、一人の男が隅の席で誰にも聞こえないような小さな声で言った。

　その男は屋内にもかかわらず地味な灰色のフードで顔を隠していた。そして彼の身長と同じくらいの杖つえを壁に立てかけ、料理を待つ間の時じ間かん潰つぶしとして注文した安酒に対して正直に抱いた感想を口に出していた。

　しかし、

「不ま味ずい、もう一杯いこう」




　不味い。本当に不味い。




　今時田舎のどんなに安い居酒屋に行ったとしても、これより不味い酒を出すところはそうそうないだろう。これほどまずい酒は探す方が難しいというほどまでに不味かった。

　キンキンに冷えたジョッキになみなみと注つがれたビールと比べるのもおこがましいほどに、この安酒エールは不味かった。自動販売機で売られている酒のほうが、これよりも誇張なしで何十倍も美う味まいだろう。

　もう少し値段の高い酒を頼めばまた別なのであろう。だがしかし、男はほかの酒を飲むつもりはなかった。金が無いわけではない、不味い酒好きというわけでもない。が、不味いと思う以上に、

（懐かしい）




　その感情のほうが何倍も大きかったからだ。

　だんだんと酔いが回り、より一層騒がしくなってきた周囲の客とは反対に、男は一人でちびちびとマジで不味い酒を飲んでいた。だが自分の注文した料理が運ばれて来たのを見るとテンションが上がると同時に、酒のお代わりを頼んだ。




　注文した料理は、鶏の肉に塩を振りかけ、直じか火びで中に熱が通るまでじっくりと焼いた串くし焼やきというシンプルな料理だった。

　調味料が貴重なためか塩以外には何も味つけがされておらず、肉も老いた鶏の肉を使用しているためとても固そうだったが、滴る肉汁や少し焦げ目がつくまでしっかりと炙あぶられた肉の香りは、昼間に運動をした空すきっ腹にとってはとても我慢できそうにないものであった。

　早く食いたい。その本能に逆らわずガブリ、とそのまま手て摑づかみでかぶりつく。やはり少し硬く、なかなか嚙かみ千切れなかったが、その香ばしさと嚙みごたえによって、なによりも肉を食べているという気がする。

　焼き立てでまだまだ熱い鶏肉を、舌をやけどしないように先ほど頼んだぬるいエールをがぶ飲みしてはまたかじりつく、それを何度も繰り返しながら昔の記憶を思い出す。




　昔、まだまだ本当に若造だったころは、毎日必死に働いて金を貯ためてはこうして安い酒と安い肉を食べるのが何よりも楽しみで、唯一の生きがいだった。

　幸か不幸か、魔術の才にそこそこ恵まれていなければ、そのままずっとその日暮らしをしていたかもしれない。その点では幸せだといえるのかもしれない。

　不幸というのは、もし彼に魔術の才がなかったならば、彼は魔術師になった時よりももっと長生きできていたかもしれないということだ。




「ふー、ご馳ち走そう様さま」

　日本に生まれて二十数年、すっかり習慣になった言葉を言うと、男は勘定を済ませ、更に賑にぎわってきた夜の酒場を後にした。

　そして人ひと気けのない裏路地で誰にも見られていないことを確認すると、

「今日は戻ったら焼き鳥屋で飲み直そう。冷えたビールと焼き鳥のタレ味が食いたい」




　そう言った次の瞬間には、彼の姿はもうどこにも見当たらなかった。








第一章　～不味い飯～









「換金を頼む」

「はい。サート様ですね？　お疲れ様です。こちらへどうぞ」




　日も沈みかけあたりが薄暗くなってきた頃、町の郊外にある冒険者ギルドの建物にはまだ多くの人々が入り乱れていた。

　迷宮に潜って手に入れた貴重な鉱石や薬草、魔物の核、角、爪、毛皮、肉など様々な素材を換金するために訪れた冒険者たちや、その素材を鑑定し、いち早く良いものを手に入れるために威勢の良い声で競りを行っている商業ギルドの人々である。

　冒険者たちは素材を売って手に入れた金でギルドの裏手に併設されている酒場か、娼しよ婦うふたちのいる色町に、今日も生きているという実感を得るために出かけていくのだろう。命を懸けて金を稼いだ冒険者たちは皆笑いながら上機嫌でギルドの建物から出て行く。

　そんな冒険者たちの数もピークを過ぎ、だんだんと人の数も少なくなってきた頃に一人の男が静かに扉を開けて入ってきた。




　顔や体全体をフードの付いたローブのような服で隠している怪しい男だった。冒険者にしては明らかに貧弱と言えるその体格から魔術師だろうと思われるその男は、杖しか持っていないにもかかわらず初老のギルド職員に素材鑑定をする部屋へと促される。

「いつもと同じように、手早く頼むよ」

「はい、存じております。今回はどんな獲物を狩られたのですか？」

「いつもと大して変わらないさ」

　そう言ってサートと呼ばれた男がコツン、と杖で床を突き立てるように叩たたくと、そこを中心に黒い影が広がり、その中から様々な生き物の死し骸がいや鉱石が次々と現れてきた。

　すると部屋の中で待機をしていた解体や鑑定を専門とするギルド職員たちが、手際よく魔物の死体の状態を確かめ、核を抉えぐり出しては大きさを比べ、鉱石の重さを備え付けられていた秤はかりで量る。




　いつもと同じようにとは、明らかにぼったくらない限りは細かい文句はつけないからその分待ち時間を少なくして早く金に換えてくれという意味である。魔物の核もわずかな質や大きさの違いによって値段が大きく変わってくるため、換金するときには冒険者はより高く売るため、商人はより安く買うための値段交渉によって時間が長引くことが多い。

　そんな無駄に時間のかかる面倒な交渉はしないかわりに、ギルド側も肉や薬草の質、鉱石の純度などの細かいことにはケチをつけるな、という互いの信頼の上に成り立っている暗黙の了解だった。そのためわずか十数分で鑑定作業は終わり、お互いが満足できる結果でいつものように金が支払われた。




　このやり取りももう何度も繰り返してきた。七日に一度どこからともなくやってきては一日中迷宮に潜り、質の良い素材を必ず一定数ギルドに納める手て練だれの魔術師、サート。

（できればもう少しだけでも回数を増やしてくれたなら、これ以上のことはないのだが）

　冒険者ギルドとしても、七日に一度だけとはいえ、一人で迷宮に潜っては涼しい雰囲気で帰ってくるサートの存在はある意味有名であったし、ギルドに納める換金品もすべて迷宮の中層で取れるものである。狩った魔物は傷が少なく、鉱石も純度が高いものが多いため商業ギルドにとっても非常にありがたいことであった。

　その量も、ほかの冒険者たちは迷宮に入る時よりも重い荷を引きずりながら苦労して持ち帰ってくるものを、魔術でどこかに収納しているため、人一人が持ち帰ることのできる量としては比べ物にならない差があった。

　さらには、一日で迷宮に潜って帰ってこられる移動手段を持っている。ギルド側としてはある意味このことが一番重要なことであったりする。




　しかし、前に一度何な故ぜそれほど便利なすべを持っているのに七日に一度だけなのか聞いてみたことがある。だがその時の答えは、

「こっちはあくまで副業なんだ。本業は別にある。別に不満があるわけじゃあないんだが給金が少なくてね。空いた時間で老後の蓄えを、と思ったのさ。だから無茶や無理はしない。怪け我がしたら元も子もないし」

　という予想外の言葉だった。実に長生きをしそうなタイプである。

　あれほどの腕を持った魔術師が少ない給金でどんな仕事をしているのか気にはなるが、言っていることに共感は出来る。死んだら元も子もないのだ。

　だが金を稼ぐだけならほかにいくらでも安全な仕事があるだろうに、やはり魔術師には変人が多いという噂うわさは本当かもしれない。

　と、先ほどサートを案内した初老のギルド職員、ロイドはサートの後ろ姿を見送りながらそう思った。







　さて、そのサートこと本名佐藤聡さとるは今日も手に入れたお金で酒場へ向かい、この世界の不ま味ずい飯を食べていた。




「野菜スープ味薄うっす、肉少なっ、っていうか具が少なっ」




　今日頼んだ野菜スープははっきり言わなくても不味いものだった。素材の味を生かしたといえば聞こえはよいが、実際はただ塩気が足らないだけであるし、野菜も萎しなびている。ついでに具材の量も足らないせいでもはやただの煮汁と言っても過言ではなかった。

　そんな薄いスープをサートは勢いよくかき込み、熱い熱いと少ない野菜を嚙みしめながら一言、

「まっじ、マジまじー。あ、アンちゃんこれお代わり」

「不味いならもっと良いものを注文してください。それ、一杯銅貨一枚の本当に飢えを誤ご魔ま化かすためだけのものですよ？　サートさん今日もいっぱい稼いでいるんだから、もっと売り上げに貢献してくださいよ」

「じゃあ、黒パンと干し肉追加」

「それも、安いものじゃないですか」

「このくそ不味いスープに塩辛い干し肉を入れると、なかなか食える味になってな、それに黒パンを浸して食べるという飢えしのぎを昔よくやったんだよ。これが普通に不味いんだ」

　クソ不味いから普通に不味いに変わるんだぞと、いかにも凄すごいことのように真顔で話すサートに、この酒場の看板娘でありギルド職員でもあるアンは呆あきれたように注文を承った。

「あー、味み噌そ汁しる飲みたい。ねこまんまにしてもいいな」





◆　　◆　　◆






　金曜日、聡は今日も定時五時に仕事を終わらせ、帰宅の準備を始めていた。

　周りも皆同じように帰宅の準備を始めており、そこに残業をしていけといった無言の圧力なんてものは全く存在しなかった。

　それがこの会社の唯一といってもよい取り柄だった。当然その分給料も安いが、特に金のかかる趣味も相手もいない聡にとっては、ただ生きていくだけならば十分な額でもあった。

　だが、貯金はなかなか貯たまりづらい。老後のことを考えると心もとない稼ぎというのも事実であり、社員の中には平和な老後生活と、万が一の場合に備えての資金を得るために、隠れて副業をする人も少なからずいる。聡もその例に漏れず、副業としている明日あしたの冒険のための準備と、英気を養うために何か美う味まいものを食い溜ためておこうと思った。その矢先に、会社の先輩から食事に誘われる。

「おーい佐藤、これから飲みにいかないか？」

「ご馳走様です」

「奢おごらねえよ」




　といった流れで、先輩たちと駅前の居酒屋に繰り出すことになった。そこで肴さかなをつまみながらちびちびと酒を飲んで談笑していると、話題は最近の休日の過ごし方についてに移り変わっていった。

「お前最近どうしてんの？　余裕ねえのは分かるけど」

「まあ、秘密の副業ですよ、老後の蓄えが少しでも欲しいんで」

「あんまり無理すんなよ。いや、まあ仕方ないのは分かるけども」

「ご馳走様です」

「だから奢らねえって」

　こうして職場の同僚と友好を深め、しっかりと英気を養った翌日の朝。

　聡は食事と歯磨きを終えるとパン、と両手をたたいた。すると聡の体を黒い影が覆い、数瞬後には灰色のフード付きコートと背丈ほどある杖つえといったいつもの冒険者スタイルが現れた。




　因みに、下着や靴は現代日本のままだ。現代の運動靴が有能すぎて、向こうの世界のシンプルな造りのブーツなんてもう履けなくなってしまったのだ。よって、なるべく目立たないように選んだシンプルな見た目の運動靴は、毎回決して欠かせない最重要品目の一つとなっていた。

　ついでに言うと、杖はただのブラフである。適当に見た目の良い木の枝を拾っただけで、格好つけ以外の理由はない。

　荷物や服装の確認を終えた後にもう一度手をたたくと、聡の体は一瞬のうちにこの世界から消えてしまった。







　そして聡は今、冒険者サートとして、冒険者たちの町アルバにある迷宮の中階層に来ていた。




　この迷宮は、数百年前にこの迷宮を発見した冒険者アルバに因ちなんで通称アルバ迷宮と呼ばれている。さらにこの迷宮を中心に発展した町にもそのままアルバという名が根付いたのだ。

　このアルバ迷宮は現在地下三十五階まで到達されており、その大きさはこの大陸の中でも上位に入るほどの規模を誇っていた。その中階層というと二十階前後を指すのだが、迷宮の中は広い。とてつもなく広い。

　当たり前だが、人が歩くことを想定されているはずもない道ともいえぬ道に、険しい地形。さらには下層に行けば行くほど強く、厄介な魔物がわんさかと存在し、冒険者の行く手を阻むのである。

　その困難さは、数百年もの時間をかけてもまだ三十五階までしか到達できていない事実を考えれば想像しやすいだろうか。

　そんなまさに魔境ともいえる迷宮の中を数百年かけて人が通りやすいように道を整備し、地図を書き、情報を集め、後世に伝えた偉大なる先達のなかにはこの町の名の由来にもなった冒険者アルバの名も含まれている。

　しかしそれでも中階層に到達するためには最低でも数日、慎重にいけば十数日はかかることは確実なのだ。しかもそれは長年生死を共にした迷宮探索の実力もチームワークもある複数人のパーティであることが前提である。一人で迷宮に入れば常人ならまず間違いなく最初の数階で野たれ死ぬだろう。




　では何故サートが僅わずか一日という短い時間でこの階層まで来ることが出来たのか。

　曰いわく、

「異世界転移まで出来たのにこのぐらいのことが出来ない筈はずがない」

　と思い試しにやってみたら出来たらしい。

　そんなサートであるが、彼は今その迷宮の地下二十二階で鉱石を掘っている。

　地面を掘るというよりは穴に潜って壁を削っているといった感じである。彼は他の冒険者がいないのを良いことに、ピッケルも何も持たず、周囲に転がっているそこそこの大きさの石を魔術で浮かせて、そのまま猛スピードで壁に向かって射出し、打ち砕きながら削るという非常に乱暴な真ま似ねをしていた。




　半径百数十メートルほどを薄く広げた風魔術で警戒しながら、たまに岩の砕ける音につられてやってくる魔物に対して、毛皮などを取らないタイプの魔物には作業しながら視線さえ向けずその石をマシンガンの如ごとく連続で射出しては始末し、毛皮に傷をつけたくない場合は相手を魔術で地面から浮かせた状態にして同時に窒息させる魔術で始末する。

　まさに魔術万歳状態であった。




　因みになぜ後者の方法ですべて倒さないかというと、単純に難易度の問題である。窒息の魔術は周囲の酸素濃度や空気成分をいじって窒息死にまで至らせる原理のため、精密な技術力と集中力が必要で、そういった細かいことが苦手なサートではさすがに片手間で出来るほどではないからだ。

　また、この魔術は現代に転生してから読んだ漫画を元に考え付いた魔術で、まだ使い慣れていないのも理由だった。一気に真空状態にしないのは、その状態でも魔物はしばらく動けるし、死ぬまでにそれなりに時間がかかるのだ。

　人間はほんの少し空気の成分の比率が変わるだけで昏こん睡すい状態に陥ることもある。そこからサートは雑ざ魚こモンスターや小動物で色々と試行錯誤をしてこの魔術を開発したのだ。




　もっと下の階層に行けばより純度が高くて貴重な鉱石が多くあるのだが、その分魔物も手て強ごわくなってくる。

　リスクとリターン、疲労と時間のコストパフォーマンスを考えると、この階層でもうすでに単純な作業ゲーと化している採掘が一番よいのである。

　何より、あくまで老後のための貯蓄を稼ぐのが目的であるのに、わざわざ余計な危険を冒す必要などなかったし、安定して稼げる現状に十分満足しているのが最大の理由であった。

「ただ、精神的にちょっとキツイ。刺身に延々タンポポのせてる気分になるわ」

　そこで今日の飯は、ハーブで臭み取りなんてしていない生臭くて不ま味ずい魚の煮つけと、塩辛くて新鮮という言葉とは無縁な不味い魚の保存食のどちらにしようか迷いながら、今日の収穫を影にしまって帰路に就くサートであった。







　この続きは現在配信中の『週末冒険者』にてお楽しみください


 (C)Lusen, Ririnra 2017 
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京都府在住。小説、漫画はジャンルを問わずに手を出していくタイプです。

雰囲気が明るい作品もいいですけど、暗い作品もいいですよね。

苦手分野は恋愛描写。難しい。

体のサイズの数倍の武器や兵器を使うキャラクターはロマンがあって好きです。

それを一つでも多く実現させるために日々構想を続けていたり。
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